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　暗い部屋だった。

　光源は壁にかけられた小型の魔石灯一つのみしかなく、隅には影が溜たまっている。石の香りもほのかに漂う陰湿な室内を唯一彩いろどるのは、銀や鉄とともに加工された水晶の品々であり、壁や天井てんじょうからぶら下がるそれら洒落しゃれた装飾品が、時折ときおり蒼あおくきらめいていた。

　蠟燭ろうそくの火のような微弱な灯あかりに照らされるのは、赤い絨毯じゅうたん、木編みの籠かご、小棚シェルフ、そして粗末な作りの寝台ベッドだ。

　やがて一室に二人の人影が入ってくる。

　一人は全身型鎧フルプレートを身に付け、もう一人は薄汚れたフード付きのローブを頭から被かぶっていた。言葉少なに会話する彼等はバックパックを始めとした荷物を部屋の隅に置くと、木製の寝台ベッドへと直行する。

　顔面全すべてを覆い隠す兜ヘルム、つま先まで包む装靴グリーブ、全身型鎧フルプレートの下のインナーまで脱ぎ出す男性──引き締まった体をした冒険者は、あっという間に半裸になった。下半身の衣服を残して寝台ベッドに腰かける彼の側で、ローブを纏まとう人物は、外衣の上からでもはっきりとわかる豊かな胸もとや細い腰をあらわにしていく。

「おいっ、早く脱いでくれ。ここまで来て生殺しなんて、勘弁してくれよ」

「待て。がっつくな」

　興奮を隠せない男の声に、起伏の少ない響きを持つ高い声音が返る。細い指がローブを始めとした衣を脱ぎ去っていき、最後に古びた紐ひもを解ほどいて、長い髪を背へと流す。

　艶なまめかしい女だった。

　男性ならば飛び付きたくなるほどの美しい曲線を描く体。張りのある大きな双丘は情欲をそそり、なだらかな臀部でんぶは否応なく劣情をかき立てる。くびれた腰の位置は高く、しなやかな肢体したいは指先まで細い。その物静かな雰囲気や仕草しぐさとは相反した、こぼれるような色香が瑞々みずみずしい肌から漂っていた。

　寝台ベッドに腰かける男は、扇情的な体はもとより、フードを取り払った女の顔に息を吞のむ。

　魔石灯の光が陰影を作っている美貌に、喉のどの鳴る音が響き渡った。

「何でこんな綺麗きれいなのに、顔を隠しているんだ？」

「お前みたいな男に一々絡からまれるのを防ぐためさ」

　半ば陶然としている男は、その淡々とした返答にも笑みを漏もらし、一糸纏わぬ女の腰を引き寄せた。柔い体を抱きとめ、そのまま寝台ベッドへと押し倒す。

　照らし出される二つの人影が折り重なり、木の軋きしむ音が鳴った。

「さっきの話だが、何の依頼を受けたんだ？」

　ことに及ぶ直前、女が口を開く。

　仰向あおむけに寝る彼女へ唇を落とそうとしていた男は動きを止め、ああ、と間を空けて呟つぶやく。

「変な依頼だった。30階層に行って、わけのわからんものを回収してこいなんて……」

　何かを思い出すように視線を上げる冒険者の男。

　決して大柄おおがらではない彼のたくましい体を、女は黙って見上げている。

「おっと、これは極秘だった。聞かなかったことにしてくれ」

「そうか……」

　女はそう言って、男と視線を絡め、手を彼の頰ほおに伸ばした。

　触れるか触れないかのところで撫なでるように指をなぞらせたかと思うと、すっ、とそのまま首へ這はわす。

　そして一気に、握り締めた。

「!?」

　鍛えられた男の首に五指が食い込む。全裸で無手だったことから無警戒だった男は驚愕きょうがくをあらわにし、表情を激変させその指に手をかけるも、女の細腕はびくともしない。

　激しい抵抗をものともせず、メリメリと音を立てる凄すさまじい握力。男の瞳ひとみは血走り、開閉を繰り返す口唇が掠かすれた音を漏らしていく。

　その様子を無感動に見つめる女は、次には──ぼきり、と。

　あっけなく、男の首の骨を折った。

「……」

　だらりと力を失いのしかかってくる冒険者の男を、女はぞんざいに横へ放り捨てた。鈍にぶい音を立て、こと切れた男の体が床に転がる。

　うっすらとした灯りに肌を舐なめられながら、彼女は静かに起き上がり、その長い脚で寝台ベッドから立ち上がった。足もとの死体には一瞥いちべつもくれず、部屋の隅へ向かう。

　裸のまま男の荷物バックパックに歩み寄り、無遠慮に中身をこじ開ける。

　しばらく物色を続けていると……女の手は唐突に止まった。

「……ない」

　呟いた後、体の動きを停止していた女は、ちッ、と大きな舌打ちを放つ。

　ぎりっと歯を嚙かみ締め、男の亡骸なきがらを睨にらんだ。忌々しそうな目付きで苛立いらだちを隠せないでいると、癇癪かんしゃくを起こしたかのように立ち上がる。

　女は乱暴に死体へと近付き、そして──。




　グシャッ、と。

　踏み潰つぶされた男の頭部が鮮血をまき散らし、部屋を真まっ赤かに染め上げた。
















　カァン、カァン、と金属を打つ音が生じている。

　周囲から頻しきりに鳴り響いてくる甲高かんだかい打撃音。舞い狂う音の後に眩まばゆい火花が飛び跳ね、辺り一帯に閃光せんこうを散らす。

　鎚つちを振るい、大粒の汗を流す精悍せいかんな男達の声も折々聞こえてくるこの場所は、鍛冶場かじばと呼ぶに相応ふさわしかった。広い屋内の壁際、激しく燃え立つ計四つの大型の炉が真まっ赤かな炎を猛たけらせ、むわっとした熱気を立ち込めさせる。

　獣人やドワーフの職人が鎚を振りかぶる横で、見習いらしき小人族パルゥムの少女が薪や道具を抱えちょろちょろと忙しなく周囲を駆けずり回っていた。

『うおおおおおおおっ!!　大切断アマゾン、てめえっ、くたばりやがれえええええええええええ!?』

　とある作業場の一角では、大の男達が五人がかりで特大の超硬金属アダマンタイトを鍛え上げている最中だった。大型級のモンスターの頭さえかち割れそうな巨鎚ハンマーを交互に振り下ろし、並みならぬ硬度の金属の形状を変え、不純物を取り除いていく。

『鍛冶』のアビリティを習得した彼等の手、そして携えた巨鎚ハンマーはうっすらとした赤い光の線──可視化された魔力にも似た光膜──に縁取ふちどられ、昇華の息吹いぶきを絶えず叩たたき込むことで、目の前の金属塊かいをより高次な『武器』へと高めていった。

　親方オヤカタと慕われている頭目の上級鍛冶師ハイ・スミスのかけ声は激しい。

　不眠不休の怨嗟えんさも込められた、友人の少女に対するそんな雄叫おたけびを耳にしながら。

　アイズは、どこか肩身狭そうに、とある神物じんぶつの前でたたずんでいた。

「まさか、五日で使い潰つぶすとはな……」

　重く、そして呆あきれ返ったような鍛冶神ゴブニュの言葉に、びくりとアイズの肩が震える。

　ドワーフを連想させる小柄ながらたくましい体付きの初老の男神は、ちらと彼女の顔を見やり、溜息ためいきを吐はき出した。

　怪物祭モンスターフィリアから翌日の朝。

　アイズは今、整備を頼んでいた愛剣《デスペレート》を受け取るため、【ゴブニュ・ファミリア】の本拠ホーム『三鎚みつちの鍛冶場』に訪れていた。工房でもある広い平屋の中心にいる彼女達の周りでは、鍛冶師スミスの団員が早朝にもかかわらず汗水垂らして働いており、鍛錬の作業に没頭する者、炉の炎を調節する者、設けられた掲示板に貼はり出されている武器の依頼書を確認する者など様々いる。

　忙せわしなく動き回る彼等に囲まれるアイズは、《デスペレート》を受け取ると同時に、ゴブニュから整備の間あいだ借り受けていた代剣──細剣レイピアを返却していた。

　無残にも剣身が砕くだけ散った、残骸の状態に変えて。

「お前等は本当に鍛冶屋泣かせだな」

「……ごめん、なさい」

　台の上に乗っている細剣だったものを、ゴブニュと挟んで見下ろしながら、アイズはしゅんとうなだれる。仲間の壊し屋ティオナのことも含まれた神の皮肉に、かき消えそうな声で謝った。

　怪物祭モンスターフィリアにて脱走したモンスター達と交戦し、その中でものの見事に破砕した代剣は、今は台の上で無数の破片となって転がっている。柄つかのみが原型を残した細剣はもはや誰だれの目から見ても修復不可能だ。剣姫アイズの剣技と『魔法』に耐え切れなかった武器の末路が、目の前に横たわっていた。

　また【ロキ・ファミリア】かよ、というげんなりした視線を周囲の職人達から浴びながら、アイズはひたすら恐縮する思いだった。

「……あの、お代は？」

「四〇〇〇万ヴァリス、といったところか」

　──ガンッ！　と音を立て『四〇〇〇万』という言葉がアイズの頭上に降って直撃する。

　その重みに頭の天辺てっぺんをさすりながら……しばらくダンジョンにもぐって返済しなきゃ、と。

　腕を組んでやれやれとこぼすゴブニュの顔を見ながら、申し訳なく、そして落ち込みながらアイズは思った。

　白兎しょうねんへの謝罪は、まだまだ先になりそうだ。
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　風を斬きる音が響いている。

　斬撃の後に遅れて響く細い風切り音は、剣身に乗せられた速度と鋭さの証拠だった。一振りのサーベルで幾重もの銀の軌跡を、肌寒い朝の空気に刻み込んでいく。

　まだ日が出ていない早い時間帯、アイズは一人、ホームの中庭で日課である剣の素振りを行っていた。

　この早朝の素振りは誰にも言われたわけでもなく、アイズが九年前から自ら始めたことだ。日々の反復を行うように、あるいは更なる剣技の向上を目指すために、ホームにいる間はほぼ毎日のように行われてきた。ダンジョンで上げる戦果に比べれば地味に違いないこうした技の研鑽けんさんを、彼女は決して怠ろうとしない。むしろ怠おこたることができない。アイズが恐れていることは、多くの者達とも同じ、前に進めなくなることだからだ。

　芝生しばふがある中庭の一箇所へとどまり少々染しみ込んでいる細剣レイピアの扱いの誤差を修正するように、縦、横、斜め、と愛剣デスペレートを無尽むじんに振り鳴らす。下半身の動きは最小限に抑え、あたかも指揮棒タクトを用いる指揮者のように、たった一人で剣閃の調べを奏でていった。

　やがて日の出を知らせる光が、白み始めていた都市オラリオの東の空を赤く照らし出す。

　アイズは最後ラストと言うように庭木から落ちた一枚の緑葉をヒュンッと斬り上げ、両断し、剣を鞘さやに収めた。

「……？」

　鍛練を終了させたアイズは、自分を見つめる視線に気付く。

　振り向くと、庭と繫つながる塔の出入り口付近で、エルフの少女、レフィーヤが目を見開きながらたたずんでいた。

　胸に分厚い本を抱えている彼女はアイズの剣舞に魅入っていたように固まっており、目を向けられると、思い出したようにはっとして、それから笑顔で拍手をし出す。

「す、すごかったです、アイズさん！　私つい見とれちゃってっ、声をかけるのも忘れちゃいました！」

「えっと……ありがとう？」

　その賞賛に、アイズは小首を傾かしげながら応こたえた。日課である事柄を褒ほめられたところで、どう反応していいかがわからない。

　興奮しているのか、頰ほおを染めて近付いてくるレフィーヤは、自身の紺碧こんぺきの瞳ひとみをきらきらと輝かせ尊敬の眼差まなざしを向けてくる。

「本当にこんな朝早くから剣を振られているんですね……だからアイズさんはあんな強くって……私も見習わなきゃっ」

　目まの当あたりにした鍛練の積み重ねが、アイズを【剣姫】と呼ばれるまでに押し上げた要因の一つであると確信するレフィーヤは、語尾に力を込めて精進しようと意気込む。

　そんな後輩の少女の姿に、アイズは微笑ほほえましそうに口もとを綻ほころばせた。

「アイズさんは、剣術を誰かに教わったりしたんですか？　魔導士の私から見ても、すごい切れがあるなってわかるんですけど……」

「……お父さん、かな」

　アイズは視線をさまよわせ、少し考える素振りを見せた後、ぽつりと質問に答えた。

「お父様が……そういえば、アイズさんのご両親は今は何を……？」

　と、レフィーヤがそこまで言葉を続けたところで、別の方向から声が投じられた。

「レフィーヤ。書庫へ行って本を取ってくるのに、どれだけ時間がかかっているんだ」

「リ、リヴェリア様……」

　新たに中庭に降り立ったのは、レフィーヤと同じ美しいエルフの女性、リヴェリアだ。

　翡翠ひすい色の長髪から細く尖とがった耳を覗のぞかせる彼女は、剣を携えたアイズの姿を認めるなり、何もかも悟ったように吐息した。

「アイズの鍛練に現うつつを抜かしている暇はないぞ、お前も修業中の身だ。朝食の時間まで続けるぞ。アイズ、また後でな」

「ア、アイズさぁ～んっ……」

　リヴェリアにずるずると引きずられていくレフィーヤ。本を抱えながら名残惜しそうな表情をする彼女に、頑張って、とアイズは軽く手を振った。

　どうやらレフィーヤはレフィーヤで、リヴェリアから魔法の教示を受けていたらしい。あの様子からして、恐らく夜通しだろう。ほんの数年前まで似たような境遇だった──冒険者の知識技能ノウハウを叩き込まれていた──アイズは、リヴェリアの指導が酷烈スパルタであることを知っている。

　どこかしみじみと過去を振り返りながら、頑張って、と再度胸の中で激励を送り。

　アイズもまた剣を持って、中庭から塔の中へ戻った。




　シャワーを浴びて身を清めたアイズは、ふらりと手狭であるホームの廊下を移動し、大食堂へ向かった。

　既に食堂には数名の団員がおり、朝食の料理や皿を配膳している。厨房から漂う香ばしい匂においは朝早くから活動していたアイズのお腹なかを大いに刺激した。こそっと窺うかがってみたところ、本日は野菜をふんだんに使ったスープとサラダ、野菜と塩漬けした肉のサンドイッチ、そして野菜入りのオムレツのようだ。先日【デメテル・ファミリア】から届けられた大量の野菜が猛威を振るっている。彼の派閥の野菜はとても甘いので、アイズは好きではあるが。

　食べきれるかな、と思いつつ、アイズは他ほかの者達に紛れてさり気なく配膳を手伝った。

　長方形の食卓に食器等とうを並べていく、が。

「うおっ、アイズさん、いつの間に！」

「ありがとうございます、でも大丈夫ですから！」

　感謝されると同時に、めっそうもない、と団員達から断られてしまう。まるで王宮に住まう姫君のような扱いでやんわりと遠ざけられた。

　派閥の幹部に雑事などやらせては面目がない、ということだろうが……ティオナ達ともまた異なった彼等との距離感に、ほんのり寂さびしさを感じないと言えば噓うそになる。

　しょぼん、とアイズの肩が心なし、しおれる。

『ティ、ティオネさん、朝食は俺おれ達が……』

『団長の朝ご飯は、わ・た・し・が作るのよ！　手出し無用よ、引っ込んでなさい！』

　ちらっと見える、厨房にこもり団員を押しのけ朝食作りに勤いそしむティオネの姿。みなと賑にぎやかに交流している──ようにアイズの目には見える──彼女に、ティオネはすごい、と思いつつ、優しく大食堂から追い出されてしまった。

「うっ……」

「？」

　手持ち無沙汰ぶさたになったアイズが当てもなく廊下を歩いていると、曲がり角から現れた狼人ウェアウルフのベートとばったりと出くわす。出会い頭にぎょっとした彼は、口端を軽く痙攣けいれんさせながら、無理矢理とわかる笑みを浮かべた。

「……よ、よお」

　どこかぎこちないベートの態度に、首を傾げようとしたが、すぐに原因に思い当たる。

　酒場『豊穣ほうじょうの女主人』であった、白兎しょうねんの一件だ。ベートの暴言に当時のアイズは確かに怒おこり、そしてその後あと地味に落ち込んでいたこともあって、碌ろくに口を利きいていなかったような気がする。

　ベートも酔っていたとわかっているので──好感度はやや減少しつつも──アイズはもうそこまで引きずっているわけではない。

　ので、おはようございます、と挨拶あいさつを返そうとしたが。

「おっはよーアイズ！」

「ぐおっ!?」

　どんっ、とベートを押しのけ、ティオナが正面からアイズに抱き着いてきた。

　軽く仰のけ反ぞり、きょとんとするアイズの体を笑顔で抱きしめるティオナは、背後を振り返り「べーっ」と舌を出す。ぐぎぎぎっ、と歯を食い縛るベートを他所よそに、彼女はアイズの手を引っ張ってその場を離れ出した。

「アイズー、あの狼男おおかみおとこと話してもいいことないから、あっち行こう？」

「おい、こらっ、聞こえてんぞド貧相女!?」

「ド貧相とか言うなぁああああああああ!!」

「あ、あの……」

「──朝っぱらからうるさいぞ！　廊下で騒ぐでない、お主等ぬしら！」

　その後、ドワーフのガレスに、アイズ達は食事の時間まで一頻ひとしきり注意されるのだった。
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「さぁ、団長。私の愛おてせいの料理です、たーんと食べてください」

　大食堂で朝食が始まる。

　湯気が立つスープやふわふわのオムレツに各々おのおの手を伸ばす中、上座にいる【ファミリア】団長、小人族パルゥムのフィンの前には、巨大魚を丸焼きにした野生味溢あふれる女戦士アマゾネス料理が置かれていた。

　その体の大きさと歪いびつで強固な鱗うろこから度々怪物モンスターと勘違いされる魚類、巨黒魚ドドバスだ。オラリオ南西に存在する汽水湖から取れ、都市にも多く出回っている。子供でありながら一Ｍメドルを超える魚の丸焼きに、小人族パルゥムの少年は黙って遠い目をした。

　ご機嫌なティオネに強引ごういんに食べさせられる彼のもとへ、気の毒そうな視線が集中砲火する。

「アイズ、今日は何かする予定あるの？」

「ん、と……」

　五十人以上の団員が一斉に食事をとる大食堂は話し声が絶えない。

　ざわめきに囲まれながら、アイズからもらったサンドイッチをひょいっとつまみ、ティオナが尋ねてくる。

「一昨日おととい、剣を壊しちゃったから、弁償しないといけなくて……」

「それって、フィリア祭で使っていたレイピアのことですか？」

　隣にいるレフィーヤにこくりと頷うなずくアイズ。

　昨日のゴブニュとの会話を──しばらくダンジョンにこもって必要資金を確保しようとしている意向を、若干じゃっかん羞恥しゅうちを覚えながらティオナ達に語った。

「じゃあ、あたしも行くよ！　アイズのことだから、一週間くらいダンジョンにこもるつもりなんでしょ？」

「でも、ティオナ……」

「大丈夫、大丈夫！　あたしだって作り直してもらった大双刃ウルガのお金、用意しないといけないし」

「わ、私もお邪魔でなければ、お手伝いさせてください！」

　ともに資金稼ぎしようとティオナが提案し、負けじとばかりにレフィーヤも協力を申し出る。自分の不始末にティオナ達を巻き込んでしまうのはアイズとしては心苦しい思いだったが、こう頼み込まれては断り切れない。

　何より、二人のその善意は、純粋に嬉うれしかった。

「……うん、じゃあ、お願いするね」

　眉まゆを下げて微笑むアイズに、ティオナとレフィーヤも笑い返した。

「ホームを結構空けそうだし、フィン達に言っておかないと駄目かな？」

「そうですね。次回の『遠征』はまだ先ですけど、しばらくダンジョンに滞在するなら、ロキか団長に申請しておいた方が」

　無断で行ったら余計な心配かけちゃいますし、とレフィーヤはティオナに答える。

　三人で大まかな滞在期間、探索日程の話し合いを進めている内に、周囲では席を立ち上がる者が出始めた。食事を済ませ、団員達が部屋を退出していく。

　ふとアイズは、そういえばロキがいない、と今になって気付く。いるだけで賑やかな主神が朝食の場に顔を出していないことを、彼女は疑問に思った。また二日酔いに陥おちいるほど酒盛りに耽ふけったという話は聞いていない。

「あんた達、さっきから何なに話してるのよ？」

「あ、ティオネさん」

「三人で一週間くらい、ダンジョンにお小遣こづかい稼ぎ行こうかなーって。ティオネも行く？」

　フィンとの食事を終わらせたティオネが、アイズ達のもとにやって来る。

　全すべて食べ切れないと固辞された巨黒魚ドドバスの丸焼きを──思い人の食べかけを──完食しょりした彼女は中々どうしてご満悦そうだったが、ティオナの口から武器費の資金集めの話を聞くと、あからさまに顔をしかめた。

「一週間？　いやよ、そんなに団長のお近くにいられないなんて」

　ぶれない実姉に、ティオナはぼそりと考えを口にする。

「どうせだからフィンも誘ってみよっかなー」

「しょうがないわねー、私も付いていってあげるわ。感謝しなさいよね」

　俄然がぜん乗り気になったティオネに、アイズは苦笑するレフィーヤと顔を見合わせた。




【ロキ・ファミリア】ホーム『黄昏たそがれの館』は、長邸とも呼ばれる別称が表すように、高層の塔が集まってできている。最も太く、巨大な中央塔を都合七基の尖塔せんとうが取り囲んでいた。

　高さや形がそれぞれ異なる尖塔は下部が繫がっており──円環型の中庭に囲まれる中央塔だけは独立している──上部では石造りの渡り廊下が他塔に伸びて、行き来できるようになっている。それぞれの塔は男性用三基、女性用四基と分かれており、書庫や大食堂といった共同施設は一纏ひとまとめではなくばらばらに配置されていた。言ってしまえば、相当の無秩序、混沌こんとんを極めている。

　そんな中で、フィンの私室、及び執務室は、真北の塔にあった。

「フィンー、入るよー？」

　二回ほどノックした後、ティオナが両開きの扉を開ける。彼女に続いてアイズとレフィーヤ、ティオネも入室した。

　フィンの私室にも繫がっている執務室──【ファミリア】の首領の部屋は、相応の広さがあった。内装は壁の一面を埋める本棚、色鮮やかな花冠を彷彿ほうふつさせる絨毯じゅうたん、縦長の大型時計ホールクロック。主に茶色を基調とし落ち着いた趣のある部屋の中でも、白い石造りの暖炉だんろはよく映えている。

　フィンは、室内の奥、その小柄な体格には不釣り合いなほどの大きな執務机についていた。

「何だ、お前達。ぞろぞろとやって来て」

「あ、リヴェリア様……いらっしゃったんですか？」

　書類の束たばに目を通しているフィンの隣にはリヴェリアの姿もあった。

　朝食を終えた後、派閥の総務を行うため二人で部屋にこもっていたらしい。団長の少年を補佐する【ファミリア】の副団長は、羊皮紙ようひしを片手にアイズ達に目を向ける。

「相談っていうか、ちょっとフィンと話したいことがあるんだけど」

「ンー、少し待ってもらっていいかな。そろそろ一区切りがつくから」

　ティオナの申し出にフィンは書類から顔を上げずに答えた。

　羽根ペンの動きを止めず、淀よどみなく署名サインらしき文字を書き付け、真隣に立つリヴェリアから新しい羊皮紙を受け取っていく。

　しばらく待たされる間、アイズは執務室を見回した。魔石らしき結晶が内蔵されている大型時計ホールクロックは振り子の音とともに九時半ばを示している。彼女はそこから本棚の向かい側、暖炉の頭上の壁にかけられた絵画風織物タペストリーに目を向けた。

　槍を始めとした多くの武器に囲まれる、鎧よろいを纏った女性。

　金糸や銀糸を多く用いたその壁掛けには、一柱の女神の絵柄が織られていた。

　小人族パルゥムの間で深く信仰されていた架空の女神、『フィアナ』だ。彼女は『古代』にまで遡さかのぼるとある騎士団が擬神化ぎじんかされた存在である。

　彼かの騎士団が小人族パルゥムの最初で最後の栄光──ということはアイズも知っている。同時に、本物の『神々』の降臨を境に彼女フィアナの信仰は一気に廃れ、小人族パルゥムは心の拠より所を失い、そして加速度的に落ちぶれていったことも。

　今日こんにちに至るまで、『神の恩恵ファルナ』を授さずかった他種族の多くの者が世界中で続々とその武勇伝を轟とどろかす中、小人族パルゥムの名聞めいぶんは圧倒的に少ない。フィンは、一族パルゥム再興のためにオラリオに訪れたという話をアイズは聞いたことがある。

　自分は『俗物』であると言ってはばからない彼は、ただ名声を求めて、ロキと契りを交わし世界の中心とも呼ばれるこの迷宮都市にやって来たのだと。

　絵画風織物タペストリーを堂々と飾っているところから、フィンはフィアナ信仰を捨ててはいないのだろう。派閥の一いち首領に己おのれ以外の信仰を認めてしまう辺り、主神ロキは相当虚心坦懐おおらかというか、敬いの類に無頓着むとんちゃくであることが窺うかがえる。むしろ崇拝の感情など欠片かけらも求められていないことはアイズも理解しているが。

　もしくは、フィンであるからこそロキも許しているのかもしれない。

　部屋の正面奥、執務机につく少年の背後の壁にかけられる、滑稽こっけいな笑みを浮かべた道化師トリックスター──エンブレムの旗を眺めながら、アイズはそんなことを思った。

「よし、待たせたね。それでなんだい、話したいことって？」

「実はですね、ティオナ達がしばらく探索に出かけたいそうなんですけど、もし団長も良かったらと……」

　仕事を一区切りさせたフィンに、ティオネがずいと前に出て説明する。

　迷宮滞在の許可と同伴を尋ねられると、彼は「ああ、いいよ」とあっさりと了承した。

「僕もそろそろダンジョンにもぐろうと思っていたからね。たまには気ままに、じっくりと探索をしておきたいし」

　派閥の首領として『遠征』では常に団員達を統率する身であるが故に、私的プライベートな迷宮探索も時には楽しみたいとフィンは笑う。「じゃフィンも決まりねー」とティオナがにこやかに言い、また自動的にティオネも参加が決定した。

「せっかくだし、リヴェリアもどうだい？　最近は雑務に追われていただろう？」

「……そうだな、私も行かせてもらおう。私達が留守の間は、悪いがガレスに任せるか」

　リヴェリアもフィンの言葉に乗り、これでアイズ達を入れて六人。

　レフィーヤを除いて五名もの隊員が第一級冒険者と、豪華なパーティができあがった。

「あ、このことベートには内緒ね！　聞いたら絶対付いてくるし、付いてきたらうるさいし」

　朝のことを根に持っているのか、ティオナは意地の悪い笑みで釘くぎを刺す。

　フィン達は苦笑を浮かべつつ、いっぺんに派閥の主力が出払うのも考えものなので、異議は挟まなかった。

「それじゃあ、各自準備を行って、正午にバベルに集合と行こうか」

『おー！』

　片腕を突き上げるティオナとティオネを真似まねて、アイズも恥ずかしがるレフィーヤとともに控えめに右手を伸ばす。

　リヴェリアが場に委ゆだねるように両目を瞑つむる中、一同はフィンの提案に賛同するのだった。
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　数え切れない冒険者が行き交かう北西のメインストリート、『冒険者通り』。

　青い朝空からそそぐ陽光が種々様々な鎧の上で照り輝く中、亜人デミ・ヒューマン達は慌ただしく迷宮探索の準備に追われている。鎧戸と重い扉を一杯に開放する大通りの商店はさぁさぁと彼等かれらを手招いているかのようだった。薄暗い路地裏にひそむ露天商は怪しい薬を片手に笑みを張り付け、駆け出しの少女を呼び止める。急ぐ者達の肩と肩がぶつかり合い、怒声や罵声ばせいもまた絶えない。

　今日もダンジョンへもぐろうとする冒険者達を前に、通りは賑わいに満ちていた。

「アミッド、高等回復薬ハイ・ポーションちょうだい！　一番効き目のいいやつ、沢山！」

「私もティオナと同じものを……五つ。あと、精神力回復薬マジック・ポーションも」

「かしこまりました」

　光玉と薬草のエンブレムが飾かざられた清潔な白一色の建物内。

　周囲に存在するカウンターの一つでティオナとアイズの注文に応えるのは、白銀の長髪を揺らす少女、アミッドだ。彼女は背後の棚にずらりと並べられた色とりどりの瓶ボトルを集め、カウンターの上に置いていく。群青ぐんじょう色、柑橘かんきつ色に染まった数々の回復薬ポーションが、アイズとティオナの顔を溶液の中に反射させた。

「本日から、ダンジョンへ長期の探索に行かれる予定ですか？」

「うん、ティオネとレフィーヤと……あと、フィンとリヴェリアも一緒」

「アミッド、何か欲しいものある？　30階層までは絶対行くだろうし、教えてくれればあたし達、取ってくるよ！」

「よろしいのですか？　それでは……白樹の葉ホワイト・リーフを数枚、採取して頂けますか？」

【ディアンケヒト・ファミリア】の治療院で、ティオナとアイズは道具アイテムを調達する。ティオネ達にもお使いを頼まれている彼女達は、羊皮紙の覚書メモに目を通しながら、回復薬ポーションの他にも多くの品物を注文していく。

　補給が困難であるダンジョンに長期間滞在するというのなら、武器や道具アイテム、物資は必要以上に揃えておかなくてはならない。多少荷物はかさばろうとも、予想外の事態を見越しておくことが冒険者の心構えというものだ。

　懇意こんいにしているアミッドの頼みも快諾かいだくしながら、アイズとティオナは道具アイテムを山ほど買い込んでいった。




「レノア、邪魔するぞ」

「ああ、リヴェリア、来たか。……おや、小娘も一緒かい」

「ご、ご無沙汰ぶさたしています」

　北西のメインストリートを曲がった路地裏の奥深く。地下への階段を下り、傷いたんだ木の扉を開けた先にその怪しげな店はあった。

　室内は広く、薄暗い。天井にぶら下がったまるで火の玉のような魔石灯が、作り付けの棚に置かれた蛇へびや蜥蜴とかげ、蠍さそりなどといった不気味な生き物の瓶詰びんづめを照らし出している。店の奥では何か煮詰めているのか、大きな黒い鍋から赤い湯気ゆげが立ち上っていた。レフィーヤが未だ慣れないとばかりにきょろきょろと落ち着きなく店内を見回す中、カウンターの奥にいる老婆はリヴェリアに杖を差し出す。

「魔宝石まほうせきの交換は終わったか？」

「不備はないよ、要望通り最上質とくせいのやつを取り付けた。全く、『遠征』だか何だか知らないが、四つの魔宝石まほうせきも駄目にして……」

　黒いローブに長い白髪、そして鉤鼻かぎばなの店主は、小言を並べながらもその皺しわだらけの口に笑えみを浮かべている。彼女から整備に出していた白銀の長杖を受け取るリヴェリアは、両手で持ちながらじっくりと見下ろした。女神も嫉妬しっとする王族ハイエルフの美貌を、杖に九つ備わった宝石が輝きを放ちながら見上げ返す。

　打撃用の種類ものならいざ知らず、魔導士専用の杖は、一般的に武器屋では取り扱っていない。『魔力』を高め『魔法』の威力を変動させる魔導士の杖は、刀剣を始めとした白兵戦の武装とは勝手が異なり、作製側も魔法に精通していなければならず作り手が非常に少ないのである。魔法関係の品を扱う者達は魔術師メイジと呼ばれており、言うならば杖の鍛冶師スミスだ。

　魔術師メイジが手がける杖は、エルフの森に多くが存在する聖木や、特殊な金属・鉱石を材料にすることで魔導士の能力を上昇させる。中でも自然界には存在せず、彼等しか作り出すことのできない色彩様々な魔宝石まほうせきは魔法効果を大幅に向上させることができる。この宝石がある杖とない杖では性能が雲泥うんでいの差だ。レフィーヤが今いま持っている己の杖も、先端の中心には青白く光る魔宝石まほうせきが据すえられている。

　奇怪な品物が置かれている店内には、魔導士の琴線きんせんに触れる短杖や木の杖が多数並べられていた。他に何かめぼしい道具アイテムはないかと見て回る中、レフィーヤはカウンターの奥に置かれた本の存在に気付く。

「えっ……あ、あれって、魔導書グリモアですか!?」

「ああ、気付いたかぁ。その通りだよ」

　驚愕きょうがくするレフィーヤに店主は頷うなずいた。表紙に複雑な文様が刻きざみ込まれた分厚い一冊の本は、『魔法』を強制的に発現させる『奇跡』の詰まった貴重書だ。この本を作り出すことができる者は、もはや世界に数えるほどしかいない。

「まさかレノア、お前が作ったのか？」

「いひひっ、まさかぁ。あたしはそんな大それた魔術師メイジじゃあない。魔法大国アルテナに知人がいてね、よしみで一冊分けてもらったのさ」

　リヴェリアの問いに、店の主は胡散うさん臭い口調で答えを返す。

　位の高い魔導書グリモアになると、単純に『魔法』を発現させるだけでなく、一定確率でスロット数を拡張することができる。上限である三つの魔法スロットを越えることはできないが、スロットが一つの者は二つ、二つの者は三つと、素質として個々人が定められた使用魔法の数を増やすことが可能なのだ。魔導書グリモアが一級品装備以上の価値で取り引きされる理由である。

　今は競売中であるのか、件の魔導書グリモアは何度も値札が上書きされ、現段階でも値が凄すさまじい数字になっていた。

「まぁ、魔法を四つ以上扱っちまうお前達には、無用の長物だろうけどねえ」

　己の出自も、所属派閥も決して明かさない魔女を彷彿とさせる店の主あるじは、レフィーヤと、そしてリヴェリアを見て、大きな皺と一緒に口を吊り上げる。

「お前達、魔法大国アルテナの連中に目の敵かたきにされているよ」

「わ、私もですか!?　リヴェリア様だけではなくて!?」

「小娘の方が千サウザンドだとか何とかよっぽど大層な二つ名を付けられているじゃないか。いひひっ、夜道よみちには気をつけな」

「余計な脅し文句は止せ、レノア。レフィーヤも真に受け取るな。もう行くぞ」

「釣れないねえ、リヴェリア……ふふっ、毎度あり」

　ごくりと喉を転がすレフィーヤを引き連れ、怪しげに笑う店主に見送られながら、リヴェリアは店を後にした。




　白大理石で造られたギルド本部ロビー。

　メインストリートに面する大神殿は外の通りと負けず劣らず冒険者で溢れ返っている中、フィンとティオネは巨大掲示板のもとへ移動する。

「たまには普通の冒険者依頼クエストも受けていこう。せっかくだし、気ままに冒険者をしようじゃないか。お金も必要なんだろう？」

「はい。アイズとティオナがそれぞれ武器代の返済をしなくてはいけないらしくて。アイズも相当ですけど、あの実妹バカは考えもなしに超硬金属アダマンタイト製の武器を作らせて……借金がすごいことになっているみたいです」

「となると、報酬も高くて、かつ数もこなせる単純な依頼……やっぱりモンスター討伐系の冒険者依頼クエストかな」

　ダンジョン探索がてら、都合の良さそうな冒険者依頼クエストがあったらこなしてしまおうと、ギルドの掲示板を見て回るフィンとティオネ。埋めつくされるほど羊皮紙が貼り出された掲示板には、特定のモンスターの『ドロップアイテム』の収集や隊商キャラバンの護衛など、ダンジョンに関係ないものも含めて数多い依頼が寄せられている。

「おや、これは面白そうだ」

「どれですか？」

「迷宮に響く歌……下層域で聞こえてきた歌の正体を突き止めてほしい……へぇ、モンスターの鳴き声とは違って、聞き惚れてしまうほど美しい歌声か。歌の主は人なのかモンスターなのか、それともダンジョンそのものか……依頼人クライアントは気になって夜も眠れないらしい」

「いけません、団長。あからさまに面倒な依頼じゃないですか。報酬もしょぼいですし、そんなことやってる暇はないですよ」

「浪漫ろまんがないなぁ」

　諌いさめてくるティオネに、フィンは肩をすくめる。胸を疼うずかせる探求心こそが冒険者の醍醐味だいごみじゃないか、と小人族パルゥムの少年は歳相応としそうおうのように笑った。

　それから彼等は数枚の依頼書を掲示板から剝はがし、ギルドの窓口に提出する。受託の重複を防ぐための手続きを通すことで、提出した冒険者依頼クエストはフィン達のものとなった。こうして依頼を正式に受託した後日、この窓口で証拠品──あるいは収拾品──と契約書を出すことで、ギルドが依頼人クライアントから預かっている報酬を受け取ることができる。

　また、ギルドを介して発注される公式の依頼は、達成すればするほどその功績が認められ、【ファミリア】の等級ランク上昇にも繫がる。それぞれに難易度が設定されている冒険者依頼クエストをこなすことで、冒険者を保有する派閥はギルドに評価されるのだ。

　フィンとティオネは手続きを行なった受付嬢に礼を告げ、仲間達が集まるバベルへと向かった。




「あっ、フィンとティオネ、来た」

「僕達が最後だったか。待たせてすまない」

　広大な中央広場セントラルパーク、その中心地にそびえる摩天楼施設バベルから数十Ｍメドル離れた広葉樹の一角。

　木陰にいたアイズ達は、長槍ちょうそうを肩にかつぐフィンと同じくバックパックを片方の肩に背負うティオネを認める。寄りかかっていた広葉樹を蹴り、ティオナはうきうきとしながら自身の巨大な得物を手に取った。

　レフィーヤとリヴェリアも杖を持ち、アイズは腰に佩はいた《デスペレート》の感触を確かめる。

「準備は万端のようだね。じゃあ、そろそろ行こうか」

「ああ。この顔ぶれでダンジョンにもぐるのも、久々だな」

「えへへ～、あたし行く前からわくわくしてるもんね～」

「ちょっとは自重しなさいよ、あんた？」

　フィンとリヴェリアの声に続き、能天気なティオナへ呆れ顔のティオネが注意を促うながす。

　そんな彼女達を見てくすりと笑みを漏らすレフィーヤが、アイズの方に振り向いてきた。

「私もお役に立てるよう、精一杯頑張ります」

「うん、ありがとう、レフィーヤ……頑張ろうね」

　ほのかに笑い返すアイズは、それからみなと同じように頭上を仰あおいだ。

　天を衝つくように、抜けるような蒼穹そうきゅうへと伸びる摩天楼。美しく荘厳そうごんな白亜の巨塔を見上げていると、やがて東の方角から正午を告げる大鐘が鳴り渡る。

　澄すんだ都市の鐘の音に押されるように、アイズ達は、巨塔の門前へと歩み出していった。
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「……」

　黄昏の館の中央塔、その最上階。

　酒瓶や物珍しい道具アイテムで溢れ返っている自室で、ロキは一人、黙って情報紙を読み耽っていた。

　商人や一部の【ファミリア】が販売している数枚重ねの羊皮紙の巻物は、共通語コイネーでびっしり書かれた記事がいくつも載っている。中には精緻せいちな挿画がついているものもあり、大胆で目立つ表題タイトルや機知ウィットに富んだ文面など、客の購買意欲をそそるよう趣向が凝らされていた。

　面白おもしろおかしく綴つづられる噂話ゴシップが半分を埋める情報紙の中で、ロキはモンスターが街頭で暴れ回る挿画付きの記述──先日の怪物祭モンスターフィリアに関しての文面を目で追っていった。

「ん～……やっぱどこも似たり寄ったりのことしか書いとらんかぁ」

　椅子いすに腰かけるロキは、ぽいっと情報紙をテーブルに放る。卓上には今しがた読んでいたもの以外にも数部の巻物が広げられていた。そしてそのほとんどが、挿絵を併用した大々的な記事で怪物祭モンスターフィリアの事故を取り扱っている。

【ガネーシャ・ファミリア】の不手際、都市外の密偵による襲撃、あるいは気まぐれな神による愉快犯……祭りの途中で脱走し都市を騒がせたモンスターの一件に、紙面では様々な憶測が飛び交っているものの、ロキの求めるような情報──食人花のモンスターについて──が載っている記事は一つもない。

　ふぅむ、と頭の後ろで両手を組みテーブルを見下ろしていたロキは、何かを考えるように視線を天井てんじょうに向けた後、やおら立ち上がった。

　部屋を出て螺旋らせん階段を下りていく。空中回廊わたりろうかを経て塔の一つに足を運んだ。

　通りかかる部屋の前で誰かいないか見て回りつつ、ぶらぶらとするように歩きながら、やがて団員達がよく集まる応接間に辿たどり着いた。

「おろ、ベートだけか？　アイズたん達は？」

「……ダンジョンだとよ。フィン達も巻き込んで、しばらく帰ってこねーらしいぞ」

　談話室としてもよく使われる廊下に面した部屋には、ベートが一人でソファーの上に寝転がっていた。彼はロキを一瞥いちべつした後、寝たままぶっきらぼうに答える。

「なんや、取り残されたん？」

「ちげぇーよ！」

　上体を起こし、声を荒らげるベート。馬鹿ばかを言うなとばかりに半眼を作り上げ、持ち上がった尻尾しっぽでばちん！　とソファーを叩く。ともすれば図星を指されたようにも見える彼の姿に、ロキはまぁまぁと言って宥なだめた。

　それから今日の予定を尋ねると、「……何もねぇよ」と沈黙を挟んでそっぽを向かれる。

「……なぁベート、悪いんやけど、今日一日うちに付き合ってくれんか？」

「あぁ？」

　なにすんだ、と怪訝けげんそうな表情を浮かべるベートに、ロキは答えた。

「ちょっと、調べもんをしたいんや」
















　アイズ達は予定通り、正午頃ごろバベルを発った。

　ダンジョンに入ると早速とばかりに『ゴブリン』や『コボルト』が現れ、そしてすぐに追い払われる。道すがら前衛に配置されたティオナとアイズがばったばったと敵を倒していくと、その瞬殺振りに敵わないと悟さとってか、彼女達の前に立ち塞ふさがるモンスターは激減していった。周囲の冒険者どうぎょうしゃも関わるまいと言うように姿を消す。

　アイズ達はあっという間に『上層』を越え、『中層』の17階層半ばまで足を進めた。

「あー、やっぱり大双刃これがあると落ち着くなー」

「ティオナさん、作り直してもらっていた武器、完成したんですか？」

「うん、《ウルガ》二代目！　できたてほやほやだよ～！」

　レフィーヤの問いにティオナは、片手で持った大双刃《ウルガ》を軽々と回しながら答える。探索出発前に【ゴブニュ・ファミリア】から受け取ってきた超大型の専用装備オーダーメイドに、彼女は機嫌の良さを滲にじませた。

　以前のものと比べ若干じゃっかん剣身の厚みが増し、一方で鋭さも増しているだろうか。アイズの《デスペレート》以上の費用をかけられて作られている上級鍛冶師ハイ・スミス達の力作をもって、ティオナは無謀にも飛び出してくる虎のモンスター『ライガーファング』を一撃で叩たたき斬る。

「【ゴブニュ・ファミリア】の苦労が目に浮かぶわね……」

　嘆息たんそくしながらティオネがモンスターの死骸から『魔石』を摘出する。

　サポーターを兼任するレフィーヤとともに、彼女は筒型のバックパックを背負い戦利品を収集していた。フィンやリヴェリアがゆるりと傍観する中、アイズの屠ほふったライガーファングからも紫紺しこんの結晶とドロップアイテム『ライガーファングの毛皮』が採取される。

　代剣の弁償費のためにも戦闘は積極的にこなしていかなくてはならないが、本番はここより更に下部の階層である『下層』、そして『深層』からだ。

　基本、ダンジョンは下に行けば行くほどモンスターの力が強くなる。伴って収得できる『魔石』の純度しつは高まり、『ドロップアイテム』も稀少きしょうな品として高価格で換金できる。アイズ達第一級冒険者ほどの実力があれば、この中層にとどまるより、下層、深層で探索を行った方が遥かに資金集めの効率はいい。

　目標金額四〇〇〇万の道のりは遠い。アイズはこっそりむんと気合いを入れながら、まずは下層域を目指すべくパーティの先陣を切っていった。

「階層主ゴライアスいないけど、誰だれか倒しちゃったの？」

「ンー、街リヴィラの冒険者が総出で片付けたみたいだよ。交通が滞るからって」

　大人数のパーティでも通行が可能な洞窟状の巨大通路を経て、アイズ達は17階層最奥にある大広間に到着する。会話をするティオナとフィンの視線の先、冒険者の行く手を阻む『迷宮の孤王モンスターレックス』の姿はなく、代わりに『ミノタウロス』を始めとしたモンスター達が広大な空間にのさばっていた。

　間まの主あるじがいない広間をアイズ達は真まっ直すぐ縦断した。襲いかかってくるモンスター達をティオネとフィンも加わって軒並み倒していく中、白兵戦が苦手であるレフィーヤもリヴェリアの指導のもと、苦戦しながらも杖術じょうじゅつで撃退していく。

　ややあって大広間の奥の壁に空いた洞窟──次層の連絡路へと進んだ。

「ん～、ようやく休憩～」

　傾斜を描く洞窟を抜け、ティオナが一段落とばかりに伸びをする。18階層に降り立ったアイズ達を迎えたのは、頭上よりそそぐ暖かな光、そして木々が疎まばらに生えた森の入り口だった。

　モンスターが溢あふれる地下迷宮に相応ふさわしくないほどの穏やかな光と清浄な空気。まるで地上に舞い戻ったような錯覚を催すこの階層は、アイズ達が以前の『遠征』の際に利用した50階層と同じ、ダンジョンに数層存在する安全階層セーフティポイントだ。

「いつ来ても綺麗きれいですね、この階層は」

「うん、そうだね……」

　森を始めとした自然を好むエルフの性か、頰ほおを緩ませるレフィーヤにアイズは頷うなずく。

　森林の中を進む彼女達の目には、苔こけを纏まとう立派な大樹やせせらぎを奏でる清冽せいれつな小川が映っていた。

「今は……どうやら『昼』のようだな」

　手で傘を作り、リヴェリアが頭上を見上げる。
















　森の中で大きな日溜だまりを作るほど枝葉の屋根が薄れているその先、階層の天井てんじょうには、無数の水晶が隙間すきまなくびっしりと生え渡っていた。

　中心には太陽のように輝くいくつもの白水晶の塊、そしてその周囲には優しく発光する青水晶の群れ。咲いた菊マムの大輪を連想させる水晶がそれぞれ光を放つことで、18階層には地下でありながら『空』が存在している。多くの冒険者達の目を奪ってきた、ダンジョンの神秘だ。

　形作られたこの地下の『空』は時の経過によって水晶の光量が落ちていき、『朝』『昼』『夜』の時間帯を作り上げる。また時間帯の変化は一定ではなく、地上とは少しずつずれが生じ、時差は大きくなったり小さくなったりと変動していた。

　発光する美しい水晶は18階層の名物と言っていい。天井だけではなくこの階層の至るところに生えており、アイズ達が今いま進んでいる森も、地面の割れ目から生え出た青水晶によって藍色あいいろに彩いろどられている。

「ねぇねぇ、どうする？　このまま19階層に行っちゃう？」

「街リヴィラに立ち寄る方が先よ。来るまでに集めたこのドロップアイテムを売り払っておかないと、どうせすぐに荷物が一杯になるわ」

　アマゾネスの姉妹が会話を交わす中、一行は現在地である南の森から階層の西部──ダンジョン内に存在する『街』へと進路を取った。




　18階層はダンジョンの中でも冒険者が初めて訪れる安全階層セーフティポイントであり、とりわけこの階層は、別名『迷宮の楽園アンダーリゾート』とも呼ばれるほどの美しい地形が広がっている。

　南端に存在する連絡路の洞窟から森を越えて北上すると、まず現れるのは水晶が散在する大草原だ。

　階層の中央地帯に広がる青々しい原野は、晴れ渡る地下の蒼穹そうきゅうと相まって壮観と言っていい。草原の中心には中央樹ちゅうおうじゅと呼ばれる巨大樹がそびえており、樹の根もとに空いた樹洞じゅどうから19階層へ向かうことができる。

　北には雄大な湿地帯、南から東にかけて広がるのは緑の森林、そして西には紺碧こんぺき色の湖畔とそこに浮かぶ大島。都市オラリオの半分が収まりそうなほど圧倒的に広大な階層内には、幻想的な水晶と神秘的な空に包まれる大自然が息づいていた。この風光明媚ふうこうめいびな景色──地上では巡り会うことができない地下の楽園を一目見たいがために、とある富豪は冒険者に護衛クエストを依頼しわざわざ観光に訪れたほどだ。

　円形状の階層は岩の絶壁に囲まれており、ともすれば巨大な箱庭のようにも感じられる。大木をかけ渡して作られた湖畔の橋を進み、島に入ったアイズ達は、高所から階層の景観を眺めながら目的地を目指した。

「あー、この街に来るのも久々のような気がするなー」

　ティオナの言葉が向かう真正面、大陸の片隅を切り取ったかのような高く巨大な島の頂上付近に、その『街』は築かれていた。

　木の柱と旗で作られたアーチ門が記す名は『リヴィラの街』。

　中層域に到達可能な限られた上級冒険者達が経営する、ダンジョンの宿場街である。

　この街の起こりは、もとを辿たどれば、より能率的に未到達階層を開拓するためダンジョンに大規模な中継拠点を設けようとした、過去のギルドの計画によるものだ。他階層から進出してくる断続的なモンスターの侵攻に加え、多くの人員や防衛費──雇った第三級以上の冒険者への報酬──など莫大な費用コストという点から蹉跌さてつを来たしたその計画を、冒険者達は勝手に引き継ぎ、この『リヴィラの街』を築き上げたのである。

「あの、前々から気になっていたんですけど……門ここに書かれている三百三十四っていう数字って、もしかして……」

「ああ、『リヴィラの街』が再築されてきた数だ。今は三百三十四の代……つまり過去に三百三十三回壊滅してきたことになる」

「さ、三百三十三回……」

　リヴェリアの返答に、アーチ門を見上げるレフィーヤは呆然ぼうぜんとする。

　モンスターが産まれない安全階層セーフティポイントとはいえ、ここはダンジョンだ、突発的な異常事態イレギュラーがいつ何時なんどき起こるとも知れない──事実異常事態イレギュラーが発生する度『リヴィラの街』は崩壊してきた──。

　そんな中、冒険者達は危機を悟ればこの街をあっさりと放棄し、地上へと帰還する。

　そして全てが打ち壊された後、再びこの階層に舞い戻り、街を作り直すのだ。

　多大な投資をした補給基地を死守・維持しなければならなかったギルドとの違いはそこにあった。意地汚い冒険者のしぶとさを象徴するようなこの街を、侮蔑ぶべつと呆あきれ混じりの賞賛を込めて、『世界で最も美しいならず者達の街ローグ・タウン』と呼ぶ者もいる。

「突っ立ってないで、早く入りましょう？　一休みもしたいし」

　ティオネの呼びかけからアイズ達は街へと足を踏み入れる。

　湖に面した島の東部、そして高さ二〇〇Ｍメドルはある断崖の上に存在する街は、水晶と石の地形も利用して造られた街壁によって取り囲まれている。少々無造作に置かれた岩々の塊はモンスターの襲撃にも耐えられるほどの厚みと高さを持っていた。

　アーチ門をくぐったアイズ達の目に飛び込んでくるのは、天幕や木の小屋、あるいは出店風の多くの商店だ。断崖の斜面に折り重なるように設けられた店々は街の再築が容易な低費用ローコストのものばかりで、建物と呼べるほどの建造物はほとんどない。

　集落を思わせる簡素な街の造りは、しかし辺りから生える白水晶や青水晶の柱の輝きに彩られ華やかなものになっている。更に間近にある紺碧色の湖や階層の絶景をどこからでも見渡せることもあって、街並み自体は非常に美しい。

　天然の洞窟を活用した酒場の前を通り過ぎる傍かたわら、レフィーヤが今後の予定を確認するように口を開く。

「買取り所で魔石やドロップアイテムを引き取ってもらって、それから……」

「宿はどうするの？　またいつもみたいに、森の方でキャンプ？」

「ンー、今回くらいは街の宿を使おうか。野営の装備も持ってきていないしね」

「でも、団長……一週間も寝泊りすれば結構な金額になると思いますよ？　ここはリヴィラなんですから……」

　街には武器屋や道具屋以外にも、魔石等を換金する買取り所も存在する。言わずもがな客層を冒険者に限定している街の店々は、同時に、物価が恐ろしく高い。

　携行食一式や中古の片手剣にゼロが四つ以上並ぶ値札の光景は、いっそ詐欺かと喚わめきたくなるほどだ。地上の数倍以上もの値段で取り引きされる品々は、ダンジョン内で補給もままならない冒険者の事情を見越してのものである。冒険者どうぎょうしゃが経営するだけあって、美しい外観とは裏腹に街の実態は暴慢したたかだった。

　無論、宿屋も例外ではない。

「ティオネ、けち臭ーい。いーじゃん、たまにはさー」

「けち臭い言うな!!　あんたはずぼら過ぎんのよ！」

　ティオナとティオネのやり取りに、笑みを漏もらしたフィンが提案する。

「いいよ、宿代は僕が全部出そう。アイズ達はお金を貯めなきゃいけないみたいだしね」

「……ごめん、フィン」

　請求される宿泊費の高さから、大人数での『遠征』の際は『リヴィラの街』を素通りするアイズ達だったが、団長の太っ腹な一言で宿の利用が決まる。

　恐縮そうに謝るアイズに、「こんな時くらいしかお金を使う機会がないから、大丈夫だよ」とフィンは笑いかけた。

「……」

「リヴェリア……？」

　フィンに礼を告げたアイズは、ふと、一人黙っているリヴェリアの様子に気付く。

　彼女は水晶の白と青が散見する美しい街並みを見回しながら、その唇を開いた。

「街の雰囲気が、少々おかしいな」

「そういえば、いつもより人が少ないような……」

　リヴェリアの言葉に、レフィーヤも周囲を見やる。

　アイズ達とすれ違う冒険者は片手で数えるほどしかいなかった。入り口付近では気にならなかった人気ひとけの少なさも、街の中ほどにある広場に差しかかると、流石さすがに違和感をもたらすようになる。

　モンスターが産まれない安全地帯、更に地下迷宮に存在する唯一の街ということもあって、19階層以下を探索する冒険者達の中でリヴィラを拠点にする者は数多い。酒を始めとした高価な嗜好品しこうひんや、地上に一々戻らずとも戦利品を処理できる買取り所の存在は、なんだかんだと言われながらダンジョンに長期滞在する者達に重宝されているのだ。

　常に賑やか、とまではいかずとも雑踏とざわめきが絶えないダンジョンの街は、今は閑散と言っていいほど静まっていた。

　錆さびた剣と槍の柄えで作られた欄干てすりに囲まれる、崖際に設けられた眺めのいい広場で、アイズはティオナやティオネ、レフィーヤと顔を見合わせる。

「えーと……どうする？」

「ひとまず、どこかお店に入ろうか。情報収集も兼ねて、街の住人と接触してみよう」

　ティオナの言葉にフィンが答えた。長槍ちょうそうを携える彼に率いられながら、アイズ達は広場から移動する。

　よく見れば商品を放ったらかして空けられている店も少なくない中、天幕でできたとある買取り所に店主の姿を発見し、足を運んだ。

「今は大丈夫かい？」

「ん？　おお、【ロキ・ファミリア】じゃないか。客かい？」

　暇そうにしていたアマゾネスの店主に、ああ、とフィンは答える。小さな天幕は長台カウンターで内と外に仕切られており、店主のいる内側には象牙ぞうげのようなモンスターの牙きばの束たばや、光り輝く宝石で一杯になっている大型の瓶ボトルなど、冒険者から買い取った品々で溢れていた。

　ティオネとレフィーヤが所持していた魔石とドロップアイテムを手渡していくのを脇目に、フィンは世間話をするように尋ねる。

「街の様子がいつもと違うようだけど、何かあったのかい？」

「……あぁ、あんた達、今いま街に入ったばかりなのか」

　魔石を鑑定しながらちらりとアイズ達を見やった女店主は、辟易へきえきしたように話した。

「殺しだよ。街の中で、冒険者の死体が出てきたらしい」

　フィンを含め、アイズ達は目を見張り、驚きをあらわにする。

　続きを促すまでもなく、彼女は顔をしかめながら語った。

「ちょっと前に見つかったらしくてね。狭い街さ、あっという間に話が広まって、ほとんどのやつ等が野次馬に行っちまってるよ。この街で殺し沙汰なんて、酔った馬鹿ばか二人が喧嘩けんかでくたばって以来、しばらくなかったんだけどねぇ」

　編み込んだ髪をピンと弾はじきながら、アマゾネスの店主は吐息をつく。

　踊り子のような衣装を身に付けている彼女に、フィンは質問を重ねた。

「何者かの手で殺されたのは、確かなのかい？」

「さぁね。あたしも他ほかのやつ等が騒いでいるのを耳にしただけだから、詳しくは知らないよ」

「その死体はどこで見つかったのか、わかるか？」

「ここから上の方にある、ヴィリーの宿さ。人が溜まっているだろうし、行ってみればすぐにわかるんじゃないかい？」

　リヴェリアへの返答を最後に、店主は黙々と鑑定を進め、魔石とドロップアイテムの買値を提示した。情報料込みとばかりの、破格の安値だ。

　文句は言わず、アイズ達は戦利品を全て売り払い、天幕を出る。

「……どうしますか、団長？」

「街ここで宿を取る以上、無関心でも無関係でもいられないだろう。行ってみよう」

　ティオネにそう返しながらフィンは歩み出した。聞いた情報の通り、崖の縁に多くの店がひしめいている現在地から、街の上方に向かう。

　島の頂上付近は湖側に向かって勾配があり、『リヴィラの街』には斜面や段差が多い。無数の水晶と草木に囲まれながら、アイズ達は街の住人が造った丸太の階段を上っていく。

　やがて街の中心地を過ぎた辺りで、姿をくらましていた冒険者達を発見した。

　大して広くもない路地に密集する人集ひとだかりは、とある洞窟の入り口前にできあがっている。今は傾いている壁にかけられた看板は、共通語コイネーで『ヴィリーの宿』と書かれていた。

　話に聞いた宿屋はここで間違いなさそうである。

「うわ～、ちょっとこれ、進めなさそう……」

「宿の中はっ、入れないんでしょうか？」

　多くの亜人デミ・ヒューマンが形成する人立ちはとてもではないが割って進めそうもない。そこら中からざわめきが聞こえてくる中、ティオナとレフィーヤが首を伸ばしていると、フィンが動く。

「ちょっと僕が見てくるよ。リヴェリア達はここにいてくれ」

　小柄な小人族パルゥムの体格を活かし、彼は人集りの足もとを縫ってするすると奥へ入っていった。おおー、とアイズやティオナが感心する横で、一人取り乱すのはティオネである。

「団長っ、待ってください!?　──ちょっとあんた達、どきなさいよ！」

「ひっ、【ロキ・ファミリア】……!?」

　ティオネの形相ぎょうそうと叫びを浴びせられた冒険者達が一斉に左右に割れる。

　怯おびえながら道を開ける彼等にどうにも気まずいものを覚えつつ、アイズ達は逸はやるティオネを先頭に人込みを進んだ。洞窟の入り口には見張りらしき冒険者が数人立っていたが、フィンに丸め込まれたのか、あっさりとアイズ達を宿の中に通す。

　天然の洞窟を宿屋にしている『ヴィリーの宿』は、アイズ達が五人横に並んでも優に移動できる広い通路が、曲がりくねった状態で奥へと続いていた。頭上も高く、洞窟特有の閉塞感はそこまでない。

　入り口をくぐって間近には受付場所らしき長台カウンターが置かれており、周囲の壁には少々奮発したような燭台しょくだい型の魔石灯が数本設置されていた。鑑賞用の絵画のように三振りの短剣も等間隔に飾られてある。足もとに敷かれている毛皮の絨毯じゅうたんは、モンスターのドロップアイテムだろうか。

　この広い玄関エントランスだけでも、『ヴィリーの宿』は『リヴィラの街』の中でも上等な宿屋であることが窺うかがえた。剝むき出しの石壁と壁の割れ目から生える青水晶に囲まれながら、アイズ達は先に進んでいたフィンと合流し、宿屋の奥へと向かう。

　通路の左右にはいくつもの縦長の穴があり、帳とばり──臙脂えんじ色模様の布帛ふはくがそれぞれ垂れ下がっている。中を窺ってみると寝台ベッドが置かれた空間があり、どうやらこの帳が客室の扉代わりのようだ。アイズ達は三名ほどの冒険者が入り口前に待機している部屋を見つけ、うろたえる彼等に頼み込み、中へ踏み入らせてもらった。

「……っ！」

　部屋に入ったアイズは一瞬、言葉を失う。

　洞窟の一番奥まった場所にある部屋は、真まっ赤かに染まっていた。そして惨憺さんたんたる姿で床に横たわるのは、頭部を失った男の死体だ。

　下半身のみ衣服を纏った、鍛えられ筋張った褐色の肉体。無造作に投げ出された手足は男の苦悶くもんを物語っているかのようだった。頭は踏み潰つぶされたのか、首から上は弾けた果実のように成り果て生前の容貌は知るよしもない。大量の血の海に浮いているのは薄紅色の肉片と、脳漿のうしょうだった。

「見ないで、レフィーヤ」

　有無を言わせない口調でアイズは、レフィーヤの視線を死体から遮さえぎった。狼狽ろうばいする彼女を背後に追いやりながら、あらためて部屋全体を見回す。

　もともと赤い生地の絨毯は血溜まりによって赤黒く変色し、木編みの籠かご、小棚シェルフ、そして寝台ベッドまでもが飛び散った鮮血を浴びている。持ち込まれた複数の魔石灯で隅々まで明るく照らし出されている長方形の部屋の内装は、今や無残な色合いに塗装されていた。

　部屋に飾られてある多くの水晶の装飾品が、固まりかけている赤い涙を滴したたらせている。

「ぐろ……」

　眉間みけんを歪ゆがめながらティオナが呟つぶやくと、室内にいた二人の男性が振り返った。

　遺体の横で膝ひざをつき、現場検証をしていた彼等の内の一人が、アイズ達を見るなりその太い眉まゆを吊り上げる。

「あぁん？　おいてめえ等、ここは立ち入り禁止だぞ!?　見張りの奴やつ等は何やってやがんだ！」

「やぁ、ボールス。悪いけど、お邪魔させてもらっているよ」

　怒るヒューマンの男に、フィンは勝手知ったる様子で話しかけた。

　筋肉隆々の巨漢だ。凶悪な人相に黒い眼帯をしたいかにもといった風貌で、見る者を萎縮させる迫力を備えている。上半身には袖無スリーブレスの戦闘衣バトル・クロスを身に付け、盛り上がった肩や腹筋を剝き出しにしていた。

　ボールス・エルダー。

　この『リヴィラの街』で買取り所を営む上級冒険者だ。『オレのものはオレのもの、てめえのものもオレのもの』と言ってはばからない彼は、事実上の街の大頭トップでもある。

　各【ファミリア】の冒険者達が集まってできている『リヴィラの街』には、ギルドの息がかかった者や領主は存在しない。煩わずらわしい規則ルールに縛られるのを嫌い、好き勝手に商売が行われるならず者達の街ローグ・タウンで必要なものは──大きな顔をするために求められるものは──他の者を黙らせる腕っ節だけだ。この街では純粋な強さが地位と直結する。

　街で最も強い冒険者であるＬｖ．３のボールスは、緊急時には街全体を取り仕切る立場にある。伴って彼は、『リヴィラの街』を利用する各上位派閥の団長や団員との関わり合いも深い。

　例によって今回の事件の調査を主導しているボールスに、フィンはまぁまぁと両手を上げた。

「僕達もしばらく街の宿を利用するつもりなんだ。落ち着いて探索に集中するためにも、早期解決に協力したい。どうだろう、ボールス？」

「けっ、ものは言いようだなぁ、フィン。てめえ等といい【フレイヤ・ファミリア】といい、強つえぇ奴等はそれだけで何でもできると威張り散らしやがる」

「アイツ自分のこと棚に上げてない？」とティオネが不遜ふそんな口振りでフィンと話しているボールスを睨にらみ付ける。汗をかくレフィーヤが「お、落ち着いてくださいっ」と必死に宥なだめた。

「それで、どうなっているんだい？　この冒険者の身許みもとや、手にかけた相手について何かわかったことはあるのかい？」

「ああ……くたばった野郎は、ローブの女をここに連れ込んできた全身型鎧フルプレートの冒険者だ。兜まで被かぶっていたから顔はわからねえが、連れの女が消えているから、犯人はそいつで間違いねえ……そうだな、ヴィリー？」

「ん、少なくとも俺おれはこの部屋にその男と女しか通していねえよ、ボールス」

　ボールスの他に部屋にいた獣人の青年、ヴィリーはその確認に頷いた。中背中肉でぼさぼさの髪、左右の頰には赤の線ラインで塗料化粧ウォーペイントをしている。

　宿屋の主人である彼は補足するように話を続ける。

「昨日の夜に、二人で来てよ。どっちも顔を隠して、宿を貸し切らせてくれって頼まれたんだ」

「たった二人なのに、客室を全て貸し切り……ああ、そういうことか」

「ああ、そういうことだ。うちの宿にはドアなんて気の利きいたもんはないからよ、喚けば洞窟中にダダ漏れだ。やろうと思えば覗のぞき放題だしな」

　フィンは言わんとしていることをすぐに察し、話に耳を傾けていたレフィーヤも何かを悟ったのか、か～っと相貌を真っ赤に染める。

「まぁ、男の浮かれたような声に何しに来たのかわかっちまったからな、こっちは白けたが、もらうもんはもらっちまったし……くたばっちまえなんて思いながら部屋を貸したら、このざまだ。ぞっとしちまったよ」

　軽い調子で語るヴィリーだったが、その顔には肝を冷やしたという感情の名残がありありと残っていた。片手を首に回す彼は参ったように重い溜息ためいきをつく。

　リヴェリアが悼いたむように遺体の潰れた頭部へそっと布を被せる中、フィンは質問を投じた。

「そのローブの女の顔は見なかったのかい？」

「フードを目深に被ってたんだ、男と同じで、顔は全然わからなかった。……あー、でも、ローブの上からでもわかるくらい、めちゃくちゃいい体してたな。ああ、思わずむしゃぶりつきたくなるような女だったぜっ」

「おお、実はオレ様も街中でちらっと見かけたんだが……ありゃあーいい女だ。顔は見えなかったが、間違いねえ」

　力説するヴィリーに続き、ボールスまでもが、件くだんの女がいかに垂涎すいぜんの体付きをしていたかを熱弁する。

　鼻息が荒くなっている彼等に、ティオナを始めとした女性陣が極寒の視線を送った。

「……でもさぁ、自分のお店なのに、部屋で何があったのかわからなかったの？　あの入り口の前の長台カウンターにずっといたんでしょ？」

「勘弁してくれよ。あんないい女を連れ込んで部屋から声が聞こえてきたら、妬みやらなんやらでおかしくなっちまう。満室の札を店の前に置いて、俺はさっさと酒場に行っちまったよ」

　ティオナの疑問に、ヴィリーは肩をすくめた。

　飲まなければやってられないとばかりに飲み明かしたと言う彼の証言は、昨夜酒場にいた者達によって裏付けされている。

　ヴィリーが酒場に行って戻ってきた昨夜から今朝けさの間に男は殺され、そしてローブの女が姿をくらましたことは、まず間違いなさそうだった。

　床へ脱ぎ捨てられている衣服と、半裸である男の格好から、死ぬ直前まで何を行おうとしていたのかは想像に難くない。情事に耽ふけようとしていた男は、恐らくその隙をつかれる形で殺害されたのだ。

　くだらなそうに部屋の状況を眺めていたティオネは、ボールスに問いかける。

「その様子だと、ローブの女の目撃者は誰もいないみたいね？」

「おお、全くいねえ。子分どもに聞き込みをやらせてはいるが、今のところ何も手がかりはなしだ」

「宿の支払いは、証文しょうもんで行わなかったのか？」

「悪い、してないんだ。破格の魔石を気前良くどんと渡されちまって、釣りはいらないとも言うもんだから、それで済ませちまった」

　ティオネ達の横で、リヴェリアの質問にヴィリーがすまなそうに答えた。

　通常、迷宮探索において荷物がかさばる金貨は持ち運ばない。ダンジョンに存在するこの『リヴィラの街』では武器や道具アイテム、宿泊などの取り引きは証文で行われている。物品等とうを購入した冒険者は用意された証書に自身の名と【ファミリア】のエンブレムを刻印し、店側は地上に帰還した後日、所属派閥へと請求に向かうのだ。

　よって証文の取り引きならば相手の名前と派閥がわかるのだが、物々交換で済ませてしまっては確認のしようもない。殺された全身型鎧フルプレートの男はソロだったのか仲間もおらず──少なくとも仲間だと名乗り出た者は現時点ではいない──、無残にも顔を潰された彼の素性を知る者は存在しなかった。

「まぁ、今からこの野郎の身許みもとを体に直接聞くところだがな。──おい、『開錠薬ステイタス・シーフ』はまだか!?」

　廊下に向かってボールスが吠ほえると、ヒューマンの冒険者がちょうど駆け付けてきた。

　慌てて来た彼は、部屋の前で待機していた獣人の小男とともに入室し、携えていた小瓶──中身は魔石の欠片かけらにも似た結晶と透明感のある真紅の液体だ──を手渡す。ボールスが無遠慮に仰向あおむけの遺体をひっくり返すと、襟えり巻きをしている小男は側に歩み寄った。

　屈かがみ込み、小瓶の栓コルクをきゅぽんと引き抜く。赤い液体を背中に垂らすと、彼は模様を描くように肌の上で指を躍らせ始めた。

「『開錠薬ステイタス・シーフ』って、確か……」

「眷族われわれの恩恵ステイタスを暴くためだけの道具アイテムだ。正確な手順を踏まなければ、それ単体だけでは神々の錠ロックは解除できないがな」

　レフィーヤの隣で、死者を辱める真似まねをするボールス達をリヴェリアは険しく見据える。

　発展アビリティ『神秘』を習得した数少ない者だけが、神々の『神血イコル』をもとに作製できる『開錠薬ステイタス・シーフ』は、その原材料という点から言っても非合法の道具アイテムだ。一般的には売られておらず、裏市場アンダーグラウンドのみに出回っている。ここ、『リヴィラの街』に存在するのは推して知るべしである。

　使う場面が得てして限定されている上に、何より作製可能な薬師が少な過ぎるため、絶対数そのものが少ない。無論、高価である。

　どちらかと言えば、その者の真名と主神の名が必ず刻み込まれている【ステイタス】の性質を利用して、刺客等とうの素性を洗い出すために使用されることが多かった。

「あーいう技の、どこで覚えて帰ってくるんだろうね……」

「冒険者が金にがめつくて何でもする『物好き』なのは、今に始まったことじゃないでしょ」

　呆れ顔のティオナ、半眼を作るティオネの視線の先、獣人の小男は【ステイタス】が隠れている背中に指を淀よどみなく走らせていく。

　溶液を垂らし複雑かつ正確な動きを刻めばいかなる神々の錠ロックも解錠ピッキングできる道具アイテムを駆使し、小男はややあって、碑文を彷彿ほうふつさせる文字群をその背に浮かび上がらせた。

「ボールス、できた」

「おう、でかした」

　小男が退く中、錠ロックをこじ開けられた【ステイタス】を見下ろすボールスは、しまった、と言うかのようにぱしんと頭を叩く。

「いけねえ、【神聖文字ヒエログリフ】が読めねえ……オイお前等、外に出て、もの知ってそうなエルフを一人二人連れてこい！」

「待て。【神聖文字ヒエログリフ】なら私が読める」

「私も」

　使い走りへ声を張るボールスに、リヴェリアとアイズが口を開いた。

　眼帯をしていない右眼を丸くした彼は、肩を上げて道を開ける。進み出た彼女達は【ステイタス】を俯瞰ふかんし、【神聖文字ヒエログリフ】の解読に移った。

　リヴェリアは死体の側に片膝ひざをつき、アイズは立ったままの姿勢で。部屋の中にいる者達全員に見守られる中、翡翠ひすいの瞳ひとみと金の双眸そうぼうが複雑な神の筆跡を辿っていく。

　やがて、ゆっくりと、彼女達は唇を動かした。

「名前はハシャーナ・ドルリア。所属は……」

「……【ガネーシャ・ファミリア】」

　アイズがリヴェリアの言葉を引き継いだ瞬間──場は水を打ったように静まり返る。

　一瞬、室内から音が消え去った。

　そして次には、にわかに騒然となる。

「【ガネーシャ・ファミリア】!?」

「おいっ、間違いじゃないのかよ！」

　瞬またたく間に上がる悲鳴のような声々に、アイズも、リヴェリアも遺体の【ステイタス】に視線を縫い付けたまま動かない。張り詰めた眼差まなざしを浮かべる彼女達に、フィンやティオナ達も目を見張った。

　骸むくろの正体は都市有数の実力派【ファミリア】──【ロキ・ファミリア】にも迫る派閥の団員という情報に、ヴィリー達が顔を青くする中。

　わなわなと震えるボールスは、平静を欠いた声で、何よりも看過できない事柄を叫んだ。

「冗談じゃねえぞ──【剛[image: 拳]闘士ハシャーナ】っつったら、Ｌｖ．４じゃねえか!?」

　アイズ達の口からもたらされた、第二級冒険者の死。

　同時に導き出されるのは、ローブの女──犯人は少なくともＬｖ．４以上の実力者という事実。

　第一級冒険者に相当する殺人鬼が、まだこの街に潜伏しているやもしれない可能性に、凍いてつくような戦慄せんりつが走り抜けた。
















　中天にかかる太陽が燦々さんさんと輝いている。

　抜けるような青空の下、オラリオは今日も喧騒けんそうが絶えなかった。繁華街を始めとした盛り場は賑にぎわいに満ち、石畳で隙間すきまなく埋められる大通りを人の波が行き交かっている。広大な都市を移動するため、流しの馬車を呼び止め乗り込む者もざらだ。

　多くの亜人デミ・ヒューマンが市中を闊歩かっぽしている中、ロキとベートは、二人で東のメインストリートを進んでいた。

「あっ、ジャガ丸くんや。ベート、一緒に食べへん？」

「食わねーよ。さっきから寄り道ばっかしてんじゃねえっての」

　大通りから折れた脇道わきみちに露店を見つけるロキに、ベートは不機嫌そうに告げる。結局一人で注文をしにいった主神に、軽い舌打ちを行った。

　あむあむとジャガ丸くんを食べるロキと並んで歩くベートには、通りの脇に並ぶ店先や、すれ違う者達から視線が集まっていた。その全すべては女性達のものだ。

　引き締まった長い足に一八〇Ｃセルチに達する高い身の丈。近付いてくる者に嚙かみ付くような野性的な雰囲気と、額から頰ほおにかけて刻まれた鋭い刺青いれずみに隠れがちだが、その目鼻立ちは美形と言ってもいいほど整っている。獣人の特徴である頭から生えた獣耳と揺れる尻尾しっぽは、一部の者によると、愛嬌あいきょうがあって可愛かわいい、らしい。

　色めき立ちながら先程から見つめてくる獣人女性の二人組に、ベートはぎろっとその琥珀こはく色の瞳ひとみを吊り上げた。

　睨にらみ付けられた彼女達はびくっとして、慌てて離れていく。

「あ～、もったいなぁ、あの娘こ達めっちゃ可愛かったのに……ベートぉ、もっと女の子には優しくや、優しくっ」

「俺おれは弱よええ女が一番嫌いだ」

　食べるのを終えて指を舐なめるロキの隣で、ベートは去っていった女性達に一瞥いちべつもくれず、そう吐はき捨てた。

「え～、うそぉ。こう、か弱そうな娘こに下からウルウル見上げられたら、きゅんと来ん？　守ってあげたくならん？」

「ハッ、吐き気がしやがる。てめーの身も一つ守れねえなら、巣穴すあなの中に引っ込んで一生出てくるんじゃねー」

「いけずやなぁ……もうっ、ほんまベートったらツンデレなんやから」

「おいコラ、なに意味わかんねえこと言ってやがる」

「まぁ、つまりアレやな──ベートはアイズたんにメロメロっちゅうことや！」

「んなこと言ってねーだろッ!?」

　ぐらぁ!?　と赤くなって叫ぶベートに、ひっひっひっ、とロキは邪笑する。

　ひょうきんな主神かみの前では、狼人ウェアウルフの斜に構えた態度も形無しだった。

「くそったれめ……おい、それよりいつまで同じところをほっつき歩いてる気だ。調べもんがあったんじゃねえのか」

　威嚇いかくするように歯を剝むきながら、ベートはロキに問いただす。

　ホームで依頼され仕方なしに主神の『調べもの』に付き合っているものの、東のメインストリートに到着してからは、ひたすらこの界隈かいわいを歩き回っているだけだ。

　路地裏や人目の少ないところをひょいと覗のぞき込んでは、まれに店の者や通りの住人に聞き込みを行うだけのロキに、ベートはじれったそうに灰色の毛並みの尻尾をぶんっと振るう。

　手荷物に布袋を持っている彼女は、「んー」と間延びし、視線を周囲に巡らす。

「実は昨日から、うちなりに調べて回っててなぁ……今は見逃したところがないか、詰めとるところ」

　今日を含め怪物祭モンスターフィリアからの二日間、ロキは独自に東のメインストリートを調査していた。

　美神フレイヤとの密談の後、彼女以外にモンスターを脱走させた者──ともすれば何らかの企図きとをもって食人花のモンスターを放った第三者がいると、彼女はそう推理した。

　アイズ達は巻き込まれレフィーヤなど重傷まで負ったのだ、落とし前をつけさせる意味でもロキが動く理由には十分だった。

　東のメインストリートに限定して調べて回ったが、今のところ、めぼしい手がかりは得られていない。

　食人花のモンスターが地中から突き破って出現した街路も、今は空いた穴が塞ふさがり、表面上は平穏を取り戻している。

「つまり調べもんっていうのは、アイズ達がやり合ったモンスターの情報ってことか。面倒臭くせえな……ギルドやガネーシャのところは何か知らねーのかよ？」

「ちょっと探りいれてみようかなと思ったんやけど、フィリア祭の後始末やったり、後は住民の苦情やら抗議やらで、それどころじゃなかったわ」

　ベートと会話しつつ、ロキは視界の隅で己おのれの存在を主張する巨大な円形闘技場アンフィテアトルムを見上げた。

　東のメインストリート近辺、都市の東地区は、円形闘技場アンフィテアトルムを始めとしたギルドの管理施設が集まっている区画だ。開催されるほとんどの行事イベントがこの場所で執り行われる。伴って、行事イベント目当てに訪れる、都市外からの観光客を泊める宿屋の類が多い。

　メインストリートを外れ、他ほかの地区とは異なった高い建物、三階建て以上の宿屋が目立つ入り組んだ路地に入る。進むにつれ、赤煉瓦れんがの豪奢ごうしゃなホテルから古びた木造りの安宿と移り変わっていく中、やがてロキの足は止まった。

　狭い路地の先にあったのは、周囲を建物で囲まれた僅わずかな空間だった。

　薄汚れた器材が隅の方に乱雑に置いてあるそこには、とある石造りの小屋が、ぽつんと建っている。

「街中はあらかた調べたし……残るはここしかないなぁ」

　そう言って、ロキは分厚い木扉に手をかける。鍵かぎがかかっているかと思ったが意外にも手応てごたえはなく、錆さびた鉄製の輪とってをそのまま引くと……ギィィ、という低く軋きしむような音とともに扉はゆっくりと開いた。

　小屋の中には何もなく、床の中央に下へと続く螺旋らせん階段のみが存在した。ためらうことなく足を踏み入れ、コツ、コツ、と音を立て階段を下りていく。

　螺旋に沿って回ること数度、ロキとベートは薄暗い地下──下水道へと出る。

「やっぱり、ラウル辺りに押し付けておくんだったぜ……」

　今にも寿命がつきそうな小さな魔石灯の光、耳朶じだに届いてくる水流の音、そして奥へと続く暗闇くらやみが蔓延はびこった下水路。

　いよいよ厄介事になってきたとばかりに、ベートはげんなりしながらぼやいた。

「まぁまぁ、後でご褒美ほうびをちゃーんと用意するわ」

　ロキは提さげていた布袋から携行用の魔石灯を取り出し、明かりを灯す。行灯カンテラにも似た照明具はたちまち薄暗い周囲を照らし出した。

「どうせ酒だろ」という先を見越したベートの指摘に笑みを漏もらしつつ、ロキは彼と並んで下水路を前進し始める。

「ティオナやティオネが、フィリア祭当日に調べてはくれてるんやけど、念には念を入れてな。モンスター達だけ追ってたから、何か見落としとるもんもあるかもしれんし」

「頭が足りねーあのアマゾネスどもだったら、見落とし放題だろうな」

　やや狭苦しい道をしばらく行くと、音を立て水が流れる広い主水路に出た。

　石材で構築された管チューブ状の隧道すいどうで、直径は六Ｍメドルほど。中央は水流が貫き、道の両端には人が進むための足場、通路がある。ロキ達は左手に流れる下水を置きながら細い通路を歩んでいった。

　会話の邪魔になる程度には、ザーという水流の音は激しい。支水路があちこちで合流することで、水音は下水路を幾重にも反響してくるかのようだった。

　その一方で、下水路の空気は地上に比べれば確かに淀よどんでいるものの、鼻が曲がるような異臭……汚水特有の臭いは漂っていない。

　ロキが魔石灯で照らし出す先、細長い支水路の溝には、紫紺のきらめきを放つ何本もの結晶の柱が存在した。鉄栅のような形状で、水流を瀬切るわけでもなく一過させているそれは、迷宮都市オラリオが誇る魔石製品の一つだ。

　栅のごとく等間隔に並べられた浄化柱がすり抜ける汚水を洗い、清潔な水へと変える。言わば浄化装置である。溝の中を行く水流は排水とは思えないほど透明で澄んでいた。

　水路の随所に設置されるこの浄化栅の作用によって異臭が立ち込めることはなく、また下水が流れ出る先の南西の汽水湖を汚染せずに済んでいるのだ。

　本当に便利なもん作るわー、とロキは下界の者達に感心する思いだった。

「しかし入り乱れとるぎょうさんな道といい、この雰囲気と言い……なんか軽くダンジョンっぽいなー」

「はっ、笑わせるんじゃねえっての」

　本物の迷宮に日々もぐっているベートが、ロキの発言を鼻で笑った。この程度でダンジョンを名乗るなどおこがましいと、人工の迷路に対して嘲る。

　壁に開いているいくつもの横道、あるいは階段、そして対岸にかかる橋。薄暗い下水路をベートは苦もなく探索し、ロキに危険が迫ればすぐさまそれを退しりぞける。海を通じて汽水湖から昇ってきたのか、魚のモンスター『レイダーフィッシュ』が一度水流から飛び跳ね襲いかかってきたが、蹴けりの一撃で瞬殺した。視認できなかった一連の光景に、おおっ、とロキは口を円にして感嘆する。

　ロキの持つ魔石灯が楕円だえん形の光で周囲を照らし、二人分の影を壁に描く。

　耳と尻尾を生やしたベートの影が後方に長く伸び、それこそ凶暴な狼のような影絵シルエットを作り出していた。

「おっ？」

　当てずっぽうに下水路を調べて回り、しばらくした頃ころ。

　ロキ達の前に、これまで目にしたことのない鉄の門扉が現れた。

　年月を感じさせる古い両開きの門だ。重量感溢あふれる巨大な錠前が取り付けられており、左右の扉を固く閉ざしている。

「なんだ、こりゃあ」

「旧式の……地下水路みたいやな」

　壁に取り付けられた金属板プレート、その上に踊っている掠かすれた文字をロキは何とか読む。どうやら新たに作り直された水路によって、随分と前に放棄されたらしい。

　それにしてはけったいな門を作る、と工事した者の頭の作りを疑いつつ、明かりを門に近付ける。

　ぼうっと照らし出される箇所、門を封ずる漆黒の錠前には、使用された形跡──人の手によって何度か開閉された跡が残されていた。

「なんか臭うなぁ……」

　その糸目を薄く開き、ロキがぽつりと呟つぶやく。

　都市を管理するギルドが業務の関係で立ち入ったと言われればそれまでだが、少なくともこの先に何があるのかは興味が沸いた。

　ベートに目配せすると、彼は億劫おっくうそうに錠前を両手で摑つかみ上げ、ぎぎぎっと軋ませる。間を置かず小気味よい音を鳴らし、あっさりと破壊した。

　二つに割った厚い鉄の塊を放り捨て、そのまま門扉を開放する。

　使われていない筈の旧水路には、壁の上部に取り付けられた魔石灯がぽつぽつと燐光りんこうを灯していた。

「おいおい、水浸しじゃねえか」

　門扉前の短い階段の先は、通路と水路の区別なく浸水していた。闇夜の下の河川かせんのように黒く揺らめく水面に、ベートは口もとを歪める。

　魔石灯で照らし、浅瀬並みに水深が低いことを確認したロキは、くるりと可愛い眷族に振り返る。

「ベート、おんぶして？」

「あぁ？」

「お靴を濡ぬらしたくない！　だから、おんぶ！」

「ざけんな!?　大して深くもねえんだから歩け！」

「嫌いややー!?　おんぶがいいおんぶがいいおんぶがいい、おんぶじゃなきゃ進めーん!!」

　駄々をこねる子供以上に厄介に喚わめき散らす神にベートは、このクソ女、と尻尾をブルブルと震わせる。やかましい訴えに獣耳を伏せていた彼は「うるせえ、わかったっての！」と叫び観念したようにその場で屈かがんだ。

　目の前に下がった広い背中に、ロキはニヤと笑い、「とうっ！」と嬉々ききとしながら飛び込んだ。

「よし、いくんやベート！　うちは乗り心地にうるさいで！」

「それを本気で言ってやがるなら、水没させてやるからな」

　凄すさまじい不満を体全体から発散させながら、ロキを背負ったベートは軽々と立ち上がる。

　一気に高くなった視点に「うほー！」と喜ぶ女神の声は、超越存在デウスデアとは呼べないほど無邪気なものだった。

　高揚する彼女は、水流の中を歩み出すベートの背ではしゃぎ回る。

「ぬふふっ、おんぶしてるのは可愛い女の子かと思った？　残念、うちでした！」

「うるせぇ」

「なぁなぁ、今どんな気持ち!?　アイズたんじゃなくてうちをおんぶして、今ドンナ気持ち!?」

「振り落とすぞっ……？」

　ヒョイッヒョイッ、と左右の肩から交互に顔を出し頻しきりに問いかけてくるロキに、ベートは口端を痙攣けいれんさせる。引きつった笑みとともに青筋を立てる狼人ウェアウルフの青年は、ゲスな笑みを浮かべる背の神おにもつを放り捨てたい衝動に駆られた。

　ロキの騒々しい声が途切れない中、ベートはざぶざぶと水面を切りながら前へ進んだ。水の高さは脛すねの辺りまで及んでおり、装着しているメタルブーツを半分隠している。大小様々な水路が錯綜さくそうする旧式の地下水路は、先程までいた現役げんえきの下水道より遥はるかに複雑で、より迷宮の色を深めていた。

「フィリア祭の後、ギルドはここまで調べたんかなー」

「人の臭いは残ってるな。水のせいで薄れちまってるから、上手うまく嗅ぎ分けられねえが……」

　背負われる傍かたわら注意深く周囲を窺うかがうロキの言葉に、ベートはすんと鼻を鳴らす。

　狼人ウェアウルフの秀でた嗅覚を発揮し、つい最近までこの旧地下水路に人の出入りがあったことを見抜く。消えかかっている残り香もあり詳しい人数までは判然としないが、と付け足しながらベートは鼻を方々に向けた。ふぅむ、と呟き、ロキは左手を彼の首に回した体勢で、右手の魔石灯を突き出し暗がりを照らしていく。

　川の上流を遡さかのぼるように水の流れを辿たどっていく中、ロキがぶらぶらとほっそりした両足を揺らしていると……やがて、その『穴』は現れた。

「……派手にやられとるなぁ」

　石材をぼろぼろに崩れさせ、大きく壊れた水路の壁面。水はここから流れ出て、さまようように旧地下水路を巡っているようだった。

　まるで何かが壁の奥から破って出てきたような大穴の跡に、ロキは首を斜めに傾ける。

「これは当たりか……？」

　色濃くなりつつある『調べもの』の気配に、ロキが呟きを発した、その直後。

　首をもたげた獣のように、ぴくっ、とベートの耳が鋭く立ち上がった。

「下りろ」

　有無を言わせない一言に、彼の横顔を見つめたロキは素直に従った。

　水面に降り立つ側で、ベートは目付きをも鋭くしながら、闇に塞がる穴の奥を見据える。

「あのアマゾネスども……どこを調べて回りやがった」

　悪態をつきながら大穴へと進み入る。

　ロキがすぐに続く中、剣吞けんのんな空気を纏まとい、吐き捨てた。

「しっかり残ってるじゃねえか」

　ベートに導かれるままずんずんと奥へ向かっていく。穴の道──巨大な何かが通ったような跡は、水路の壁を数回にわたって貫通しており、何度も辻つじを越えることになった。僅わずかな光源しか存在しない薄暗い地下水路をベートは恐れることなく迷うことなく進み、現れた幅広の階段を上る。

　冷たい水の感触が消え、硬質な床を踏み締めて行くと、すぐに一本道だった水路は開けた。

「ここは……貯水槽ちょすいそうか？」

　ロキは魔石灯をかざしながら、広い空間を見渡す。

　長方形の広間にはまるで柱廊のごとく太い柱が林立していた。大きな等間隔を空けて並んでいる無数の石柱は頭上の天井てんじょうを支えている。高さは一〇Ｍメドル以上はあるだろうか。薄闇が支配している広大な空間は大貯水槽と呼ぶに相応ふさわしい。

　地下迷宮ダンジョンが存在する都市の構造、更に汽水湖への排水関係から、恐らく中央広場セントラルパークから離れた都市南西部、その地下に存在するのだろう。水は長らく溜ため込まれていなかったのか空堀状態で、壁や柱には水位の跡が残されている。この大貯水槽もかろうじて魔石灯が生きていた。

　やがて周囲を窺っていたロキの耳に、ずる、ずる、と何か引きずられる音が届く。

　ばっと前に戻した視線の先には、こちらに背を見せたたずんでいるベート、そして薄闇の奥で蠢うごめく巨大な何かがいた。

　間もなく闇をかきわけ、黄緑おうりょくの体皮があらわになる。

　長大な体軀たいくをくねらせ、絡からみ合ったような格好で出現する、複数の食人花のモンスター。

　ロキ達の気配を捕捉したのか、広間の奥から大蛇のように這はい寄り、一度ぶるりと蠕動ぜんどうしたかと思うと、粘液を引きながら先端部分を開花させる。

　毒々しい極彩色の花弁かべんを広げ、牙きばの並ぶ醜悪な口を晒さらし、モンスターは体を持ち上げて頭上高くからロキ達を見下ろした。

「ロキ、出てくるんじゃねえぞ」

　既に臨戦態勢に入っているベートが、振り向くことなく告げる。

　鋭く構えられた琥珀色の双眸そうぼうをモンスター達のみに固定した彼は、浅く前傾し、敵が雄叫おたけびを上げると同時に駆け出した。
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『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　破鐘われがねの叫喚とともに食人花のモンスターが殺到する。

　計三体、正面から押し寄せてくる黄緑の濁流に、同じく突進するベートは石造りの床へ左足を打ち込んだ。

　最も早く接敵する正面の個体に狙ねらいを絞り、踏み込んで、その長い右足を振り上げる。

「臭くせぇんだよ、てめえ等！」

『!?』

　まるで球ボールをそうするように、モンスターの顔面を蹴り上げる。激しい鈍音を散らして長大な体が宙に大きく仰のけ反ぞった。

　真正面、小細工なしの蹴りつけ。モンスターの巨軀と比べるまでもない長脚一本で、ベートは敵の体当たりを豪快にはね返す。右足に装備されたメタルブーツの威力により、後方にひっくり返ったモンスターは牙の一本をビキッと粉砕された。

　左右から迫るモンスターの突撃も難なく回避し、すれ違いざま反撃、背後のロキに近付けさせまいと横合いに吹き飛ばす。

　力はもとより、灰色の毛並みをなびかす身のこなしは速く、鋭い。【ロキ・ファミリア】の中でも随一と言っていい俊足は敵から先制を常に奪い取る。モンスターの行動は二歩も三歩も遅れてベートに到達し、いいようにあしらわれた。

　その速度と鋭い攻撃で敵を八つ裂きにし、あっという間に食い荒らす凶暴な戦い振りから名付けられた彼の二つ名は──【凶狼ヴァナルガンド】。

　ベートは止めを刺すべく右手へ転がった一体に躍りかかり、断首刃ギロチンのごとく、渾身こんしんの足刀を無防備に晒された茎くびもとへ叩たたき込んだ。

「ああっ？」

　しかし、空中より振り下ろされた一撃必殺が、通らない。

　頭部を切断する筈はずだった左足の足刀はモンスターの体皮を断てず、衝撃により花弁を一枚剝落はくらくさせたのみに終わった。

　思わず声をこぼしたベートは、ブーツ越しに伝わる足への震動と、そして敵の硬質な肌の感触に舌を弾はじき鳴らす。蹴られた食人花のモンスターはぶんぶんと頭を揺らすと、激昂したように叫び声を上げ攻め立てた。

「無駄に硬かてえ体しやがって……！」

　苛立いらだちを覚えるベートに、残る二体も合流して同時に攻撃した。

　奇くしくもティオナ達と同じ感想を抱きながら、ベートは三体ものモンスターを同時に相手取る。敵の体から伸びる無数の触手が四方八方から襲いかかってくる中、広い空間を一杯に使うことで回避し、また柱の障壁を利用することでやり過ごす。

　純粋な走力ならばアイズさえ追い付けない強脚を活かし、ベートとモンスター達の激しい交戦は膠着こうちゃく状態へ移行していった。

「うーむ、速過ぎて全くわからん」

　他方、大貯水槽の入り口前、石柱の影に隠れるロキは戦闘の行方ゆくえを見守っていた。

　ベートらしき灰色の斜線が走ったかと思えばモンスターが吹き飛んでいく光景は、今の女神かのじょにとって理解の埒外らちがいだ。見極められない戦いの様子はこの際置おいておき、朱色の瞳は食人花の長軀をじっくりと観察する。

　先日の怪物祭モンスターフィリアでは地中に埋まっていたため全貌を把握し切れなかったが、食人花のモンスターの尾に当たる部分は丸く膨ふくらんだ球根状になっていた。木の根のような何本もの根毛と一緒に、触手も根もとの辺りから生えている。

　あの球根しっぽはダンジョンに埋まると養分でも吸うんかな、とロキが憶測を立てていると……彼女の頭上に近付く一つの影があった。

　天井を伝い、長い石柱にシュルシュルと巻き付いて下りていくと、一本の触手を伸ばす。

　ぴくり、とロキの背筋が微動した。伴って、彼女の勘を肯定するように一滴いってきの粘液が肩へと落ちる。

　あっ不味い、と悟ったロキはその場から走り出すと同時に、直上を仰あおいだ。

　予想に違たがわずそこにいたのは、醜い大口を開く、食人花のモンスターだった。

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

「どひゃー！」

　頭上からびりびりと響く吠声ほえごえ。鞭むちのように一気に伸びた触手は、一足速く離れたロキを摑めず空振りに終わる。

　緊張感がどこか抜けた悲鳴を上げながら、朱髪の女神は一目散に逃げ出した。

「うおおおおー！　あかん、追いつかれるー!?」

　コソ泥ドロを彷彿ほうふつさせるすばしっこさで列柱の間を縫っていくが、所詮『神の力アルカナム』を封印した一般人の足だ、凶悪なモンスターの猛追とはせり合えない。

　後方からの攻撃しょくしゅを予見しているかのような絶妙な時機タイミングで柱の影に隠れ、度々難を逃れるが、蛇行する食人花の顎あぎとは今にもロキの体を捉とらえようとしていた。

「もう一匹いやがったのか!?」

　ここにきて初めて余裕を失ったベートが、モンスター達との戦闘を切り上げロキのもとへ急行しようとする。だが──間に合わない。

　既に主神の真後ろにいる食人花は彼女を吞のみ込もうとしている。

　顔から一切いっさいの感情を消したベートの体が、次の最高加速のため沈み込んだ、その間際まぎわ。

　ロキは携えていた布袋に手を突っ込み、取り出したいくつもの結晶を、次には真横へばらまいた。

「ほいっ！」

　床に散らばるのは、紫紺の輝きを放つ『魔石』だった。

　見る者が見れば高純度とわかる無数の結晶体に、食人花のモンスターは目の色を変えたように転進する。

　ロキの背後から突如直角ちょっかくに折れ曲がったモンスターに、踏鞴たたらを踏みかけたベートは瞠目どうもくした。

「純粋な魔力、魔石、人……ってところか、あのモンスターの優先順位は」

　自ら遠ざかっていくモンスターに、ロキはその細まった目を開く。

　怪物祭モンスターフィリアで襲われたレフィーヤの証言を聞き、件くだんのモンスターが『魔力』に反応することを知っていた彼女は、調査をするに当たって、万が一のため布袋の中に[image: 餌]おとり用の『魔石』を入れておいたのである。

　魔力に反応するなら魔石にだって食いつくやろ、という何とも安直な発想だったが、無事狙いを逸そらすことに成功した。

「ベート、行ったでー！」

「ったく……本当に食えねえ、なッ!!」

　声を飛ばす己の主神に形だけの溜息ためいきをつき、ベートはお見合いする形になったモンスター目がけ、右の蹴り上げを放った。

　更に素早く回り込み、真上へ打ち上がった敵の頭部に左足で回し蹴りを見舞う。宙に弧を描いて弾き飛ばされるモンスターは、ベートを追ってきていた仲間を巻き込んで床に倒れ込んだ。

「いいコンビネーションやったで、ベート！　息ぴったりや！」

「知るか。冷や冷やさせんじゃねーっての、バカ女」

　前から来るロキに文句を言うベート。素直に心配させるなと言えないその眷族のぶっきらぼうな態度に、彼女は思わずニヤニヤと笑う。

　不快だったのでベートはすぐさま視線を切った。

「面倒臭くせえな、あのモンスター……攻撃が碌ろくに通んねえぞ」

「ティオナ達の素手も弾いとったなー、そういえば。打撃にめっぽう強いみたいやで？」

「先に言えってのっ」

　思い出したように忠告する主神にベートは眉まゆをひそめた。

　彼等の視線の先、折り重なるように倒れている食人花のモンスター達が起き上がり始める。

　都合四体のモンスターを油断なく睨みつつ、アイズの斬撃、レフィーヤの魔法は効果こうかが抜群ばつぐんやった、というロキの話に耳を傾ける。

「……癪しゃくだが、使うか」

　呟き、ベートは右手を腰に回した。

　音を立てて鞘さやから引き抜かれるのは、燃えるような緋色ひいろのナイフ──『魔剣』だ。

　彼は抜き身の刀身を右足、白銀のメタルブーツに宛あてがう。

　魔法効果を吸収する特装武装スペリオルズ《フロスヴィルト》に、『魔剣』の刃から緋色の波流が流し込まれていった。

「ちなみに、その『魔剣』いくらしたん？」

「一〇〇万」

「うはーっ、金額一〇〇万ヴァリスの攻撃かー。景気良いなー」

　長靴ちょうかの中心に取り付けられた黄玉が刀身からあらかた力を喰くらいつくすと、『魔剣』は破砕してベートの手からこぼれ落ちる。代わりに黄玉は緋の色に染まり、伴って、あたかも点火したかのように火炎をブーツ全体から吐き出した。

　ゴオォォ、という激しい燃焼音を上げ、ベートの右足が緋色の炎に包まれる。

「──蹴り飛ばしてやる」

　野獣を連想させる凶暴な笑み。

　前方で体勢を整えたモンスター達にベートは、一歩、また一歩とゆっくり歩み出していく。緋炎を帯びる右足は獰猛どうもうに揺らめき、床に火片の靴跡を残しながら、徐々に、そして一気に加速した。

　破鐘の雄叫びとともに迫りくるモンスターの群れに、ベートは笑みを浮かべたまま顔の刺青いれずみを大きく歪ゆがめ、跳躍する。

　宙高く身を躍らせ、眼下、自身を見失ったモンスター達に鼻を鳴らしながら、石柱を左足で蹴りつける。反動で柱間を行き交い方向転換すること三度、一体のモンスターの死角こうほうを取ったベートは、炎の大塊を宿した右足を真横に開き──勢いよく振り下ろした。


『──────────────────────ッッ!?』



　モンスターの頭部で爆炎が咲き誇る。

　目も眩くらむような火炎の大輪たいりんは『魔剣』の炎ちからと《フロスヴィルト》の攻撃力インパクトが組み合わさった付加効果だ。爆炎に絶叫を塗り潰つぶされながら頭部が跡形もなく吹き飛んだ食人花は、もがき苦しむことなく灰へと崩れ落ちる。

　間を置かず、床に着地したベートをいち早く発見したモンスターが、逆襲とばかりに真上より覆い被かぶさってくる。

「焼けろ!!」

　円月蹴サマーソルト。

　緋色の鮮やかな火線が大気を焦こがしながら円弧を描き、轟音、モンスターの長軀を爆砕する。

　空中で体を回転させるベートは、天地逆転した視界の中、死骸を灰ごと焼きつくす猛火のうねりに口端を裂いた。

「ベート、一つ魔石取っといてー！」

「ああ？　かったりいなぁ……」

　モンスターを仕留めたベートはロキの指示を聞き、斜め前方の一体に狙いを定める。

　魔石が口腔こうこうの奥にあるのは交戦を通してわかっている、素早く接近し、加減した爆撃を与えた。

　攻撃角度を調節して、花弁とその醜い口周りを吹き飛ばすにとどめる。悲鳴も半ばドンッと床に横たわり痙攣けいれんするモンスターに、ベートは煙を上げる下顎あごを踏みつけ、上顎を左手で摑み、容赦なく開口──口を上下に引き裂く。

　生温かい呼気をまともに浴びながら、残した右手で口腔奥の魔石を千切り出し、抜き取った。

　臭くせえッ、と思わず眉間みけんに皺しわを刻みながら、間髪入れず襲いかかってくる残りのモンスターの体当たりを回避する。

　魔石を懐ふところにしまったベートは、相手と向き合い、疾駆した。

「てめえで最後だ！」

　僅か一瞬で最高速度まで上り詰める狼人ウェアウルフに、食人花のモンスターは迎撃せんと複数の触手を一斉に射出する。

　殺到する黄緑おうりょくの鞭を見切り、避けて、かいくぐり、瞬く間に突破。触手の槍を全て回避されたモンスターは、長軀を一度震わせ戦慄せんりつしたかのように硬直した。

　右足を燃やし餓狼がろうのごとき速度で肉薄するベートは地を蹴り、跳んだ。

　空中で体勢を変え、炎矢のように、燃え盛るメタルブーツを突き出す。

「消し飛びやがれえええええええええええええええええええええええええええッッ!!」
















　直後、頭部に決まった一撃は大爆発を引き起こし、モンスターを凄まじい勢いで吹き飛ばした。

　石柱に激突してもその勢いは止まらず、二本、三本、四本目の柱を破壊したところでようやく停止する。

　花の頭部を失ったモンスターの長軀は柱の破片に埋もれながら、やがて灰と化し、その姿形を消失させた。

「派手やなぁ……」

　一部始終を見届けたロキの呟きが、静まり返った大貯水槽に響き渡る。

　ややあって、光を失う長靴の黄玉。たたずむベートの右足から緋色の炎が薄れていき、そのまま完全に消え失せる。

　戦いが終結した薄闇の中で、通常の状態に戻ったメタルブーツが、美しい白銀の輝きを辺りに散らした。
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「収穫はあったけど、犯人の手がかりになりそうなもんはなかったなー」

「『魔剣』を一本使わせやがって、ちっとも割に合ってねーぞ」

　ぽんぽん、と手の中で魔石を投げ上げながら、ロキはベートとともに地下水路を歩んでいた。

　食人花のモンスターとの戦闘を終え、ロキ達は現在もと来た道を引き返し地上に向かっている。貯水槽をざっと見て回ったが得るものはなく、ベートの『魔剣』の予備スペアもないということで、今回は調査を打ち切ったのだ。装備が整っていない状態で深入りするのは危険という判断からである。

　既に旧地下水路を抜け、主水路の道のりも残り僅かにしながら、ロキは己の手の中を見下ろす。

　食人花のモンスターから摘出した魔石は、中心が極彩色に染まっていた。紫紺一色である通常の魔石とは明らかに異なるものだ。どこか毒々しい光沢を放つ結晶に、んー、とロキは思案するように声を間延びさせる。

「そういえば、ティオネが50階層のモンスターから同じ魔石を手に入れてたぞ」

「50階層……それってもしかして、前の『遠征』で出くわした新種のモンスターってやつ？」

「ああ、気色悪わりぃ芋虫みてえなモンスターだった」

　さっきの食人花モンスターともどことなく似てやがる、とそう付け足すベートに、ロキは再び手中の魔石をじっと見つめた。

　ほどなくして、見覚えのある螺旋階段のもとまで辿り着く。円を描きながら階段を上り終え小屋の木戸を開けると、数時間ぶりの地上の空気がロキ達を包み込んだ。

　青い上空より降りそそぐ太陽の光に向かって、うおおーっ、と一杯に体を伸ばす。疲労の色を見せないベートも気が緩んだのか、首に片手を添えぽきぽきと鳴らした。

　じゃあ一旦いったん帰るか、と声をかけ、小屋の前から出発する。

　狭い路地を後にし、多くの宿が並ぶ街路へ。道幅が広くなっていくにつれ人々の姿は多くなり、賑にぎわいの声も聞こえるようになってくる。

　そして、街路の端に沿ってしばらく歩みを重ねた時だった。

　横道に折れる街の一角で、とある神と遭遇したのは。

「んん？　ディオニュソスか？」

「……ロキ？」

　見覚えのある顔に、ロキは足を止める。

　首まで伸びる柔やわらかい金髪に、微笑ほほえめば異性は思わず蕩とろけてしまうだろう甘い美顔マスク。硝子がらすの色にも似た瞳を見開いているのは、先日の『神の宴』で会ったばかりの男神だ。

　流石さすがに今日は礼服を着ていないが、しかし纏う雰囲気も相まって、高価そうな服を着こなすその格好はやはり貴族然としていた。側には【ファミリア】の団員であろう、美しい黒髪のエルフの少女が控えている。

　よお、と奇遇だとばかりにロキは声をかけようとする。

「待て」

　が、歩み寄ろうとする彼女の足を、その一声が止めた。

　ん？　と背後を振り向くと、ベートが険のある目付きでディオニュソス達を睨みつけている。

「そいつらだ」

「……どゆこと？」

　顎をしゃくる眷族に尋ねると、彼は鋭い視線を向けたまま、告げた。

「あの地下水路で嗅いだ残り香は、そいつらの臭いだ」

　ロキが糸目をすっと開く中、ディオニュソスとエルフの少女は、目の前で張り詰めた表情を浮かべるのだった。
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　収まらない声々が石の壁に、青い水晶の柱に吸い込まれていく。

　その場にいる多くの冒険者が取り乱す中、騒然となっている洞窟の宿は混乱の一途を辿っていった。

　ダンジョン18階層『リヴィラの街』、ヴィリーの宿。

　頭部を失った遺体が晒す【ステイタス】を、アイズ達はそれぞれの表情を浮かべながら見下ろしている。

「……ほ、本当に、この人は力ずくで殺されてしまったんでしょうか？　その、毒とか……」

「身動きを取れなくなったところで、息の根を止められたってこと？」

　尋ね返すティオネに、レフィーヤはぎこちなく頷うなずいた。

　アイズやティオナの体の陰から無残な亡骸なきがらの手足いちぶを覗く紺碧こんぺきの瞳は、動揺に震えている。

「アビリティ欄には『耐異常』もあるから、多分、違う……」

「ハシャーナほどの実力者なら、劇毒を盛られたとしても、さほど効き目はないだろう」

　アイズとリヴェリアが、【神聖文字ヒエログリフ】の解読を続けながら言う。

　ハシャーナの背中ステイタスには発展アビリティ『耐異常』──毒を始めとした様々な異常効果を防ぐ能力項目が発現している。更にその能力高低はＧ。

　Ｇ評価の『耐異常』ならばほとんどの異常効果を無効にすると言っていい。たとえ専門の薬師の手で作り上げられた猛毒でも、彼の行動の自由を奪うには足りないであろう。

「情事ことに乗じることで油断させていたとはいえ、第二級冒険者の寝首をかける女、か……」

「……【イシュタル・ファミリア】のところの戦闘娼婦？」

　フィンの言葉にティオナが考えを口にする。

　匂におい立つような色香と艶なまめかしい体を備える淫売の悍婦かんぷ達の存在に言及すると、フィンは「ンー」と死体から視線を離さず口を開いた。

「そうだったとしたらわかりやすくていいんだけどね、まぁ、疑ってくれと言っているようなものかな」

「そうよ、あからさま過ぎるじゃない」

　フィンの返答にティオネが声を続けた──その直後だった。

　室内にいた取り巻きの一人が、半狂乱でアイズ達に指を向ける。

「そ、それらしいこと言ってるけどっ!!　今ちょうど街にやって来たって顔をして、本当はお前等の誰だれかがやったんじゃないか!?」

　その発言を皮切りに、ボールス達は一斉に振り向いた。

　泣く子も黙る第一級冒険者達に疑惑の目が向けられる。第二級冒険者ハシャーナを実力で殺害できる有力な容疑者は、確かにこの場ではアイズ達を置いていないだろう。

「え～？」とティオナは心外とばかりの表情を浮かべ、ティオネは反感のこもった眼差まなざし、リヴェリアも片目を瞑つむり、レフィーヤはというとすわとばかりに慌て始めた。フィンは苦笑しながら頰ほおを指でかく。

　アイズも困ったように、少々身動みじろぎした。

「こいつらがやったとすると……」

「ああ、まずフィンはありえねえ……」

　アイズ達を取り囲む冒険者の輪。怯おびえたようにじりじりと距離を取るヴィリーに、緊張で喉のどを鳴らすボールスが頷く。小柄な小人族パルゥム、何より男であるフィンを真っ先に容疑者から外し、冒険者達は順々にアイズ達の体を見た。目撃されている謎なぞのローブの女は、外衣の上からでもわかる胸もと豊かな体つきだ。

　アイズ、レフィーヤ、と視線が移り、リヴェリアとティオナに彼等の目がとまる。

　薄い胸回り……とりわけ露出の高いティオナの胸囲たいかくを凝視した彼等は、うむ、と一様に頷く。

「こいつはないな」

「ああ、ないな」

「うぎーっ!?」

　両手を振り上げ暴れようとするティオナを羽交はがい締めするアイズ。

　ばたばたと部屋の一角が騒がしくなる中、冒険者達の疑いの目は、最後にティオネへと向けられた。

「……その体を使えば、男なんていくらでも誑たらし込めるだろうなぁ？」

　深い谷間を作る豊かな双丘、きゅっと締まった腰に大きく柔らかそうな臀部でんぶ、しなやかな太腿ふとももはほどよく肉付きが良い。

　ボールスの言葉が響く中、冒険者達の舐ねぶるような視線が、妹以上に露出の高い彼女の体にまとわりつく。

「──あァ？」

　そんな彼等に対し、ティオネは。

　目を開き、途轍とてつもない表情で、憤怒ふんぬの炎を爆発させた。

「私の操みさおは団長のものだって言ってんだろ!!」

「てめーらなんて知るか!!」

「ふざけたこと抜かしてると、その股またぐらにぶらさがっている汚きたねぇもんを引き千切るぞ!?」

　凄まじい罵詈雑言ばりぞうごんが続けざまに炸裂さくれつする。

　竜のごとき形相を浮かべるティオネはがなり立て、踏み出した一歩で床を打ち砕くだいた。

　どうどう、と今にも飛びかかろうとする実姉を今度はティオナが抑える中、逆鱗げきりんに触れた冒険者達は例外なく、盛大に青ざめて内股になる。

「……あー、ボールス。ご覧の通り、彼女達には異性を誘惑できる適性がない」

「お、おおぅ……疑って悪かった。す、すまん」

　股間に両手を添えた情けない格好でこくこくと頷くボールス。

　自身も疲れ切ったように伏し目がちになるフィンだったが、気を取り直して、あらためて室内を見回した。

「一度この場を検証したい。ものに触るけど、いいかな？」

「ああ、もう好きにしろ」

　自分の手に負えない一件だと悟ったのか、ボールスは投げやりに現場の権利をフィンに譲った。ありがとう、と返す彼はリヴェリアの手も借り遺体の周りを整理する。

　アイズ達や他の冒険者を部屋の一角にまとめ、フィンはまずハシャーナの骸むくろに手を伸ばした。

「死因は頭部の破壊……いや、どうやら最初に首の骨が折られているな」

「首を折って殺害した後、頭を潰したということか？」

「恐らくは」

　リヴェリアの問いに、原型が残る下顎と首を調べながらフィンは頷く。

　仰向あおむけに戻し顔の位置へ布をかけ直された遺体には、他の傷跡や激しく争った形跡は見られない。やはり瞬きするような僅かな時間の中で、ハシャーナはまず首を折られ、殺害されたことになる。

「何か目的があったのか……それとも」

　死体から顔を上げたフィンは、室内の隅にあるバックパックを見やった。

　血を被った全身型鎧フルプレートのパーツの前を過よぎり、残された荷物も軽く確かめる。物色された跡のあるバックパックは派手に荒らされていた。

「ローブの女は、ハシャーナの特定の荷物を狙って近付いたのかもしれないね」

「おー、わかりやすくていいなぁ。それでハシャーナの野郎はまんまと色仕掛けに乗って、殺されちまったってわけだ」

「この荷物の状態を見るに……焦あせっていたというより、相当苛立いらだっていたようだな」

　フィン、ボールス、リヴェリアと声が続く中、アイズも荷物のもとまで歩み覗き込む。

　強引ごういんに引き裂かれているバックパックは中身をかき出され、周囲にはいくつかの道具も散乱していた。確かに焦って中身をぶちまけてしまったというよりは、どこか乱暴にものに当たっていた感情が品々から見え隠れしている。

「その特定の荷物が見つからず、癇癪かんしゃくを起こして死体に当たった……筋は通りますね」

「なんかティオネみたいだねー」

「私だってこんなことしないわよ!?」

　一緒にするな！　とティオネがティオナに吠える。

　喚く彼女達を放っておき、フィンは何か手がかりはないかと荷物をあさった。

「ンー？」

　破損したドロップアイテムや回復薬ポーションなどの道具アイテムが荷物の多くを占める中、フィンが取り出したものは、一枚の血塗ちまみれの羊皮紙だった。

　見守っていたアイズの横から、ティオナ、レフィーヤが顔を出す。

「なにそれ？」

「冒険者依頼クエストの……依頼書ですか？」

　羊皮紙を開くと、大半の文字は飛び散った血に汚れ、碌に読むことはかなわなかった。

　それでも真まっ赤かに染まっている紙から、いくつかの文字を拾い上げる。

「30階層……単独で、採取……内密に……」

　フィンの唇から紡つむがれる情報ことばを聞き、アイズ達の思考が膨らんでいく。

　やがて一同の推理を代表するように。

　フィンが独り言のように呟いた。

「ハシャーナは依頼を受け、犯人に狙われる『何か』を30階層に取りに行っていた……？」

　周囲に染しみ渡るように、一度部屋に静寂が訪れる。

　膝ひざをついていたフィンは、羊皮紙を見るのを止め立ち上がった。側にいるボールスの顔を見上げて尋ねる。

「ハシャーナが普段身に付けていた装備品に、覚えはあるかい？」

「んん～～っ、ちょっと待てよ。あいつの名は有名だが、街リヴィラの中じゃあんま見かけたことがねえような……ヴィリー、何かわかるか？」

「確か、前は……兜を被ってたな。主神ガネーシャと似たような感じの、顔が見えにくいやつ。でも全身型鎧フルプレートはつけてなかった、これは間違いねえよ」

　ふむ、とボールスとヴィリーの言葉を聞き、顎に手を添えるフィン。

　床に横たわる褐色の遺体を見つめる彼の横で、リヴェリアが口を開く。

「ハシャーナは引き受けた依頼のために、素性を隠していたようだな。恐らくは【ファミリア】の者にも話さずに」

　リヴェリアの翡翠ひすい色の瞳が、血塗れの全身型鎧フルプレートに向く。

　恐らくは今回のためだけに用意された鎧には、【ガネーシャ・ファミリア】のエンブレムも存在していない。

　街の中でこれほど騒ぎになっているにもかかわらず、派閥の者が何も行動を起こしていないところを見ると、やはりハシャーナはたった一人で──個人的に依頼人クライアントから依頼を受けたのだ。

「……ボールス、一度、街を封鎖してくれ。リヴィラに残っている冒険者達を出さないでほしい」

　要請を行うフィンのもとに、部屋の者達の視線が集まる。

　石のような顎をさするボールスは、眼帯をつけた顔を渋そうにする。

「まだ犯人が何気ない顔で街を出歩いてるってか？　オレ様だったら、とっくにトンズラこいてるがなぁ」

「ハシャーナほどの人物が極秘に当たる依頼……犯人が探していたものは、よほどの代物だった筈だ。殺人まで犯してる。もしまだ確保できていないとしたら、手ぶらでは帰れないだろう」

　それに、とフィンは続けると、ぺろりと右手の親指を舐めた。

「きっとまだいると思うよ……勘だけどね」

　足もとから静かに見上げてくる碧眼に、ボールスは神妙な顔で、わかった、と頷いた。

　彼は太い腕を振って部屋の者達に指示を飛ばす。

「北門と南門を閉めろ。それから街の中の冒険者達を一箇所に集めるんだ。従おうとしねえ奴やつは、犯人だと決めつけて取り押さえちまってもいい。ヴィリー、新しく街に来た冒険者には事情を話して別のところにまとめとけ」

「わ、わかったっ」

　ボールスの舎弟達が慌ただしく動き出す中、ティオナ、ティオネ、レフィーヤ、そしてアイズはその様子を外から眺める。

「なんだか、すごいことになってきたね」

「うん……」

「ここまできたら、ハシャーナの弔とむらい合戦ね。絶対に犯人を捕まえるわよ」

「は、はいっ」

　アイズはティオナ達に相槌あいづちを打ちながら、物言わなくなった遺体を見つめた。

　そっと目を伏せ追悼の念を抱きながら、やがて顔を上げ、ティオナ達とともに自らも行動を始める。

　リヴィラの街は、今まさに揺れ動こうとしていた。
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　場は緊迫した様相を呈していた。

　うららかな午後の日差しを浴びる暖かな街路の雰囲気に反して、ロキの周りにいる者達の空気は厳しい。それぞれの表情を浮かべながら、この場にいる四人は互いを見つめ合っている。

　ベートの警告から数瞬後、ややあって場が動いた。

　ディオニュソス達を鋭く睨み付けているベートに対し、エルフの団員が主神を守ろうとばっと身を翻ひるがえす。

「止せ、フィルヴィス。お前では彼に敵わない」

「ですがっ……ディオニュソス様」

　主神の言葉に、フィルヴィス、と呼ばれた少女は、彼を背に庇かばったまま退しりぞこうとしない。

　純粋なエルフの少女だ。その顔立ちの造形はもはや言うまでもなく、宝石のような赤緋せきひの瞳が白い肌に映えている。纏っている短いケープを始めとした服も純白を基調としたもので、また露出が非常に少ない。長い襟えりが首まですっかり隠し、肌をみだりに晒さないエルフ族の潔癖性が色濃く反映されていた。

　腰まで届く濡ぬれ羽色ばいろの長髪は真まっ直すぐ流しており、その白い衣装もあって、ともすれば巫女みこという言葉も浮かんでくる。

　美しい娘むすめだ、という感想をロキが心の隅で場違いに抱いていると、少女の肩に手を置き、ディオニュソスが前に出た。

「逃げも隠れもしない。だからロキ、訳わけを聞いてくれないか？」

「……ええやろう。適当にどこか店に入ろうか」

　潔い態度と、真っ直ぐ自分のことを見つめてくる硝子色の瞳に、ロキはその申し出にまずは了承した。

　街路の側にあった赤煉瓦あかれんがのホテルの一階、外とは窓で仕切られている休憩室ラウンジを利用する。宿の者には多めの金を握らせ、融通を利きかせてもらった。

　他者は勿論もちろん子供達にも聞かれたくないのか、「できれば神々われわれだけで話したい」という要望も告げられ、ロキはそれも受け入れる。

「おい、いいのか」

「まぁ、大丈夫やろう。何かあったら合図送るから、ベート、助けにきてなー？」

　耳打ちするベートに言葉を返す。わざとらしくしなを作ると、彼は萎えたような表情を浮かべて、ホテルの外、休憩室ラウンジの真正面で大人しく待機した。

　他の席とは離れた個室にも似た場所に通され、ロキはどかっと腰を落とす。

「よし、おら話せ」

　テーブルに片肘をつき身を乗り出すロキ。

　怪物祭モンスターフィリアの一件及び食人花のモンスターのことについて根堀り葉掘り聞き出そうとするその姿勢を前に、ディオニュソスは「ああ」と頷いた。

「まずは誤解を解きたい。私は、ロキが思っているだろう事件の首謀者ではない」

　彼を犯人扱いしていたロキは眉を訝いぶかしげに曲げたが、そこでは何も言わず、顎を動かし続きを促した。

「確認を取りたいんだが、ロキが追っているのは……食人花のモンスターにまつわることで間違いないかい？」

「ああ、そうや。追っとったら、自分がさっき現れたっちゅうわけや」

　そうか、と言う目の前の神物じんぶつは軽く息を溜めた。

「どこから話そうか……」

　思案するように目を伏せ、卓の上へ視線を向けるディオニュソス。

　窓を一枚隔てた外、ベートとフィルヴィスが隣に並んで背を向けている中、時間を置いてその口がゆっくりと開く。

「私はあの食人花のモンスター達のことを探っている。いや、探っていた」

　再びロキと目を合わせ、彼は語り出した。

「一ヶ月前、私の団員が殺された」

「！」

　驚くロキに、ギルドに裏を取ればわかる、とディオニュソスは続ける。

「殺した手口は単純だ。正面から近付いて、首を摑み、折った。死亡した三人の団員は即死したようだった」

「……その子達のＬｖ．は？」

「二人はＬｖ．１、そして一人はＬｖ．２だ」

　ディオニュソスの話が真実ならば、上級冒険者を無造作に殺害できるほどの実力者が凶行に及んだということになる。

　ロキは頭を回しつつ、話の続きに耳を傾けた。

「子供を殺され黙っていられなかった私は、独自にこの事件の調査を始めた。そして調べていく内に、私の団員は何かを見てしまったために消されたのではないか、という推理材料を見つけた」

「なんや、それは」

「これだ」

　懐から取り出されテーブルに置かれたのは、極彩色の魔石だった。

　卓の上で輝く毒々しい結晶を、ロキは押し黙って凝視する。

「一ヶ月前に見つけたものは、これよりもっと小さく、砕けたような本当に欠片かけら程度のものだった。これは怪物祭モンスターフィリアの当日、貴方ロキの【剣姫】達が倒したモンスターから抜き取ったものだ。ギルドに回収される前より先にね」

「そんなことやってたんか……にしても、随分と危ない橋を渡ったなぁ」

　もしこのことがバレていれば、ディオニュソスは要らぬ疑いをかけられ、下手をすればそれこそ事件の犯人と見なされていたかもしれない。

　感心と呆あきれを半々ずつ顔に浮かべるロキに、彼は苦笑するように唇を上げる。

「子供達の遺体とこの魔石があったのは都市東の寂れた街路。今ちょうど私達がいる、この周辺だ。そして、この辺りでは近日中に迫っていた大きな行事イベントがあった」

「怪物祭モンスターフィリア、か……」

「ああ。偶然かもしれなかったが、因果関係があるのではないかと思ってね。祭りの当日に何かが起きるんじゃないかと、網をはっていたんだ」

　そして、実際にことは起きた。

　美神フレイヤという余計な因子が交ざった上での出来事ではあったが、極彩色の魔石を内包する食人花のモンスターは、ディオニュソスの予感通り姿を現した。

「今日ロキ達とばったり出くわしたのも、下水道に残り香があったのも、私達もまたあの食人花のモンスターを追って調査していたからだ。……生憎あいにく、私の子よりモンスターの方が強いようで、全ては中途半端はんぱに終わっているが」

　最後は自嘲するように肩をすくめ、ディオニュソスは一度話を切り上げる。

　ロキがいくつか質問をすると彼は全てに答えた。旧地下水路の出入りはどうやっていたと尋ねれば、あのフィルヴィスにもとの錠前を破壊させ似たものを新しく設置した、と返ってくる。

　ギルドから魔石を横取りした件と言い、顔に似合わず躊躇ちゅうちょしない男やな、とロキは思った。何を考えているのか察したのか、対面の男神は甘い美顔マスクで微笑んでくる。

「止めろ気色悪い」と、ロキはほとほと嫌そうに手を振った。

「……まぁ、取りあえず、自分の話を信じることにしたる。後で裏を取れば確かにほんまかはわかることやしな」

「すまない。ありがとう、ロキ」

　疑いが解けたことにひとまず安心したのか、ディオニュソスはふぅと小さく吐息をする。

「実はガネーシャの『宴』の際も、私の子を殺害した者が所属する【ファミリア】を探っていてね。他の神達に揺さぶりをかけていたんだ」

　ここに来てそう白状するディオニュソスに、そういえば、とロキは先日の『宴』での出来事を思い出す。

『今度こそ何か悪巧みでも企たくらんでいるんじゃないか？』──この男はあの時、確かにそう問いかけてきた。

　自分ロキにもしっかり揺さぶりをかけ、反応を窺っていたのか。

　こんにゃろう、とロキは内心で歯嚙みする思いだった。

「……しかし、Ｌｖ．２の冒険者を正面から、何の小細工もなしに、あっさりと息の根を止める、か。その犯人こどもはＬｖ．３、いやＬｖ．４並みの上級冒険者っちゅうことか？」

「ああ、そうなるだろう」

「Ｌｖ．３以上の冒険者がおる【ファミリア】となると、一気に候補が絞られるなぁ」

　だからこそ、ディオニュソスもロキに探りを入れてきたのだろうが。

　アイズ達第一級冒険者を保有する【ロキ・ファミリア】を疑わない理由はまずない。

「いや、ヘルメスのように、眷族の【ランクアップ】の申請をあえてせず秘匿する者もいる。油断はできない」

「あの優男、そんなことやっとるんか……」

「ああ。子の噓うそは筒抜けであっても、神が考えていることは神にもわからない」

　神は曲者くせものが多い、とディオニュソスはそこで語調を強めた。

　この密談の席で初めて眉を逆立て、はっきりと宣言する。

「私にとって都市にいる神は全て容疑者、子供の仇かたきだ」

　視線を逸らさず、強い意志をあらわにする金髪の男神。

　彼の硝子色の瞳に見つめられるロキは、ふぅん、と目を軽く開く。

　そして笑みを浮かべ、面白おもしろそうに尋ねた。

「で、うちのことは？」

「……限りなく白になった、かな」

「そこはもう、完璧かんぺきに真っ白にしとけや」

　微笑するディオニュソスにロキは悪態をつく。

「少なくとも都市の神々の中では一番信用しているよ」と笑いかける彼に、どうだかなー、と胸の中で呟いた。

「その犯人の狙いが何かわからんけど、ま、これで終わりはないやろうなぁ。下水道にモンスターおったし」

「ああ、きっとそうだろう」

「そっちは前から色々調べて回ってたんやろう？　誰か相手に目星つけとらんのか？」

　ロキのその問いかけに、ディオニュソスは表情を消し、目を細めた。

　心なし身を乗り出し、誰の耳にも入らないように声音を落とす。

「ロキは、あの食人花のモンスターがどうやって地上に運び込まれてきたと思う？」

「……普通に考えれば、フィリア祭をやるためにモンスターを捕獲してきたガネーシャのところやな」

　闘技場には様々なモンスターが、怪物祭モンスターフィリア当日以前から運び込まれていた。

　疑われることなく堂々と、しかもギルドに取り締まられることなくダンジョンからモンスター達を地上に上げられるのは彼かの派閥しか存在しない。

「けど、あの子供大好きなガネーシャやぞ？　自分から子供達を危険に陥おとしいれるような真似まね、まずせんわ」

　脳裏に浮かぶのは象の仮面を被り、常に奇異な言動をしている浅黒の肌の男神だ。

　愛すべき馬鹿ガネーシャに限って顔の裏表はありえない、とロキは断言する。むしろ疑うのが馬鹿ばか馬鹿しいと。

「それやったら、まだどこぞの美神いろボケみたくモンスターを横からかっさらったとか、それかガネーシャの配下こどもが自分達だけで悪巧み考えとった、とかの方が……」

　と、そこまで言うロキを遮さえぎって、ディオニュソスは首を横に振る。

「違うぞ、ロキ。前提を違たがえている」

　そして彼は眼前まで顔を寄せ、視線を絡めながら告げた。

「ガネーシャ達にモンスターの捕獲を命じたのは誰だ？　それ以前に、怪物祭モンスターフィリアなどと言う催しを企画したのは、誰だ？」

　今度こそ、ロキは目を見開いた。

「全部ギルドの仕業って言いたいんか？」

　尋ね返すロキに対し、ディオニュソスは無言の肯定を取った。

　まじまじと彼の顔を見つめるロキは「ありえへん」と小さく首を振るう。

「今まで都市の平和を守ってきた、あの管理組織ギルドやぞ、ウラノスやぞ？　今になって都市を脅おびやかす真似してどうするっていうんや」

「だが、私が一番黒と疑っているのはギルドだ。少なくとも、疑うだけの理由がある」

　確かに、怪物祭モンスターフィリアの開催の発端はギルドによるものだ。ロキ達神々の酔狂から始まった催しではない。

　怪物祭モンスターフィリアの歴史はその実じつ浅く、比較的最近になって唐突に提案された。ギルド側からは祭りについて大した説明もなく、神会デナトゥスにおいてもただ『面白そうだから』という理由で企画を認めた背景もある。

　ディオニュソスが何故なぜ危険を冒してまで食人花のモンスターの魔石を奪い取ったのか、ロキはこの時に悟った。もとより彼はギルドを疑ってかかり、彼等に先を越されない内に行動を起こしたのだ。

　黙りこくるロキ。

　口を噤つぐんだ彼女をしばらく窺っていたディオニュソスは、おもむろに切り出す。

「そこで提案なんだが」

「……？」

「ロキがギルドに探りを入れてみてくれないか？」

　呆気あっけに取られたロキが動き出すまで、しばらく時間がかかった。

「はぁっ？」

「ギルドがもしＬｖ．３以上の駒……ウラノスが私兵を持っているとすれば、私の【ファミリア】が迂闊うかつに近付いては危険だ。その点、都市最強とも名高い【ファミリア】を率いるロキならば憂いはないだろう？」

「おいっ、コラッ、ふざけんなっ。誰がそんな面倒な真似するかッ」

　怒気を含ませた声で言い返すが、ディオニュソスはどこ吹く風だ。

　そして食えない顔でその硝子色の瞳を細める。

「ロキもこのまま、何事もなかったかのように引き下がるのは無理だろう？」

　──このヤロウ。

　ロキは目の前の男の襟首を摑んで、頰に張り手を叩き込みたい衝動に駆られた。

　ディオニュソスの言葉通り、可愛い眷族アイズ達が巻き込まれたにもかかわらず大人しくしている真似は、ロキにはできない。目の前に手がかりが吊つるされているなら食いつかない道理はなかった。

　憎らしいほど満面の笑みを浮かべるディオニュソスは、キラッとその白い歯を輝かせる。

「……さては自分、遅かれ早かれうちを巻き込むつもりやったな？」

「まさか、偶然だよ」

　一杯食わされた感覚を味わいながら思わず舌打ちをする。

　ロキの指摘を一度否定したディオニュソスは、そこから言葉を繫つなげる。

「ただ、誰かに協力を仰ぐつもりではあったけどね」

　いけしゃあしゃあと話す目の前の男神に、ロキはもはや険悪な視線を隠そうとしなかった。

　刺々とげとげしいその眼差しに一笑を漏らすディオニュソスは、引き際を心得ているように、ゆっくりと席から立ち上がる。

「私達もこちらで調査する。もしよかったら、考えてみてくれ」

　何か進展があったら知らせるよ、と言い残し、彼は休憩室ラウンジから出ていった。

　去っていく後ろ姿を穴のあくほど睨み付けていたロキは席に座り直し、くっそー、と歯を剝きながら唸うなる。頭の裏で両手を組み、しばらく思案するように虚空を見据えた。

　時間を忘れ、窓の外にいたフィルヴィスが姿を消したことに気付けないでいると。

　ベートが一人、休憩室ラウンジへ様子を見にやって来た。

「オイ、もういいのか？」

　尋ねられても同じ体勢のままでいたロキは、手を解ほどく。

　腹をくくったように、勢いをつけて立ち上がった。

「すまん、もうちょっと付き合ってくれ、ベート」

　不真面目ふまじめな態度が鳴りをひそめた主神の姿に、ベートは溜息交じりに、そして何も言わず黙って従った。ホテルを出た二人は東のメインストリートを抜け、中央広場セントラルパークを経由して北西のメインストリートへと向かう。

『冒険者通り』の名でも親しまれる目抜き通りに入ってしまえば、荘厳な万神殿パンテオン──白い柱で造られたギルド本部の一部は、どこからでも視界に映り込んできた。

「ベートはここで待っとって」

「またかよ……」

「もし一時間経たっても戻ってこんかったら、うちに何かあったと考えて動いて構わへん。頼んだで」

　ベートに再び待機を言い渡し、ロキはギルド本部の前庭の半ばまで進んだ。

　ここからは余計な警戒心を与えないためにも、己の身一つで行った方がいい。少なくとも話を聞く前に門前払いをされずには済む。

　用があるのはギルドの中核、とある一柱の神が座す、本丸ただ一つだ。

「さて、何が出てくるかなぁ……」

　美しい純白の神殿を一頻ひとしきり眺めた後、歩みを再開させる。

　青い天空が頭上一杯に広がる中、冒険者達と次々とすれ違い、ロキはギルド本部へ足を踏み入れた。
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　ボールスによって封鎖命令が下された『リヴィラの街』の中は、いつにないざわめきと動揺が伝播でんぱしていた。

　騒ぎは一向に収まらない中、力自慢のドワーフ達によってアーチ門前に鎮座していた大岩が押し出され、二つの出入り口である北門と南門が塞がれる。

　白と青の水晶の街は、今や冷たい牢獄と化していた。

「集まるのが早かったね」

「呼びかけに応じねえ奴は、街の要注意人物一覧ブラックリストに載せるとも脅したからな。そうなりゃどこの店でも即叩き出しだ。この要所まちを今後も利用してえ奴等は、嫌々でも従うってもんよ」

「それに、一人でいるのは恐ろしい、か」

　ああ、とフィンの呟きにボールスは頷く。彼等の視線の先で揺れ動いている人集ひとだかりは、程度の違いはあれその顔に不安と恐怖を抱えていた。

　既にボールスの口から第二級冒険者ハシャーナが殺害されたことは伝えられている。第一級冒険者に匹敵ひってきする殺人鬼が街のどこかに潜伏しているとなれば、個人行動に危惧を抱くのは当然の成り行きだった。

　場所は水晶広場。街の中心地であり、見通しのいい開けた空間は街中でも最も広い。広場中央には大きな白水晶と青水晶の柱が双子のように寄り添っており、その側には血塗れの全身型鎧フルプレートを始めとしたハシャーナの私物も運び込まれている。

　周囲には水晶や出店が立ち並ぶこの広場で、冒険者一同は集結していた。

「お前等以外の第一級冒険者が見つかりゃあ、わかりやすかったんだがな……」

「最初から騒動を起こすつもりでいたんだろう。変装をしているか、あるいは公式のＬｖ．を偽っているのか……安易に疑われない対策の一つや二つは取っている筈だよ」

「相手も馬鹿じゃねえか」

　双子水晶の下で冒険者達を見回すフィンとボールス。

　ざっと数えても、集まった人数は街の住人を合わせ五百に届く。迷宮の拠点として賑わう『リヴィラの街』の平均的な総人数と比較すると、少なくもなければ多くもない数だ。

「この人数を調べるの、大変そうだね……」

「うん、でも……ここからもっと、数を絞れるから」

　フィン達の側で集まった冒険者達に圧倒されていたティオナは、アイズの返答に「はえ？」と目を丸くさせる。

「ハシャーナさんを襲った人は、女の人の筈だから……」

「あ、そっか！　女の冒険者だけを調べればいいんだ！」

「それくらい気付きなさいよ、あんた……」

「付け加えるなら、男の欲情をそそるような体の持ち主、という点だな」

　アイズの答えに合点が行ったとばかりに笑う実妹に、ティオネは呆れ、その横からリヴェリアが補足する。「それなら楽勝じゃん！」とも続けるティオナに、レフィーヤは思わずといった感じで苦笑した。

「【ステイタス】……Ｌｖ．を確かめさせてもらうのが一番手っ取り早いが、流石にそれは情報秘匿の規則ルールに違反する」

「我が物顔で調べれば、都市中の【ファミリア】から反感を買ってしまいますしね」

　リヴェリアの言葉に、レフィーヤは相槌を打った。

　やがてアイズ達が見守る先で、冒険者達は男性と女性に分けられていく。二百名ほどの女性冒険者達はアマゾネスの種族が多かった。まるで『古代』に行われていた魔女狩りのように一箇所に集められ、多くの男達に取り囲まれる。

　ある女戦士アマゾネスはやましいことは何もないとばかりに胸を張り、ある猫人キャットピープルの少女は居心地悪そうに肩をすぼめ、にょろにょろとその細い尻尾を落ち着きなく動かしていた。

　現在18階層は『昼』。

　広場に設置されている巨大な砂時計──『昼』や『夜』の階層時間帯のおおよその経過を知らせる手動の器械──が落下する砂を残り僅かとする中、準備は整った。

　地下の青空に見下ろされながら、犯人の特定に取りかかる。

「まずは無難に、身体検査や荷物検査といったところかな」

「うひひっ、そういうことなら……」

　フィンの助言に嫌らしく笑うボールスは、顔を上げて女性冒険者達に叫んだ。

「よぅし、女どもぉ!?　体の隅々まで調べてやるから服を脱げーッ!!」

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!』

　ボールスのその要求を聞き、全ての男性冒険者が熱烈な歓声を上げる。

　諸手を上げて俄然がぜんやる気を漲みなぎらす浅ましい男達に、ふざけんなーッ！　死ねーっ！　と女性冒険者達から大顰蹙だいひんしゅくの声々が飛んだ。

「馬鹿なことを言っているな。お前達、我々で検査をするぞ」

「はーい」「うん」「男共こいつらの団結力ってなんなの？」「わ、わかりましたっ」

　雄叫びを上げる男達を放っておき、リヴェリアが検査を受け持つため歩み出る。声をかけられたアイズ達は彼女の後に従った。

　ぶーぶー、と男性冒険者が野次を垂れ流す中、アイズ達は横一列に並び、それぞれの女性冒険者に対応しようとする。

「それじゃあ、こちらに並ん、で……」

　自分の前に列を作るよう指示しようとしたレフィーヤの声が、不自然に途切れる。

　彼女の視線の先、女性冒険者達はアイズ達を見向きもせず、ずらりとフィンの前に長蛇の列を作っていた。

『フィン、早く調べて!?』『お願い！』『体の隅々まで!!』


「…………」



　多くの少年趣味おんなが、遠い目をするフィンに詰め寄る。

【勇者ブレイバー】フィン・ディムナ。

　オラリオにおける女性冒険者人気の一、二を争う、第一級冒険者だ。

「あ・の・アバズレどもッ……!?」

「ちょっとぉ、ティオネー!?」

「離しなさいっ!?　団長が変態どもに狙われているのよ!?」

　フィンに殺到する女性陣を見てブチ切れるティオネ。暴走しようとする姉を必死に羽交い締めするティオナは「鏡見てから言いなよー！」と叫び散らす。

『フィンが押し倒されたぞー！』

『いや、お持ち帰りされたー！』

「──うがァあああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　男性冒険者の悲鳴が響き渡り、続いて小人族パルゥムの少年が連れさらわれていく。

　怒り狂ったティオネが妹の拘束を振り解き、街の広場は大混乱に陥おちいった。

「うん、と……」

「あぁ、もう何が何だか……」

　犯人探しどころではなくなった目の前の光景に、アイズとレフィーヤは頭を痛める。

　乱闘を止めようとリヴェリアとティオナが慌てて介入する中、締まらない雰囲気が辺りに充満した。

「……？」

　ふと。

　困ったように視線をさまよわせていたアイズの瞳が、人込みの中からとある人物を捉える。

　中型の小鞄ポーチを携えた、犬人シアンスロープの少女だ。

　小麦色の肌の顔を、今は病気かと見紛うほど青白く染めている。

「アイズさん？」

　動きを止めじっと彼女を見るアイズの視線に、レフィーヤも気付いた。

　騒がしい人立ちの中で一人浮いている犬人シアンスロープの少女は、双子水晶のある広場の中心地を愕然がくぜんと見つめたまま、震え、怯えている。

　彼女は後退あとずさりした後、集団の混乱を利用するように、素早く広場から逃げ出した。

「──行こう」

「は、はい！」

　その不審の身を放置する選択肢はなかった。

　声をかけるアイズにレフィーヤは頷き、急いで少女の後を追った。
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（面倒なことになった……）

　その人物は、胸中で呟いた。

　今は小人族パルゥムの少年を巡って抗争が起こっている広場の中心地を眺めながら、溢れかけている億劫そうな溜息を口の中にとどめている。

（やはり殺したのは早計だったか……しかし見られたからには口を封じなくては……エニュオにも言い付けられている）

　男の喉を潰し、骨を折った感触は、未いまだ手の中に残っていた。

　指を小さく蠢かしその右手を浅く開閉しながら、行き場のない感情を持てあます。

（さて、どうするか……動きにくくはなった……いや、そもそもアレはもうこの街にはないのか……まだ残っているような気はするんだが……）

　心の中でブツブツと呟きを繰り返す。

　群衆の中に紛れ込みながら、広場の中心で場を取り仕切る者達を油断なく見据え、思考を働かせる。

（これ以外にも『アリア』の件もある……ああ、面倒臭い……）

　苛立ちの感情を膨らませ、いっそこの場にいる者達を皆殺しにしてしまおうかと、そんな自棄的な考えが過よぎった瞬間──その光景が視界を掠めた。

　人込みの中を走る獣人の冒険者に、それを追う金髪の剣士とエルフの魔導士。

　追われ、追う彼女達は、ただならぬ雰囲気で脇目も振らず、広場から離れていく。

「……」

　コツ、と音を鳴らし、その人物は足の向きを変えた。

　沈黙を纏いながら群衆の間を縫い、怪訝けげんそうな視線を浴びながら、少女達を追う。

　階層の上空、天井に咲き誇る水晶の大輪。

　水晶の光はゆっくりと薄れていき、街には『夜』が訪れようとしていた。
















　ギルド本部の入り口をくぐり、ロキは広いロビーを突っ切っていく。

　夕刻を前にした午後の時間帯、迷宮探索に繰り出しているせいか、冒険者の数は最高潮ピーク時に比べれば随分と少ない。見目麗しい受付嬢を熱烈に口説いている者の姿に、おーおーと感心しながら周囲をざっと見回す。

　冒険者依頼クエストが貼はり出される巨大掲示板や面談用ボックスの周囲にたむろする冒険者達より、やはりロビーの随所で待機しているギルド職員の姿が目立つ。黒いスーツとパンツをぴしっと着こなす彼等彼女等の中には、既に女神ロキの存在に気付いている者もいた。こちらが自らにこやかに手を振ると、彼女達は微笑ほほえみを浮かべ、綺麗きれいな一礼をする。

　まるで暇潰つぶしにぶらりと足を運んだという体で、ロキは美しい白大理石で造られたロビー内を歩んでいった。

「お、ミィシャちゃん。仕事頑張っとるなぁ」

「あ、ロキ様ぁ」

　顔見知りを見つけ、ロキは窓口の一角に近付いた。

　陽気に手を上げると、ヒューマンの受付嬢はどこかほわほわとした笑みで迎える。

　ギルド受付嬢の一人であるこのミィシャ・フロットとは、先日の怪物祭モンスターフィリアで知り合ったばかりの関係だ。事態の収拾のために協力したロキと連携し、ちょろちょろと動き回っては街の情報を提供してくれたのである。

　身長は一五〇Ｃセルチほどと低く、桃色の髪はそのあどけない容姿に合って可愛かわいらしい。どちらかといえば容姿端麗の美人揃ぞろいの受付嬢の中で、童顔の彼女の存在は珍しかった。

「何か御用ですか？」

「そうやなぁ、ちょっと聞きたいことあるんやけど」

　時折舌足らずにもなる彼女の前で、窓口に寄りかかるように肘を置く。

　にこやかに笑いながらロキは尋ねた。

「ウラノスおる？」

　その名が出た瞬間、ミィシャは動きを止めた。

　穏やかな空気が流れるロビー内で、彼女とロキの周りだけが切り離されたように静まり返る。

　やがて瞳ひとみをまん丸にしていたミィシャは、目に見えて慌て出した。

「ウ、ウ、ウラノス様ですかっ？　えと、あのっ、そのぅ……!?」

「ミィシャちゃん、あかん。みんな忙しいんやから、一人でお仕事せな」

　周りに助けを求めようと顔を振る彼女の手を、ロキは優しく取って囁ささやいた。

　他ほかの受付嬢達は席を外しているのか、窓口にはミィシャを除のぞき誰だれもいない。離れた場所からうろたえる彼女の様子を眺める職員達は、また女好きの女神にちょっかいを出されているのだろうとその程度に捉とらえる。ミィシャは一人孤立していた。

　ロキの目の前で、彼女はあたかも蛇へびに巻き付かれたような表情を浮かべる。

「……う、上層部うえに連絡を取りますのでっ、しょ、少々お待ちを……」

「そういうのは面倒やからええわ。ほんじゃミィシャちゃん、質問に一個だけ答えてくれん？」

　何とかその場を離れようとするミィシャの手をぎゅっと離さず、指で軽くなぞる。

　小動物のようにびくびくしながら「な、なんでしょうか……？」とおそるおそる上目遣うわめづかいになる彼女に、ロキは変わらない笑みで問いかけた。

「ウラノスはいつもんとこ？」

「……」

　はいともいいえとも答えられない童顔の受付嬢は、視線をそっと横に逃がす。

　顔に出やすいそんな彼女の様子に、ロキは破顔はがんした。

「ミィシャちゃん、ありがとなー。今度酒さけ奢おごるわ」

「ロ、ロキ様!?」

　手を振りながら礼を告げ、窓口を離れる。

　そこからのロキの動きは電光石火だった。

　窓口の側を掠かすめ、ロビーから奥に続く関係者以外立ち入り禁止の廊下へと進む。風を切るような速く軽かろやかな歩行でずんずんと前を行き、書類の束たばを抱え持つギルド職員達と何度もすれ違う。

　あまりにも堂々と、そして颯爽さっそうと歩を進める彼女に、不意打ちを食らったように反応ができない職員達は、口を半開きにした状態で声をかけることもかなわなかった。

「確かこっちの道であっとるような気がしたんやけどなぁ……」

　作業机デスクがぎっしりと並ぶ第二事務室、図書館然とした資料室、本部一階の各部屋の前を通り過ぎながら、ロキは顔を振る。

　以前訪れた記憶を頼りに職員専用の廊下を何度も曲がっていくと、やがて金糸が用いられた鮮やかな赤絨毯じゅうたんが視界に飛び込んでくる。「おっ」と言って歩みを速めると、広く長大な一本の通路にぶつかった。

　列柱が立つ大通路に敷かれた赤絨毯は、道の先、地下に伸びる階段まで続いている。

「──お待ちください、神ロキ!?」

「ん……来おったか」

　地下階段に向かおうとするロキを呼び止めるのは、ばたばたと連続するいくつもの足音だ。

　大勢のギルド職員を引き連れて現れたのは、中年のエルフの男性だった。

　通常の職員より遥はるかに品質のいいスーツを着込んでいるが、その今にも音を鳴らしそうな腹の肉がでっぷりと衣装を押し広げている。弛たるんだ顎あごから滴したる汗を何度も手の甲で拭ぬぐい、後退している生え際からは短い白髪を盛んに揺らしていた。心なし尖とがった耳も萎しおれている。

　身長は低くはないのだが、いかんせん横幅のある体付きが彼の背丈を必要以上に縮ませて見せている。肉付きの良い足も同様、太く、短い。

　一般人が思い浮かべる眉目秀麗しゅうもくびれいのエルフ像とは、彼は大きくかけ離れていた。

「よぉ、ロイマン、久しぶり。元気やったか？」

「か、神ロキッ、ここはウラノスの祭壇に続く神聖な道っ、お引き取りくださいっ！」

　ロキが気軽に声をかけると、エルフの男性は配下の者達とともに正面で止まった。

　ぜぇっぜぇっ、と一人息が上がっている彼こそが、事実上ギルドの最高権力者、ロイマン・マルディールである、

　長寿種族のエルフであるロイマンは、既に一世紀以上ギルドに勤めており、十年以上も前に組織の長に就任した。齢よわい百五十を超えている彼は都市運営に当たっての最終決定権を持ち、同時にその地位に居座ることで、豪遊した生活を連日のように送っている。

　エルフであることを忘れたような肥え太った体は、まるで一代で富を築いた豪商人のようだ。「今すぐお戻りください！」と連呼している彼の声を聞き流しながら、ロキは友好的フレンドリーに歩み寄った。

「んぅー、まーた太ったんちゃう？　こんなブニブニしおってー」

「どこを摑つかんでおられるのですかっ……！」

　相手の肩に右手を回し、左手で腹の肉を摑むロキ。

　引っ張っては伸ばし、あるいはたぷたぷと揺らしてくる彼女に、ロイマンは目もとを痙攣けいれんさせた。何度も振り払おうとするが、ニヤニヤと笑うロキはくっついて離れない。

　ロイマン・マルディールという人物は、オラリオの全すべてのエルフに忌み嫌われている。

　種族の誇りと矜持きょうじを忘れた厚顔無恥。金に溺れて堕落し、あまつさえ太り果て醜くなった彼を『ギルドの豚』と唾棄する者は多い。あのリヴェリアでさえ「一族の恥だ」と言って痛烈に評している。

　赤くなってキーキーと喚わめいているそんなロイマンを、子供は可愛いなぁ、と。

　隣で肩を組みながら、ロキはリヴェリア達とは逆に、そんなことを思う。

　あの聡明なエルフでさえこうまで堕落する。子供達は何て愚かで愛しいのだろう──ロイマンを見る度に、道化をこよなく愛する女神はそう感じるのだ。

　これだから下界は面白おもしろいのだ、とも。

「神ロキッ、繰り返しますがここは本来立ち入ってはならない場所、そもそも絶対中立であるギルドにはいくら神といえど不可侵であって……！」

「固いこと言うなっちゅうに。ちょーっとウラノスに聞きたいことがあるだけや、ええやろ？」

「いけませんっ、なりません！」

　豪奢ごうしゃな絨毯の上で突っかかってくるロイマンをあしらいながら、ロキはちらりと視線を飛ばす。周りの者達はギルド長と神の言い争いに口出しもできず、困ったように立ちつくしているだけだった。

　ロイマンは、ギルドを疑うならば確かに探りを入れなければならない人物の一人であるが……まぁ白やろ、とロキは確信している。放蕩ほうとうした日々を送り続けている彼が、都市を脅おびやかす真似まねをしてみすみす今の生活を手放す筈はずがないからだ。彼を言葉巧みに誘導する進言者、例えばこの周りにいる職員達の方がまだ探る価値はある。

　しかし、あくまでロキの狙ねらいはギルドの中核──あの地下階段の先で待つ者だけだ。

（どうするかなー）

　ロイマン達に見つかる前に、あの階段を下りなければいけなかった。

　いくらロキが神の一柱とはいえ、あの先に向かおうとすればこの場にいる彼等は実力行使で取り押さえ、建物の外に放り出すだろう。それほどまでにあの地下の存在はギルドにとって重要であり、かつロイマン達は余計な部外者が接触することを恐れている。

　むにむに、と依然ロイマンの腹を玩具おもちゃにしながら、ロキは思考に耽ふけった。

『──構わん。ロイマン、通せ』

　その時だった。

　赤絨毯と列柱が導く先、地下階段の奥から、厳威げんいのこもった声が届いてきたのは。

「しかし、ウラノス……！」

『よいと言っている。お前達は退ひけ』

　呻うめくロイマンを、低い声音はそれきり黙らせた。

　彼はロキと地下階段を何度も交互に見た後、がっくりと項垂うなだれ、他の者達とともにぞろぞろと大通路を後にした。

　ロイマンの丸い背中を消えるまで見送ったロキは、階段のある方向に振り向く。

　声の主は沈黙しており、無言で通行の許可を出している。しんと静まり返った広大な通路の中で、一人絨毯を踏みながら、地下へと続く暗い闇やみの先へと進んだ。

「……」

　かつん、かつん、と靴音が反響していく。

　魔石灯の光が心もとない長い階段。ロキは壁に手をつきながら段差を下りていく。

　──ギルドの起源は今から約千年前にまで遡さかのぼる。

『古代』と呼ばれている時代、この地では地下に置いた大穴から溢あふれ出るモンスターと人類がしのぎを削り合っていた。

　大穴を塞ふさぐ『蓋ふた』──塔と要塞の完成が求められる中、ギルドの前身機関が主導するモンスターの地上進出阻止の計画は、しかし何度も挫くじかれることになる。

　完成のあと一歩のところでことごとくモンスター達に破壊され、その度に数え切れない犠牲者が出た。偉大なる多くの英雄達もまた、散っていった。

　やっとの思いで塔を一度築き上げるも、もう何度目とも知れない計画の崩壊に、人類が絶望に打ちひしがれていたその時──天から光は降りそそいだ。

　神々の降臨である。

　モンスターに蹂躙じゅうりんされる下界の各地に神が現れ、この地にも多くの神々が降り立った。そして、うろたえる人類に『娯楽でやって来た』と言ってはばからないそんな彼等の中に、その男神はいた。

　精力的に塔と要塞着工に取り組んだ一柱の神。

　この地に最初の『神の恩恵ファルナ』をもたらしたのは、他ならない彼である。

　他の神々の協力もさることながら、彼の尽力によってモンスターの侵攻を防ぐことに成功し、オラリオの原型となる要塞都市は完成に至ったのだ。

　男神を『オラリオの[image: 創]設神』と崇めた前身機関はそのもとで組織を再編成し、彼を主神に置いた一大派閥、都市の管理機関ギルドは発足することになった。

　現代もなお、多くの者達に崇められているその神の名が──ウラノス。

「……よお、ご無沙汰ぶさたやな」

　階段を下りた先は、長い年月を感じさせる石造りの広間、祭壇だった。

　大きな石版が床を覆い、隠された神殿の地下を彷彿ほうふつさせる。暗闇に包まれる周囲を照らすのは魔石灯ではなく、赤い炎を揺らす四炬よんきょの松明たいまつだ。

　そして、四角を描くそれら松明に囲まれる祭壇の中心。

　大きな石の玉座──神座に腰掛けている巨体の老神は、フードの奥から視線を投げ、その蒼色そうしょくの瞳をロキに向けた。
















「何の用だ、ロキ」

　重々しい声音が空気を揺らす。

　二Ｍメドルを超すたくましい体はローブに包まれていた。皺しわが深く刻み込まれている整った顔立ちは顎に白髭ひげを生やし、同色の髪がフードからちらついて見える。静謐せいひつな表情はまるで彫像のように揺れ動くことはない。

　太い両腕を神座の肘掛けに乗せ、巍然ぎぜんとして構えるその姿は、まだ神を知らなかった『古代』の人々が思い浮かべていた、天空の支配者そのものだ。

　神の中でも殊更巨身を誇る老神は迫力に満ちており、下界の者達が無条件で頭を垂らしてしまうような、そんな高い神格を備えている。

「なに、ちょっと顔を出しに来ただけや……ちょっと、な」

　祭壇の中心に上がるロキは、神座の前まで歩み寄った。

「フィリア祭では散々やったな。色んなところから叩たたかれているみたいやけど、大丈夫なんか？」

「都市の運営はロイマン達に一任している。私が関知するところではない」

　オラリオの礎いしずえを築いて以降、ウラノスは『君臨すれども統治せず』の姿勢スタンスを崩していない。

　都市の管理はロイマン達職員に任せ、彼自身はこの祭壇に閉じこもっている。余計な諍いさかいを防ぐため『神の恩恵ファルナ』を職員達に与えることもなく、ギルド自体はあくまで都市の管理者という立場に徹していた。

【ウラノス・ファミリア】と名乗らないのは、武力の放棄を謳うたうためだ。

　主神かれが私兵を隠しでもしていない限り、ギルドに戦う力はない。

「ロイマン達も貧乏くじや。こんなジジイにあれやこれやと面倒を押し付けられて」

　ロイマンがウラノスと部外者の接触を良しとしない理由も、そのギルドの構造にある。

　彼がいくら最高責任者に任命されているとはいえ、主神の言葉には逆らえない。ウラノスの気が変わればギルドの組織体系ががらりと変わることもありうる。今の地位を失いたくない上層部の人間は主神が余計な言葉を吹き込まれないよう、この祭壇を神聖な場所として扱い、物理的にも精神的にも遠ざけているのだ。

「何が言いたい」

　一方で、この祭壇が侵してはならない聖域であることも間違いではない。

　ウラノスがこの場所から離れようとしないのは、ギルドが懇願するように主神をこの祭壇へ閉じ込めているのは、彼がダンジョンに『祈禱きとう』を捧げているからだ。

　ウラノスが『祈禱』を捧げることで──彼の強大な神威しんいがダンジョンを抑え込むことで、モンスターの大侵攻は発生しない。多くのモンスターを各階層ちかにとどめ、『古代』では頻繁に巻き起こっていた地上進出を食い止めている。

　少なくとも、ギルドはそう信じ込んでいる。

　ロイマン達は何より、現在のダンジョンの均衡が崩れることを恐れているのだ。

　ロキから言わせてみれば、神にお祈りさせるなっちゅーに、とぼやく思いだが。

「今年のフィリア祭は色々あったなぁ。すこぶる気色悪い、けったいなモンスターも出てきた。あれをどこから運び込んだのか、どこの誰が命じたのか……気になってなぁ」

「……」

　尋問するように言葉を並べるロキに、ウラノスは沈黙をするのみであった。

　身動みじろぎ一つせず、神座に深く座り続ける。

　都市を統べる裏の支配者、ギルドの手綱を根本で握る神物じんぶつに、ロキは事件の核心を尋ねた。

「食人花のモンスターの糸を引いとるのは、ギルドか？」

　ばちっ、と松明の火が弾はじける。

　火の粉が舞い、その巨体を炎の光に照らし出されながら、ウラノスは口を開いた。

「それは違う」

　蒼あおい瞳をロキの朱色の目と合わせ、そう告げる。

「それは、な」

　呟つぶやくロキは、距離を置いて座っている神の顔を見つめた。

　フードの奥に隠れている厳いかめしい顔は、最初から変わらず静謐なままでいる。その蒼く透明な瞳の奥をしばし覗のぞき込んでいたロキは「そうか」と声を落とす。

「邪魔して悪かったな。お勤め、頑張ってな」

　くるりと回転し、ロキはウラノスに背を見せる。

　松明の燃える音だけが響く祭壇に靴音を溶かしながら、出口の階段へと向かった。

　色々思うところはあるが、ウラノスは事件の首謀者ではなさそうであると。

　答えはまだ保留にしつつも、ロキはそう判断する。何か含むものはあるのかもしれないが、わざわざ先程のような言い回しをした主神の意思を言外に悟り、そして彼の眼差まなざしは信じるに足ると感じた。

（さっきからずっと見張っとるやつがおるみたいやけど……まぁ、ええわ）

　ディオニュソスの勘は外れたのか、あるいはウラノスの意思から離れた場所でギルド内部に何かが起こっているのか。

　どちらにせよ収穫はあったことに、ロキはひとまず満足した。

　地上への階段を目前にしたところで、背後へ目を向ける。

　沈黙を破ることのない神は、巨大な神座にじっと居座り続けていた。
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　18階層の水晶の空は、『昼』から『夜』に移り変わろうとしていた。

　天井てんじょうの中央に生える無数の白水晶が発光を止め、周囲の青水晶も光量を落としていく。森林や大草原にそそぐ暖かな白い光は見る見る内に失われていき、階層全体が暗くなり始める。

　階層西部、湖の島に築かれた『リヴィラの街』もまた、蒼い薄闇に覆われようとしていた。

「はっ、はっ……!?」

　周囲が暗くなる一方で足もとから生える青水晶がうっすらと輝きを放つ中、獣人の少女は錯綜さくそうする岩の路地を走っていた。

　息を切らしながら背後を振り返ると、金の長髪を輝かせる剣士と山吹やまぶき色の髪を揺らす魔導士が、後を追いかけてきている。二人組の追跡者を震える瞳に映し、半ば動転しているように、彼女は前を向いて逃げ続けた。

　中心地である水晶広場から北西、街壁を近くにする街の片隅。

　坂や階段を一息で駆け上がり、獣人の持ち味である身軽さで剝むき出しの岩の地面を蹴ける。右肩にかけている小鞄ポーチを揺らしながら再度振り向くと、追手の姿はまだ存在していた。

　だが、必死に追いかけてくるのは杖つえを携えるエルフの魔導士のみ。いつの間にか一人いなくなっている。

　獣人の少女は怪訝けげんな表情を浮かべながら、曲がり角を折れて小径しょうけいに逃げ込んだ。

　巨大な青水晶と岩壁に挟まれた、まるで谷間のような細い一本道だった。

　長く平らな道をひた走っていくと──金髪の剣士、アイズが、彼女の前方に現れる。

「えっ!?」

　行く手に立ち塞がるかのごとく道の真ん中にたたずむアイズに、獣人の少女は愕然がくぜんとする。

　後方からの追跡をエルフの魔導士、レフィーヤに任せた彼女は驚くほどの速さで先回りをし、獣人の少女が来るのを待ち受けていたのだ。

　前からゆっくりと歩いてくるアイズ、そして背後から走り寄ってくるレフィーヤ。挟み撃ちをされる獣人の少女は、逃げ道もない狭い路地の真ん中で、腰を抜かしたようにへなへなと座り込んだ。

「はぁ、はぁ……捕まえましたね。流石さすがアイズさん」

「ううん。レフィーヤの、おかげだよ」

　息が上がっているレフィーヤと前後から、地面に座り込んだ少女をアイズは見下ろす。

　犬人シアンスロープである彼女は黒い髪に、頭から垂れた獣耳を生やしていた。健康そうな小麦色の肌をしており、細い手足は獣人らしくしなやかさに富んでいる。

　編み上げたロングブーツに薄手の戦闘衣バトル・クロスを身に付けており、防具の類は装備していない。

「事情聴取は……私達がするより団長達に任せた方がいいですね」

「うん、広場に戻ろう」

　挙動不審だった彼女を怪しい人物と睨にらみ、アイズとレフィーヤはフィン達のもとへ連れて行こうとした──が。

「やめてっ!?」

　垂れた耳をぴくりと動かした少女は、途端に涙ぐみ、顔を振り上げ懇願する。

「お願いっ、止めて、あそこに連れていかないで!?　あそこに戻ったら、今度は私が、きっと私がっ……！」

「あ、あのっ……」

「ちょ、ちょっとっ、何してるんですか!?」

　アイズに縋すがり付くように両腕を摑み、犬人シアンスロープの少女は下から見上げてくる。

　アイズがうろたえる中、レフィーヤが慌てて引き離そうとするが、「お願い、お願いっ……！」と彼女はうつむいた顔を振るばかりで、摑んだ腕を離そうとしない。

　そのあまりにも必死な様子に、アイズとレフィーヤは困ったように顔を見合わせる。

「どう、しましょうか？」

「……人のいない場所に連れていこう」

「いいんですか？」

「うん、すごく怖がっているみたいだから……落ち着いたら、話を聞こう」

　怯おびえている少女を見つめながらアイズは提案する。

　確かにこのままでは埒らちが明かないと悟ったのか、レフィーヤも最後には頷うなずき、少女の手を取って三人で移動した。




　アイズ達が向かったのは北西の街壁を間近にする、街の倉庫と言うべき場所だった。

　周囲には物資運搬用のカーゴが無数に放置されており、他にも鶴嘴つるはしやシャベル、材木が隅に置かれている。恐らくは街を築くため使用した道具がこの場にまとめられているのだろう。街中の者が広場に集められているせいか、人気ひとけは全くない。

　アイズ達より背の高い組み立て式のカーゴが立ち並び、あるいは積み重なっている光景は、まるで積み木の城のようだ。

　少女を連れ立って倉庫の奥に進んだ先、カーゴに囲まれる空き地のような空間で、アイズ達は向かい合った。

「もう、大丈夫？」

「……うん」

　レフィーヤが携行用の魔石灯を見つけ、点灯させる。

　カーゴの角にかけられた灯りが薄暗い周囲を照らす中、犬人シアンスロープの少女はアイズの声に頷きを返した。

「貴方の名前は？」

「ルルネ……ルルネ・ルーイ」

「Ｌｖ．と、所属も教えてもらえますか？」

「第三級、Ｌｖ．２。所属は、【ヘルメス・ファミリア】……」

　アイズとレフィーヤの質問にうつむきがちに答える少女、ルルネは、落ち着きを取り戻していたようだった。快活そうな顔立ちは今は曇っているが、しっかりと受け答えが返ってくる。

　彼女の瞳を見つめながら、アイズは事情を尋ねる。

「どうして、広場から逃げ出したの？」

「……殺されると思ったから」

「何で、そう思ったんですか？」

　押し黙る彼女に、アイズは鋭く言葉を踏み込ませた。

「貴方が、ハシャーナさんの荷物を持っているから？」

　レフィーヤも、そしてルルネも目を見張る中、アイズの金色の瞳はその小鞄ポーチに向けられる。

　今も右肩にかけて肌身離さず持っている中型の小鞄ポーチに、反射的に手を添えたルルネは、やがて告白するようにぎこちなく頷いた。

「どうして貴方がハシャーナさんの荷物を……も、もしかして、盗んだんですか？」

「ち、違うっ。私はっ……依頼を、受けたんだ」

　依頼、と聞いてレフィーヤははっとする。彼女がこちらを見やる中、アイズの脳裏にもハシャーナの荷物から出てきた件くだんの血塗ちまみれの羊皮紙が思い浮かんだ。

　先を促すようにアイズは問う。

「その依頼の内容は？」

「この街で受け取った荷物を、地上に……依頼人クライアントに届けること」

「つまり、運び屋ってことですか？」

　ああ、とルルネは肯定する。

「指定された酒場で、荷物を持ってくる相手と落ち合う手筈だったんだ。相手のことは知らなかったけど、装備の特徴は事前に聞いていたから、全身型鎧フルプレートの冒険者がやって来た時はすぐにそいつだってわかった」

　後は他人を装いさり気なく近付いて、合言葉を口にするだけだったと言う。

　全身型鎧フルプレートの冒険者──ハシャーナもルルネが依頼内容の人物だとすぐに気付き、彼が出した荷物を一瞬で受け取った。荷物を狙っていたローブの女も感付けないほどの、本当に僅わずかな接点だったのだろう。

　そしてその後、依頼を完了させたことで気を緩めてしまったハシャーナは、女の誘いに乗り殺害されてしまったのだ。

「役割を分担させて、しかも別派閥べつべつの人を雇うなんて……」

　荷物を採取させる者と運び屋を別個に準備する辺り、その依頼人クライアントは相当用意周到だと言っていい。もし採取した者の足取りを摑んだとしても、多くの上級冒険者が頻繁ひんぱんに出入りするこの『リヴィラの街』で荷物を回されてしまえば、その行方ゆくえを追うのは限りなく困難だ。

　秘密裏の行動を徹底させていた点といい、多くの予防策を講じている謎の依頼人クライアントに、レフィーヤは思わず言葉をこぼす。

「依頼人クライアントは、誰？」

「わからない……ほ、本当だよっ。ちょっと前に、誰もいない夜道を歩いてたら、いきなり変なやつが現れて……」

　当時のことを思い出すように、ルルネはアイズの質問に答える。

「真っ黒なローブを全身に被かぶってて、男か女かもよくわからなかった。最初に依頼を頼まれた時は怪しいって思ったんだけど……報酬がめちゃくちゃ良かったから……その、前金もいい額だったし」

　首を手にやりながら、どこか恥ずかしそうに目を逸そらすルルネ。

　アイズは、金貨を差し出す謎なぞの黒ローブの人物の前で、その尻尾しっぽをブンブンと振っている彼女の姿が想像できてしまった。

「あれ、でも……ルルネさん、Ｌｖ．２ですよね？　お話を聞く限り、お一人で依頼を受けたみたいですけど……『リヴィラの街』に単独ソロで行って帰ってくるなんて、危険じゃないですか？」

『リヴィラの街』が存在する18階層──中層中間区のＬｖ．２アビリティ到達基準はＧからＤ。

　よってＬｖ．２の者がパーティも組まず単独ソロで往復するとなると、第三級冒険者の中でも上位の実力が求められることになる──裏を返すとＬｖ．２では安全性が確実に保証された境界ラインに達しているわけではないということだ──。

　そもそも、話を聞く限り用意周到なその依頼人クライアントが、Ｌｖ．２の冒険者に運び屋を任せるだろうか。

　レフィーヤが疑問を呈すると、ルルネはあからさまに狼狽ろうばいした素振りを見せ……言葉を濁しながら白状した。

「そ、その……主神ヘルメス様に昇格ランクアップしたことは隠しとけって言われてて……ご、ごめん、私、実はＬｖ．３なんだ」

「「……」」

　何とも言えない表情を浮かべるアイズとレフィーヤは、しゅんと体を小さくするルルネを見る。恐らくはアイズより一つ二つ年上だろう彼女は、今ばかりは叱られた子供のように見えた。

　だが、これでわかったこともある。

　その謎の依頼人クライアントは、ルルネをＬｖ．３だと見抜くほどの情報網を持っているということだ。

「……ぐずぐずしてないで、さっさと地上に帰っておけばよかった。見覚えのある鎧よろいが広場に出されて、荷物を渡しにきたやつが殺されたってわかって……犯人はこの荷物を狙っているんじゃないかって、私……」

　それがちょうどアイズ達が広場で目撃した、ルルネのあの異様な怯えようだったのだろう。

　声をか細くし再びうつむく犬人シアンスロープの少女を前に、話を聞き終えたアイズとレフィーヤはしばし沈黙した後、視線を交わした。

「アイズさん、やっぱり、団長に知らせた方が……」

「──駄目！」

　自分達の手にあまる事柄だと言うレフィーヤだったが、ルルネの激しい一声に遮さえぎられる。

「人がいるところは怖いっ、きっとハシャーナを殺やったやつはまだあそこにいる！　荷物を持ってるってバレちゃえば、今度は私が……!?」

　小鞄ポーチを胸に強く抱き、ルルネはまくし立てるように言葉を続ける。

　レフィーヤが困り果てていると、アイズはルルネの横顔とその小鞄ポーチを見つめ、口を開いた。

「私達に、その荷物を渡して」

　その要求に、ルルネは瞠目どうもくした。

　感情の乏しい表情の中、アイズの金色の瞳が強い訴えを放っている。

　毅然きぜんとした【剣姫】の眼差しにたじろぐルルネは、しかし依頼人クライアントの報酬に揺れ動いているのか、少々逡巡しゅんじゅんの時間が続く。

　大金と身の危険を天秤てんびんにかけていた彼女は、やがて命あっての物種だと悟ったのか、我慢するように頷いた。

「詮索しないで、絶対に誰にも見せるなって言われてたんだけど……」

　荷物が入っている中型の小鞄ポーチを地面に下ろし、蓋を開ける。

　二重底になっている仕切りを外して出てくるのは、口紐ひもがきつく締められた袋だ。

　ルルネは緊張した面持ちで、その大きく膨ふくらんだ袋の中身を取り出す。

「……！」

「な、何ですかっ、これっ……？」

　ルルネから手渡されたのは、アイズの両手に収まる球体だった。

　緑色りょくしょくの宝玉ほうぎょく。薄い透明の膜に包まれているのは液体と──不気味な胎児だ。

　丸まった小さな体に不釣り合いなほど大きな眼球が、アイズとレフィーヤのことを見上げている。まるで雌おんなであることを象徴するかのように髪が生えており、頭部の位置から曲線を描く背筋の先端まで伸びていた。謎の幼体は身動ぎせず沈黙を守っているものの、ドクンッ、ドクンッ、というかすかな鼓動を打っている。

　ドロップアイテム？

　あるいはダンジョンの新種のモンスター？

　レフィーヤが呻くような声を出す一方で、アイズの瞳はその宝玉に釘付くぎづけになった。

（この、感じ……）

　奇妙な感覚に襲われる。

　手の中で脈打つ宝玉と同調するように、心臓の音が速まった。

　胎児の眼球と見つめ合い、体中の血が恐ろしい勢いでざわついていく。

（なに、これ……？）

　目の前の宝玉が何であるのかわからない。

　鼓膜の奥で響く高い耳鳴り。ともすれば皮膚の下で蚯蚓みみずがのたくり回るような感覚が走り抜ける中、猛烈な吐はき気が込み上げてくる。

　目眩めまいに襲われた次の瞬間、アイズは耐え切れず膝ひざを折った。

「アイズさん!?」

　地面に膝をつき、手の上の宝玉が転がり落ちる。

　レフィーヤの手に上体を支えられながら、アイズは大きく呼吸を乱す。

　ルルネは既に泣きそうな顔で立ちつくしていた。

「……っ！」

　アイズの異常を喚起する源を察し、レフィーヤは飛び付くように緑色りょくしょくの宝玉を拾い上げ、彼女から一歩距離を置く。

　はぁ、はぁ、と胸を上下させていたアイズの体は徐々に静まり、回復していった。

　魔石灯の光が照らし出す倉庫に、静寂が訪れる。

　レフィーヤとルルネに呆然ぼうぜんと見守られる中、座り込むアイズは目を薄く開き、胸当ての上を手で押さえた。
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　その瞳は少女達の動向を追っていた。

　薄闇に包まれる体が立つ場所、街壁の上。

　眼下、視線の先では、巨大なカーゴが乱雑に置かれる倉庫の一角で、ヒューマン、エルフ、獣人の少女達が向かい合って会話を交わしている。

　息を殺し闇と同化する視線が少女達の顔をなぞっていくと、最後にヒューマンの剣士のところで止まった。

　──強いな。

　瞳が細まる。

　あれは手間がかかりそうだ。サーベルを腰に佩はき、隙すきのない身のこなしを纏まとう金髪金眼の少女に対し呟きが落ちる。

　そしてしばらく観察を続けていると、獣人の少女が動き、宝玉が現れた。

　睨み付けるかのように眦まなじりが吊り上がる。金髪の少女が崩れ落ちるのを視界外に、その緑色りょくしょくの胎児を瞳の中心に収めた。

　一瞬、多くの者がひしめく街の中心部に目をやり、再び金髪の少女を見下ろす。

　やがて、懐ふところに伸ばされた手が取り出したのは、草笛だった。

「──出ろ」

　唇と草の間から生まれる高い笛の音。

　鳴らされた呼び笛の声が、街の上空を渡った。
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「大丈夫ですか、アイズさん……？」

「……うん、平気」

　どこか弱々しい声で、アイズがゆっくりと起き上がる。

　今まで目にしたことがない憧憬かのじょのその姿に、レフィーヤは動揺する一方だった。何とか狼狽ろうばいをひた隠す一方で、手もとの宝玉を見下ろす。

　緑膜に守られた気味の悪い雌おんなの胎児。謎の幼体とアイズの顔の間で視線を移ろわせながら、この宝玉は一体何なのかと、疑問を募らせる。

「だ、大丈夫なのかよ……や、やっぱりコレ、やばい代物モノだったのかっ？」

　びくびくとしながらルルネが尋ねてくる。

　その答えを持ち合わせていないレフィーヤは、もう一度アイズを見やって、決断した。

「私が持って、団長に渡します」

　理由はわからないがこの宝玉はアイズを苦しめる、彼女に近付けてはならない。

　幸い自分が持っている分には状態を崩すということはなかった。種族の違いが関わっているのか原因は定かではないが、とにかく自分ならば不調を訴えず持ち運ぶことはできる。

　正直、今すぐにでもこの薄気味悪い宝玉を手の中から放り出したいが、アイズを苦しめないためにも自分がやらなくてはいけない。

　レフィーヤが彼女を助けなくては。

「ごめん、レフィーヤ……」

「謝らないでください、こんな時くらい私が……アイズさんは、離れていてください」

　精一杯笑みを取り繕つくろった後、レフィーヤはルルネを見た。

　彼女は頷いて袋を手渡す。宝玉を中にしまい口紐をきつく縛ると、そのまま小鞄ポーチを受け取って肩に担かついだ。

　カーゴの隅に立てかけておいた杖も回収し、アイズとルルネに振り向く。

「それじゃあ、行きましょう──」

　直後だった。

　遠方から何かが崩れる音と、悲鳴、そして破鐘の咆哮が届いてきたのは。

「!?」

　アイズ達とともに目を見開き、次には弾かれるように駆け出す。

　倉庫を後にし、水晶と岩の間隙かんげきにできた薄暗い路地へ。途切れないどころか激しさを増していく叫喚に引き寄せられるように走っていくと、やがて小径を抜けた。

　視界が一気に広がる突き出た高台。

　手すりの設けられた見晴らしのいい場所に出た瞬間、レフィーヤ達の目に飛び込んできたのは街の方々から上がる煙、そして。

「あれは……!?」

　空高く首を伸ばす、無数の食人花のモンスターだった。
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「なにモンスターの侵入を許してやがる!?　見張りは何やってんだ！」

　ボールスの怒号が響き渡る。

　高い街壁を乗り越え、街の至るところから吠声ほえごえを上げる食人花のモンスター達に、街中央部の広場は騒然となっていた。冒険者達が集まるこの水晶広場を目指し、その長軀を蛇行させ、蠢うごめかし、周囲からモンスターの群れが殺到してくる。

　一部破壊された街壁の方角からは見張りの者と思わしき絶叫も響いてくる中、天幕や小屋を押し潰す破壊音が押し寄せてきた。


『──────────────アァッッ!!』



　水晶の柱を破壊し、光り輝く破片の雨をばらまきながら、一輪の食人花が広場へと到達した。それを皮切りに、一挙、他のモンスター達が雪崩込なだれこむ。

　触手を振り回すモンスターの群れに悲鳴が連鎖するのは、瞬く間のことだった。

「ティオナ、ティオネ、彼等を守れ！」

　フィンの指示とともにティオナとティオネが疾走した。

　大双刃ウルガ、湾短刀ククリナイフを手に人込みを飛び越え、食人花のモンスターに接敵、大斬の銀光と二振りの斬閃で敵の頭部、触手を切断する。

「フィリア祭の時と言い、こいつ等どこから現れるのよ！」

「みんなっ、逃げちゃ駄目だって!?」

　怪物祭いぜんの戦闘とは異なり、己おのれの得物を駆使し敵の体を断絶するティオナ達の斬撃。

　彼女達の攻撃が有効打を与える一方で、周囲の冒険者達はモンスターの群れに蹴散らされていった。無数の触手に叩きつけられ、体当たりによって宙を飛び、その醜悪な大顎に捕まって咀嚼そしゃくされる。中には連携を行い奮闘する者達もいるものの、食人花のモンスターの方が街の冒険者達より能力が高い。

　敵わぬ怪物あいてと知り、ティオナの叫び虚むなしく、ばらばらに逃走する冒険者達。

　恐慌パニックを来たした彼等は広場の外、街の各所へと散らばってしまう。

　止やむなくティオナとティオネは散開し、逃げ惑う冒険者達とモンスターを追った。

「リヴェリア、敵は魔力に反応する、できる限り大規模な魔法で付近のモンスターを集めろ！　ボールス、五人一組で小隊を作らせるんだ、数で当たれば各班一匹は抑えられる！」

「わかった」

「お、おう!?」

　戦域内の視界情報を一瞬で精査、判断し、フィンは適切な指示を繰り出した。

　リヴェリアが広場の中央で魔法円マジックサークルを広げ、ボールスが周囲の冒険者に怒鳴り散らす。王族ハイエルフの美しい詠唱うたごえによって広場近辺のモンスターが引き寄せられる中、フィン自身も前面に立ち長槍ちょうそうで多くのモンスターを屠ほふっていく。

　口腔こうこうの奥にある『魔石』を正確に一突き。跳躍し、あるいは長軀ちょうくを駆け上がりモンスターに一撃必殺を見舞う小人族パルゥムの勇姿と、そして喉のどが枯れんばかりのその鼓舞の声に、冒険者達は奮い立った。

　混乱が収まり、彼等は次々と迎撃に乗り出す。

「でき過ぎているな……！」

　広場での戦況が立て直されていく光景を脇に、フィンはモンスター達の襲撃に目を細める。

　ここから確認できるだけでも、街を暴れ回る敵の数は五十以上、まだ増えるか。島の断崖の上に築き上げられた天然の要塞でもあるこの街リヴィラに、接近の予兆さえ感じさせず現れたモンスターの大群に果てしない違和感と、奇怪な感情を覚える。

　いや、あまりにも作為的過ぎる。

　フィンは走り出し、薙なぎ倒された水晶の柱や大岩の上を跳んで、広場から街中を真まっ直すぐ縦断した。あっという間に崖際まで到着し、欄干らんかんから身を乗り出す。

「っ……!?」

　崖下を見下ろしたフィンの碧眼が、驚愕きょうがくに揺れる。

　高さ二〇〇Ｍメドル以上ある絶壁の下、今は闇の蒼色に揺れる湖の中から、夥おびただしい数の食人花のモンスターが水面を突き破り断崖をよじのぼっている。

　湖の中に、いや安全階層セーフティポイントに群れをなして潜伏──モンスターのありえない行動に、フィンの頭に衝撃と確信の光が走り抜けた。

　今まで姿を隠し、一斉に襲いかかってきたこの時機タイミング。

　怪物には不可能である戦略的行動。介在している人の意思。

　これだけのモンスターの統率、信じられない、だがそれしか考えられない。

　フィンは顔を歪ゆがめ、導き出された答えを口にした。

「まさか、調教師テイマーか……！」
















　レフィーヤは、視線の先の光景をしばし呆然ぼうぜんと眺めていた。

　灯された魔石灯の光、そして白と青の水晶のきらめきに彩いろどられる美しい夜の街並みが、モンスターの群れに破壊されていく。

　探さずとも目につく長大な体軀たいくを持つ食人花のモンスターは、もはや数えるのが億劫おっくうなほど至るところへのさばっていた。突破するまでもなく街壁を蛇へびのごとく這はって越え、断崖からもあたかも滝を登る魚のように続々とよじ登ってくる。あまりにも多すぎて、今や黄緑おうりょくの色が街の光景の半分を占めるのではないかと錯覚するほどだ。

　天幕や木の小屋を無造作むぞうさに吹き飛ばす、宙を高速で泳ぐ無数の触手。

　毒々しい極彩色ごくさいしょくの花弁が薄闇うすやみに浮かび上がり、岩に、水晶に、人に、あらゆるものに蹂躙じゅうりんを働いた。

　途切れることのない阿鼻叫喚の悲鳴に、レフィーヤの紺碧こんぺき色の瞳ひとみが震える。

「な、なんだよこれ、何がどうなって……!?」

「街が、モンスターに攻め込まれてる」

　動揺するルルネの横で、アイズも驚きを隠せていないようだった。

　普段から感情が希薄な表情が、今はその瞳に険けわしさを乗せている。

　冷静に俯瞰ふかんすると、街中央の広場はモンスターの襲撃に手際良く応戦していた。この高台からでもわかる巨大な翡翠ひすい色の魔法円マジックサークルが展開し、周囲のモンスターがこぞって進攻していく中、何百人もの冒険者が小隊で相手取り各個撃破していく。リヴェリアは勿論もちろん、フィンもあの広場にいるのだろう。

　中心部から離れるとモンスター達は不規則な動きで四方へ散り、暴れ回っている。屋台や洞窟に顔を突っ込んでいる個体もいれば、広場から逃げ出した冒険者達を追う一群も存在した。そんな中、銀のきらめきとともに勢いよくモンスターの長軀を斬り飛ばしているのは、大双刃ウルガを振り回すティオナだろうか。

「広場に行って、フィン達と合流しよう」

　アイズの判断に異論はなかった。

　激戦地でもあるが、間違いなくあの場が街の安全地帯だ。

　ルルネが必死にこくこくと頷うなずき、レフィーヤもはいと返事をする。

　小鞄ポーチを抱え直し、高台から出発した、しかしその矢先。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「!?」

　破鐘われがねの叫び声を届かせ、一体の食人花のモンスターがレフィーヤ達の眼前に飛び出した。

　土石流のように激しい勢いで、岩の斜面を削りながら現れる。進路方向を遮さえぎる長軀ちょうくに三人が三人とも驚愕きょうがくした後、すぐさまアイズが抜剣し、立ちつくしたレフィーヤとルルネを置いてモンスターへと斬りかかった。

　あっという間に斬きり倒されるモンスターだったが、身を襲う震動にレフィーヤははっと顔を上げる。

「あっちからも……!?」

「う、噓うそだろ!?」

　レフィーヤ達の現在地である街の片隅、その近辺にそびえる北西の街壁から。

　食人花のモンスターが群れで出現し、レフィーヤ達のいるもとへ押し寄せてきた。

　ルルネの悲鳴を待たず、咄嗟とっさにアイズが倒したモンスターの死骸を避よけて道の奥へ駆け込む。すぐ後方を滑り抜けていく食人花はうぞっと音を立てて長軀をくねらせ、停止、顔の向きを反転させ再度レフィーヤ達に向かってきた。

「レフィーヤ、先に広場へ行って！」

「アイズさん!?」

　完璧かんぺきに捕捉されたレフィーヤ達の中からアイズが飛び出す。

　追撃してきたモンスター達に突っ込み、斬撃の嵐あらしを見舞った。愛剣デスペレートで複数の敵を解体する一方で、モンスター達の進撃を食い止める。

　金の長髪をなびかせるその後ろ姿に立ち止まってしまうレフィーヤ。モンスターの軍勢を一人で抑え込むアイズに躊躇ちゅうちょの感情が生まれるが、彼女は私情くやしさを振り払って、ルルネの手を摑つかみ走り出した。

　この場に残っていても、足手纏まといになるだけだ。魔力に反応する食人花のモンスターの前で不用意に詠唱を始めれば問答無用で群がられることとなり、アイズに防戦を強しいることになってしまう。恐らく敵の力はＬｖ．３のレフィーヤとルルネを上回るか伯仲しており、何より硬い。二人だけでは反撃もままならないだろう。

　剣を装備したアイズならば食人花のモンスターなどものの数ではない。

　今すべきことは彼女では届けられないこの宝玉を持って、いち早くフィン達のもとに戻りルルネの安全を確保してやること。この街にはモンスター以外にも凶悪な殺人鬼がいるのだ。

　そのように自分へ何度も言い聞かせ、レフィーヤは唇を嚙かみながら走った。ルルネを引っ張りながらその細い足で地面を蹴けりつけていく。

　レフィーヤとルルネは今いる北西の地点から広場に直進するルートを捨て、モンスターが比較的少ない北へ迂回うかいする進路を取る。くれぐれもモンスターと鉢合わせしないように細心の注意を払い、一秒でも早く先を急いだ。

　怒号と破鐘の啼なき声が遠のいている路地を進んでしばらく、レフィーヤ達は水晶の林とでも言うべき街の一角へ出た。

　群晶街路クラスターストリート。

　水晶広場の双子水晶と並ぶ、『リヴィラの街』の名所だ。

　街の中でも一際ひときわ大きい水晶群が生えた北部にて形成されており、背の高い青水晶の柱が林立している。多くの十字路があり、家屋に囲まれた路地裏のごとく道は細長い。通り過ぎる者の姿を映すその美しい水晶壁の存在もあって、まるで鏡の迷路のようでもある。街の中でこの場所だけ気取ったように地面へ敷石が備えられていた。

　入り組んだ水晶の間隙かんげきに二人分の足音が響き、急せいているレフィーヤとルルネの横顔が結晶の表面に薄く反射する。

「うわっ！　ば、爆発!?」

「あれは……リヴェリア様の魔法！」

　凄すさまじい轟音ごうおんを放ち、大炎の極柱が街の中央から連続して昇る。

　ルルネが肩を跳ねさせる中、蒼然とした闇に包まれていた『リヴィラの街』は一瞬で赤く燃え上がった。両脇を水晶の柱に囲まれている道の頭上、上空が鮮やかな紅色に染まり上がり、夥おびただしい火の粉が盛大に舞っていく。


　うぉぉぉぉぉっ、と響いてくる歓声も聞き、レフィーヤは都市最強の魔導士の火炎魔法が多くのモンスターを撃破したことを悟った。



「っ……!?」

　そして街が、空が、燃え立つように紅く染まる最中さなか。

　火の欠片かけらが降りそそぐ水晶の道に、一つの影が、レフィーヤ達の前に現れた。

（男性の、冒険者……？）

　脚具レッグアーマー、籠手ガントレット、胸甲ブレストプレート。

　手足の先から胸もとまで厚い黒鎧に包まれた、男性冒険者だ。

　首にはボロ布のような襟えり巻きをし、頭には兜を被かぶっている。浅黒の肌の顔半分には包帯が巻かれており、あらわになっている左眼がレフィーヤ達を無感動に見つめていた。

　レフィーヤが細い眉まゆを曲げ訝いぶかしげな表情を隠せないでいると、その男は、無言でこちらに直進してきた。

「と、止まってくださいっ!?」

　レフィーヤは反射的に叫んでいた。

　男のその不気味な雰囲気に──あたかも這い寄ってくる黒い巨獣を前にするようなただならぬ威圧感に──気圧けおされ、杖つえを構える。

　しかし彼女の警告を無視し、男は一歩、また一歩と大股で距離を詰めてきた。

　獣人の本能なのか、すぐ隣ではルルネが頭の耳と尻尾しっぽをぶるぶると震わせており、色を失ったその顔も歯を鳴らしている。怯おびえる彼女の視線の先で、幅が五Ｍメドルはある道の真ん中を、敷石を踏み付けてぐんぐんと迫ってくる漆黒の脚具レッグアーマー。レフィーヤの手が汗ばみ、詠唱を口ずさむか否か唇が動きに迷う。

　そして、十歩分の間合いを切った次の瞬間──男の姿はかき消えた。

　反応を許さない速度の肉薄。

　目を見開くこともできなかったレフィーヤは懐ふところに踏み込まれ、その首を、片手で摑み上げられる。

「がっ──!?」

　軽々と体を持ち上げられ、足が地面から離れる。

　首を圧迫する籠手ガントレット。恐ろしく冷たい金属の感触が肌に食い込み、レフィーヤの手の中から杖が高い音を立てて地面に転がり落ちる。

　男のその右手を必死に剝はがそうと両手をかけるものの、取り付いたまま全く離れない。

　首を締め上げようと──いや握り潰つぶそうと──凄まじい力で五指が食い込んでいく。

「うっ、うぐるぁぁッ！」

　虚を突かれたルルネは体を揺らし、両目を吊り上げ男に飛びかかった。

　ナイフを抜いてレフィーヤを助け出そうとするが、男が瞥見べっけんもくれず左手を振るった瞬間、水晶の柱に叩きつけられた。

　亀裂を生じさせた背中が壁から離れ、ルルネは地面に倒れ込む。

「ぁ……！　ぅ、っ……!?」

　ルルネが気絶する中、レフィーヤの意識もまた急速に遠のいていく。

　山吹色の髪と一緒に足が虚むなしく宙を揺れる中、体の内からギシギシと肉と骨の軋きしむ音が鳴り響いていった。

　空気を碌ろくに吸えない唇が何度も喘あえぎ、その見開かれた瞳には涙が溜たまる。今や完全に頭上を見上げる姿勢となったレフィーヤに、男は無表情で手に力をこめた。

　みしっ、と細い喉のどが歪ゆがんだ。

　だらり、と最後まで抵抗を続けていた両の手が垂れ下がる。

　死の鎌かまが振りかぶられる音を聞いた。

　──アイズさん。

　紅あかく燃える空を見上げ、頰ほおに一筋の滴を流しながら、レフィーヤはその名前を呟つぶやいた。

　次の瞬間。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　水晶の柱を破壊し、ずたずたに斬り刻まれた長軀が突っ込んできた。

　絶叫を上げ、爆発のごとく群晶街路クラスターストリートを突き破る食人花のモンスター。いくつもの青水晶の破片が周囲に飛散し、見開かれたレフィーヤの瞳にもその光景が映り込む。

　間髪入れず現れたのは、眦まなじりを吊り上げる、金髪金眼の剣士だった。

「ッッ!!」

　瞠目し横手へ振り向いた男目がけ、その銀のサーベルが振り下ろされる。

　レフィーヤを離し咄嗟とっさに回避した男の鎧よろいに、鋭い剣閃の跡が刻み込まれた。

　どさっ、と地面に落ちるレフィーヤの体。モンスターの体が破壊してできた道を一直線に駆け抜けてきた【剣姫】は彼女を背に庇い、鎧の男と相対する。

　空が烈火のごとく紅く燃える中、アイズは銀の剣を振り鳴らした。
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「げほっ、げほっ!?」

　レフィーヤの咳せき込む音を背中で聞きながら、アイズは油断なく前方の人物を見つめた。

　黒い鎧に身を包んだ冒険者の男。武器は腰に佩はいている抜き身の長剣一振りだけのようだ。防具自体は数あるものの中でも中堅といったところで、そこまで性能の高そうなものには見えない。

　彼は不自然に落ち窪くぼんでいる左眼を眇すがめ、ちっと舌打ちを放つ。

「レフィーヤ、大丈夫？」

「は、はいっ……」

　アイズの声に、呼吸を何とか落ち着かせたレフィーヤが答える。未いまだ立ち上がれない彼女は首もとを押さえ、涙を拭ぬぐった目で前方を見た。

　瀕死ひんしの食人花が半ば壁に埋もれるように倒れ、水晶の柱が一部倒壊した一本道。距離を置いて対峙たいじする鎧の男は、どうやらアイズが離れる瞬間を狙ねらい、レフィーヤ達を殺そうとしていたらしい。

　押し寄せるモンスターを全力で殲滅せんめつし、レフィーヤ達の後を直ちに追って阻止したとはいえ、まるで謀られていたかのような手際の良さだ。

「……貴方が、ハシャーナさんを殺した人？」

　遠方から木霊こだまするように冒険者達の声が届いてくる中、アイズは問いかける。

　情報によれば女性とのことだが、アイズの勘が目の前の人物こそハシャーナ殺害の犯人であると告げている。

　アイズ達が見据える中、彼はずっと引き結ばれていた口を開いた。

「だったらどうした？」

　その声を聞いた瞬間、アイズとレフィーヤは大きく目を見張る。

　高く響いたその声は外見通りのものではなく──女性の声音だったからだ。

「あ、貴方は男性の筈じゃあ……!?」

　明らかに男性の顔立ちである相貌をまじまじと見つめながら、レフィーヤが戸惑いの声を上げる。

　包帯で半分隠れているとはいえ疑う余地がない。薄ら寒いほど表情と言えるものが存在しないが、浅黒い肌の精悍せいかんな顔は間違っても女性には見えなかった。

　無表情な相手は淡々と話す。

「引き剝がしただけだ」

「えっ……？」

「死体から顔の皮を引き剝がして、被っているだけだ」

　レフィーヤは、絶句した。

　アイズでさえもその発言に息を吞のむ。

「毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの体液に浸せば人の皮の腐敗は防げる……知らなかったか？」

　抑揚のない口調で告げられる彼、いや彼女の言葉に、寒気が背筋へ走り抜ける。

　つまり、目の前の人物は奪ったのだ。

　首を折って殺害したハシャーナから、顔の皮を残酷にも剝ぎ取って。

　あの亡骸ハシャーナの顔の惨状は、単に癇癪かんしゃくで踏み潰されていたわけではなく。

　肉の皮を引き剝がしたことを悟らせまいとする、隠蔽のための手段だったのだ。

「それじゃあ、その顔は、ハシャーナさんの……？」

　そこまで言いかけたレフィーヤは顔を蒼白にさせ、口もとを押さえる。

　肉の仮面マスクを被っている人物──鎧の女は否定も肯定もしなかった。今更答える必要などないと言うかのように。

　アイズは注意深くその顔面を観察する。今も顔半分に巻かれている包帯は、恐らく仮面マスクの大きさが合わないために生じている歪ひずみを隠すためのものだろう。

「ああ、くそ、きつくてかなわん」

　女はアイズ達を無視し、苛立いらだったように身に付けている鎧を脱装し始めた。

　胸甲ブレストプレートを摑み、砕くだく。あっさりと破壊して取り外すと、剝がれた鎧の内からインナーに包まれた豊満な胸がまろび出る。襟巻きや他ほかの鎧の一部パーツも強引ごういんに剝がし、白い首筋やそのしなやかな肢体したいをあらわにした。

　男の顔の印象、先入観が強過ぎた。ハシャーナの荷物を探すため肉の仮面マスクを被っていた彼女は、女性などと欠片も怪しまれることなく、容疑者の候補から外れていたのだ。

　首の上は男の顔、下は女の体をしたその姿が非常に違和感を放っている中、ぐずり、と。

　腐敗防止の作用が切れたのか、肉の仮面マスクの一部が音を立てて溶ける。左眼周囲の肌が剝がれ、白い女の肌があらわになった。

　やがて彼女は兜、膝ひざ当て、籠手ガントレットを残した軽装の状態で、顔を上げる。

「いい加減、宝玉たねを渡してもらう」

　そう告げ、女は腰に佩いている長剣を抜き放った。

　次には一気に飛び出し、アイズへと襲いかかる。

「っ！」

「ああ、やはり強いな」

　衝突する。

　レフィーヤのもとから疾走し自らも斬りかかるアイズ。《デスペレート》が相手の長剣とぶつかり合い、激しい火花を散らせる。

　己おのれの高速度に反応してみせたアイズに女は目を細め、そこから更に連撃を繰り出した。

「……っ!?」

　言葉を失うレフィーヤを置き去りにし、激しい剣戟けんげきが巻き起こる。

　振り下ろされる長剣、横に滑るサーベル。舞い狂う剣つるぎと剣つるぎが打ち鳴らされ、銀色の斬閃が宙を何度も行き交う。互いの姿は霞かすみ、縦横無尽、決して広くない道の中で何度も立ち位置が入れ替わった。

　水晶壁に反射することで二人の姿がまるで分身したかのように周囲へ広がり、いくつもの蒼い影が群晶街路クラスターストリートを暴れ回る。

　──強い!!

　眼前の敵の実力にアイズは瞠目どうもくする。

　磨き抜いてきた自身の剣技に引けを取らない戦闘技術。純粋な剣術ではなく[image: 拳]こぶしと蹴りも織り交ぜられたその洪水のような攻撃は、アイズが今まで直面したことがないほど凄絶で、酷烈だった。籠手ガントレットの[image: 拳]撃が黒い残像を生み、長剣と足刀がアイズの体を断とうと弧を描く。サーベルで果敢に応戦しつつ、輝く金の長髪がなびいて回避の軌跡を刻んだ。

　これほどの冒険者の名と武勇が知られていないなど、とてもではないが信じられない。

　その皮の下に存在する顔は何者なのか、アイズは双眸そうぼうを鋭くする。

「──【解き放つ一条いちじょうの光、聖木せいぼくの弓幹ゆがら。汝なんじ、弓の名手なり】」

　と、そこへアイズの背後から呪文じゅもんが紡つむがれる。

　杖を引き寄せ装備したレフィーヤからだ。立ち上がる暇も惜しんで詠唱を開始し、座り込む石畳に山吹色の魔法円マジックサークルを展開する。

　来きたる援護射撃。視線をちらりとレフィーヤへ投げる女を縫い止めようと、アイズの速度が上がった。

「【狙撃せよ、妖精ようせいの射手。穿うがて、必中の矢】！」

　斬撃の量が格段に増える一方、レフィーヤも短文詠唱の過程を高速で終える。

　敵は前衛壁役ウォールを務めるアイズを抜けられない。

　そして玉音の響きとともに、魔法円マジックサークルから強い光が立ち上った。

「【アルクス・レイ】!!」

　撃ち出される光の矢。

　速度が重視された矢の単発魔法、しかしレフィーヤのもともとの強大な『魔力』に加え大量の精神力マインドがつぎ込まれたことで、もはやそれは『矢』ではなく『大光閃ビーム』であった。

　更に、放たれた魔法が持つのは自動追尾の属性。発動すれば絶対命中であり回避はかなわない。

　水晶の一本道が光り輝く。射線からずれたアイズの真横からすかさず驀進ばくしんしてくる大光閃に、女の冒険者は左眼を細め──片腕を突き出した。

「え!?」

「っ!?」

　レフィーヤとアイズの驚愕もろとも、女の左手が大光閃を受け止める。

　雷鳴に匹敵ひってきする拮抗きっこう音が発生し、光の飛沫しぶきが上がる。罅割ひびわれる漆黒の籠手ガントレットが先に砕け散る一方、女の細腕は微塵みじんも揺るがず、それどころか、次には押し返した。

　力任せに腕が振るわれ、軌道をずらし、斜め前の壁に大光閃を叩きつける。


「～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　水晶の爆砕とともに、衝撃波が起こった。

　気絶しているルルネと一緒に、悲鳴を上げるレフィーヤはもといた場所から吹き飛んでいく。更にその弾はずみで携えていた小鞄ポーチが手から離れ、袋から飛び出した緑色りょくしょくの宝玉が地面の上に転がった。

　はね返された大光閃の威力にアイズも体勢を崩す中、間を置かず、女の冒険者は攻めかかってくる。

「!?」

　走った長剣が体を掠かすめる。仮借のない追い打ちが火蓋を切った。

　アイズの金の瞳が揺れる。敵の速度が──更に加速した。その恐ろしい膂力りょりょくも一層強まり刃を合わせる《デスペレート》ごと腕を痺しびれさせる。

　相手の底が見えない。

　無感情に見据えてくるその左眼に、戦慄せんりつを覚える。

「く──っ!?」

　大上段からの一撃に、細身の体が沈む。

　ここに来て初めてアイズの顔が苦渋に歪んだ。初めて、彼女が劣勢に立たされた。

　──やるしかない。

　依然として続行される敵の激しい攻め立てに、アイズはもはや躊躇ちゅうちょを捨てるしかなかった。決断しなければこちらがやられてしまう、レフィーヤ達も危ない。

　対人戦では強力過ぎて使うまいとしていた、己の魔法、その行使に踏み切った。

「【目覚めよテンペスト】!!」

　紡がれた呪文が気流を呼んだ。

　アイズの唇が大きな一声を打つと同時【エアリエル】が発動し、剣に、全身に風の力が付与される。

　爆発的に高まった速度をもって敵の攻勢を押し返した。

「なっ」

　女の左眼が驚倒する。

　長剣を撃墜しそこから一挙、大風が宿った斬撃を逆袈裟ぎゃくげさに放つ。咄嗟に防御するも相手の体は耐え切れず、凄まじい勢いで後方へ飛ばされた。

　巻き起こる風の咆哮ほうこう。斬撃の余波、その風圧によって敵の兜が宙を舞い、肉の仮面マスクが裂けて飛ぶ。ガガガガガガッ！　と石畳を削りながら大きく後退した冒険者の女はやっとのことで停止すると、顔をゆっくりと上げた。

　血のように赤い髪。

　兜を失い流れ出た鮮やかな細糸の束たばは、もともと長髪だったのか、刃で雑に切り落とした跡が残っている。

　そして、貴石きせきのごとき緑色りょくしょくの瞳。

　千切れかかった包帯を残した顔半分、あらわになる女の素顔。白い肌の美貌は、その切れ長な左眼を愕然と見開いていた。

「今の風……そうか、お前が『アリア』か」

　その呟かれた名前たんごに──アイズは金の双眸を大きく見張る。

　ドクンッ、と胸を揺らす一際高い鼓動の音。声も発せぬほどの衝撃が全身を襲い、何故、という言葉が頭の中を埋めつくした。

　アイズの細い喉が、動揺に震える。

　どちらも驚愕を浮かべる中、一瞬、奇妙な沈黙が両者の間に走った。





『──ァァァァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァッ!!』






　そこで、突如。

　地面に転がっていた宝玉が──雌おんなの胎児が、叫喚を上げる。

「!?」

　背後からの甲高かんだかい叫び声にアイズは振り向いた。

　同じくその声を聞き、焦燥をあらわにした赤髪の女が、動き出すより早く。

　胎児は宝玉の中でもがくように体を動かし、その極小の手が、異様な眼球の埋まる頭部が、緑色りょくしょくの膜を突き破った。


『アァァァァァァァァ!!』



　あたかもアイズの魔法が切っかけだったかのように活動を開始した胎児は、その小さな体のどこにそのような力があるのか、自分の総身の何倍以上もの飛距離を飛礫つぶてのように跳んだ。

　自身の顔に迫った不気味な眼球をアイズが大きく回避すると、胎児はそのまま宙を飛び、全身から液体を滴らせながら。

　水晶の壁に埋まる食人花のモンスターへ接触、寄生した。

「なっ──」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!?』

　アイズと赤髪の女の間、瀕死だった筈の食人花が絶叫を上げる。

　長軀の一部に張り付いた胎児はあたかも刻印するかのようにモンスターの体皮と同化していき、更にそこを中心に変化が始まった。

　血管が浮き出るかのように赤い脈状の線が長軀を走り抜けていき、それと連動するようにモンスターの叫びが高まっていく。唾液にまみれた悲鳴を口腔から吐はき出し、びくりっ、と大きく震えたかと思うと、長大な体全体が膨れ上がった。

　肉が隆起する。

　道の片隅でレフィーヤは凍りついていた。悶もだえ苦しみながら変化を続けるおぞましいモンスターの姿が紺碧色の瞳の中に映り込んでいる。

　変容に次ぐ変容だった。

　それは常軌を逸いっした成長、進化であったのかもしれない。

　あの宝玉はモンスターを強制的に別の存在へと至らせる、禁断の実であったのか。

　慄然りつぜんとするアイズの視線の先で、音を立て、胎児が寄生した箇所から何かが盛り上がっていく。

　まるで蛹さなぎから羽化する蝶ちょうのように、人の体らしき輪郭が、メリメリと体皮の下で起き上がろうとしていた。


『────────────────────オオォォッ!?』



　のたうち回るモンスターは未だ変容の途中で前触れなく襲いかかってきた。

　無作為に暴れ狂い攻撃を仕掛けてくるその巨体に、アイズは疾駆してレフィーヤとルルネの体を抱え込む。モンスターの体が何度もぶつかり破壊されていく水晶の通り道から、彼女達とともに脱出した。

「ええい、全すべて台なしだ……！」

　盛大な舌打ちを放ち赤髪の女もその場から離脱していく。

　太く浮き出た真紅の葉脈を全身に走らせるモンスターはアイズ達を追いかけた。地形を無視して水晶の柱を粉砕し、耳を聾ろうする狂声を放ちながら執拗に追行する。疾走と連続跳躍を駆使し群晶街路クラスターストリートを逃げ回るアイズは、このままでは碌に戦闘も行えないと判断し、止むなく水晶広場に進路を転じた。

　一方、胎児に寄生されたモンスターは進撃していく最中さいちゅう、別の食人花のモンスターを捉とらえると容赦なく食らいついた。

　驚きながらアイズ達が後方を顧みる先で、何体ものモンスターが折り重なり繫つながっていく。

　そして、アイズの金の瞳は。

　羽化を遂げたかのように、モンスターの体皮を破った女体にょたいの姿を捉えた。
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「なにあれ、蛸たこ!?」

「あいつ、50階層の……!?」

　各所で戦闘が続く街の中、突如出現したその巨軀きょくに、ティオナとティオネは声を上げる。

　ティオナの言葉通り、それは巨大な蛸たこと似た姿をしていた。十本以上もの足は食人花のモンスターからなり、それぞれが意思を持っているかのようにくねり、うねり、蠢いている。複数の足の付け根より上は極彩色の体──女体にょたいを象った上半身が存在し、遠目から確認できるその全容は、あたかも海辺にひそむと言われている半人半蛸スキュラのようだ。

　ティオネの記憶を刺激するのは、以前の『遠征』において50階層で遭遇エンカウントした例の女体型のモンスターだった。アイズが撃破したものは下半身が芋虫のそれであったが、類似した点は嫌でも見つけることができる。

　ぶるぶると震えていた上半身が動きを止め、ゆっくりと無貌の顔を上げると、食人花の女体型は移動を開始した。

　都市中央部、水晶広場へと進路を取る超大型級のモンスターに、ティオナとティオネは走り出す。

「もうここらへんでモンスターに狙われている人いないよねー!?」

「助けた側から広場に追い返したでしょ！　さっさと行くわよ！」

　並走するティオナの声に、地面を蹴りながら叫び返すティオネ。

　彼女達の周囲には一方的だった戦闘を物語るように、食人花のモンスターの死骸や切断された頭部が岩や水晶のもとに突っ込んでいた。

　破壊しつくされた天幕や小屋を踏み付け跳躍しながら、ティオナ達は一直線に街の中心地へ向かった。




「どこから現れた、と問いただしたいところだが……始末する方が先決だな」

「ああ、そうだね」

「何でてめえ等はそんな冷静なんだ!?　ちったあ慌てろ！」

　ボールスの悲鳴が響き渡る横で、リヴェリアとフィンはその巨軀を見上げた。

　レフィーヤとルルネを抱え逃げ込んできたアイズに続き、その食人花の足を侵入させ、轟音とともに女体型が広場へ到達する。リヴェリアの火炎魔法により数が激減したとはいえ未だモンスターと交戦している冒険者達は、その圧倒的かつ醜悪な威容に息を止める。

　蛸足のごとき食人花達は細長かった体を一回り以上も太く、大きくさせ、まるで巨木の幹のような直径を誇っている。黄緑おうりょくの体皮には真紅の葉脈が隅々まで浮かび上がっており、憤怒あるいは狂乱の感情に支配されているかのようだ。

　幾重いくえもの破鐘の吠声を上げる下半身とは打って変わって、極彩色の上半身は泰然としていた。目と鼻のない顔は人の頭を丸吞みできそうな口唇が薄く開いており、後頭部からは波打つ緑髪が腰にまで届いている。その髪は奇形である全身の中で唯一美しいものだった。

　肩から伸びる両腕は肘から先が無数の触手と化しており、今は食人花の足に枝垂しだれるようにかかっている。

「50階層のモンスターも、あの胎児のせいでこんな風に……？」

　アイズに下ろされるレフィーヤは、目の前の食人花の女体型を仰あおぐ。

　複数の食人花に寄生、吸収した女体型の規模は、50階層の個体を上回っていた。高さは六Ｍメドルと大差はないが、横幅がその長い足のせいで凄まじいものとなっている。足を折りたたんでいる状態でも十Ｍメドル以上あるだろうか。

「着いたー！」

「あー、間近で見るともっと気色悪いわねぇ」

　ティオナとティオネが頭上から広場に着地する。

　火炎の残滓ざんしが薄れつつある赤い空の下、集結したアイズ達を、女体型は見下ろした。

『！』

　動く。

　ぐわっ、と顔を上げる野犬のように食人花の足が一斉に地面から離れ、土砂をこぼしながらアイズへと突撃した。

　アイズは気絶しているルルネをレフィーヤに預け、巻き込まないよう逆方向に走る。食人花の顎あごが彼女のいた場所を通り過ぎ、広場中央にあった双子水晶を破壊した。

「狙いはアイズか！」

「発動している魔法かぜに反応しているのかな」

　モンスターの前面に備わった食人花全てがアイズに殺到する光景に、リヴェリアとフィンは杖と槍を提さげてモンスターのもとへ接近する。

　そして彼等より先に急行するティオナとティオネが、アイズを追う足の二本に躍りかかった。

「そりゃあ──ッ!!」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!?』

　振り下ろされたティオナの大双刃ウルガが、食人花の首を切断する。大銀塊の斬光を浴びて断たれた足から絶叫が迸ほとばしった。

　二つ名である【大切断アマゾン】の称号に違たがわず、一刀のもとその太い脚を断ち切る豪快な斬撃は凄まじい。先程までの戦闘と何も変わらないように、通常の食人花より太く盛り上がった長足を跳ね飛ばした。

『──！』

「痛いったぁー!?」

　花部を失った足は斬られた断面から血を流しつつ、そこからティオナを弾き飛ばす。

　大双刃ウルガの極厚の剣身を盾にした彼女は、地面を一度転がりすぐさま立ち上がる。

「力めちゃくちゃ強くなってるんだけどー!?　しかも首くび落としたのに動くのー!?」

「ありゃあもう足の一本に過ぎないでしょうが、そりゃ動くわよ！」

　妹とは異なり冷静に足の一本を料理するティオネが叫ぶ。湾短刀ククリナイフを用いて葉脈が走った長足を瞬く間にずたずたに切り裂く彼女は、危うげなく攻撃を回避していく。

　動きの精彩を失う足をここぞとばかりに再起不能に追い込もうとするティオネだったが、そこで女体型の上半身が動いた。

　アイズを追っていた顔を彼女に向け、腕の触手を槍のごとく放出する。

「くそッ！」

　押し寄せる無数の触手を二刀の湾短刀ククリナイフで切り払う。直線だけでなく曲線も描き四方から襲いかかってくる触手に悪態をつき、ティオネはその場から離脱する傍かたわら、懐から取り出した投げナイフを投擲とうてきした。

　女体型の上半身に迫る高速の白刃を、触手の一本がキンッと撃墜する。

「リヴェリア、先に行く」

「ああ。──そこのエルフ、背の弓を貸せ！」

「は、はい!?」

　フィンが加速して足の一本に長槍を突き立てる中、リヴェリアが一人のエルフの男を呼ぶ。

　王族ハイエルフの声に彼は無条件に従った。副武装サブウェポンであった大型の破砕弓を矢筒ごと、走ってくるリヴェリアに受け渡す。

　素早く矢筒を腰に固定したリヴェリアはその濃紺色の弓を構え、立て続けに矢を連射した。上半身に射った矢をわざと触手に弾かせ、本命であるフィンの支援攻撃を次々と着弾させていく。

　王族ハイエルフの森で育ち、狩猟かりが少ない趣味の一つであった【ロキ・ファミリア】副首領は、矢の腕にも秀でていた。巨大な矢が突き刺さる度、食人花の足は衝撃に負けたようにぐにゃりと体をたわめる。

「ボールス、人手ひとでが足りない！　指揮は任せた！」

　そしてリヴェリアの援護射撃を受けながら、長槍を振り回すフィン。

　あたかも背中に目があるかのように、後方より雨あられとそそぐ矢弾は掠かすりもせず、モンスターの足を裂いては穿うがっていく。その小柄な体で僅わずかな間隙もかいくぐり、アイズに群がろうとする複数の足をまとめて相手取っていた。

　女体型の両腕から放たれる触手に対し、槍を風車のように回転させることで弾き散らす。数え切れない火花がフィンの黄金こがね色の髪を照らした。

「あ、あいつら、やっぱり頭がどうかしてやがる……!?」

　広場の中心で巻き起こる激しい戦闘に、ボールスが及び腰になりながら呻うめき声を上げる。たった四人で女体型の動きを制限する【ロキ・ファミリア】の面々に、周囲でモンスターの残党と交戦する冒険者達も喉を鳴らした。

『……！』

　ティオナ、ティオネ、リヴェリア、フィン、彼女達の波状攻撃により女体型のモンスターはアイズを見失った。索敵しようとするもティオナ達の激しい攻撃に意識を割かれ、致し方なく彼女達の迎撃に移る。

「みんな……！」

　食人花の足に追い回されていたアイズは女体型の集中攻撃から一旦いったん解放され、飛び交うティオナ達の姿を見る。

　自身もあの攻囲の中に加わり、一気に女体型のモンスターをたたみかけようとしたアイズだったが──彼女の体を影が覆った。

「！」

　振り下ろされる攻撃をアイズは間一髪回避する。

　体の向きを変えると、果たしてそこにいたのは赤髪の女だった。

「お前は私だ。このままただでは帰れん……付き合ってもらうぞ」

「……！」

　鋭く見据えてくる緑色の左眼に、アイズも瞳を吊り上げた。

　赤髪の女は広場から追い出すように激しく攻めかかってくる。アイズは対抗するように《デスペレート》を用いて応戦を行った。

　他のことにかまける余裕はない、相手がそれを許しはしない。同時に、相手へ問いたださなければならない事柄もある。

「アイズ!?」

　ティオナの声を背で聞きながら走り出していく。

　アイズは女の一騎打ちに応じ、広場から移動していった。




「レフィーヤ、以前行った連携を覚えているな？　あれをやるぞ」

「わ、わかりました！」

　近付いてきたリヴェリアにレフィーヤは頷く。

　互いに別方向へと走り出し、女体型の前後に回った。


『──────────!!』



　アイズが広場から離れていった一方、超大型のモンスターとの戦闘が続いていく。

　フィン達を中心に女体型攻略が進められていく中、手の空いた冒険者達は勇み、戦列に加わろうとした。

　後衛の位置で魔導士が詠唱を始め、そして前衛壁役ウォールが敵の攻撃を受け止めようと前線に上がろうとするが──しかし、モンスターにとって数は意味をなさなかった。

　健在である十以上もの食人花の足を広げ、纏わりつく蟻ありを吹き飛ばすがごとく、全方位の冒険者達を薙なぎ払っていく。

「うおおおおおおおっ!?　や、やべえっ、死ぬうっ!?」

「ちょっと、周りのやつ等ら避難させなさい！　庇い切れないわよ!?」

　広場を破壊していく衝撃と強風にボールスが悲鳴を上げ、ティオネもまた叫ぶ。

　まるで渦潮うずしおだ。

　大海たいかいに出現した巨大な潮流のように複数の足を目まぐるしく振り回し、近付こうが近付くまいが敵を蹴散らしていく。その足の射程距離は驚くほど長く、魔力を察知された魔導士達は率先してやられ、仲間を守ろうと大盾を構えたドワーフはあっけなく吹き飛んだ。

　後方を取ろうが一切いっさい関係ない。上半身の下から放射状に伸びる食人花の足は銘々めいめいが独立しているかのように揺らめき、変則的な攻撃を仕掛けてくる。よしんば足の攻撃をくぐり抜けたとしても、極彩色の上半身が繰り出す触手に捕まり、あるいは貫かれてしまう。フィン達以外は接近することもままならなかった。

「ちょくちょくぶった切ぎってるんだけど、ねッ!!」

『ゲェッッ!?』

　見舞われたティオナの一撃が食人花の足を斬り飛ばす。奇声を上げまた一つ食人花の頭部が地面に転がった。

　この戦場において群を抜いた威力を誇る大双刃ウルガは既に何度も敵の足を断っている。しかし精々足の長さが短くなるのみで、女体型の攻撃は止まらない。すかさず反撃を行ってくる相手にティオナは素早く身を翻ひるがえした。

「恐らく核ませきが埋まってる、あの上半身を狙うしかなさそうだけれど……」

　地面に落ちた短槍たんそう──他の冒険者の得物──を拾い上げ、フィンが敵の上半身に向かって勢いよく一投するが、両腕から生えた触手に阻はばまれた。

　柄えを叩き折られ宙を舞う槍に、フィンは嘆息する。女体型の触手は懐に侵入した敵を迎撃する対地対空の武器であり、同時に鉄壁の盾でもある。あの膨大な数の触手を越えて遠距離から攻撃を通すのはまず無理だろう。

　かと言って、迂闊うかつに敵の間合いへは飛び込めない。

「やっぱり、リヴェリア達に任せるしかないか」

　フィンが一瞥いちべつする方向、広場の東側最奥。

　島の湖を背にする格好で、リヴェリアは杖を水平に構え、詠唱を始める。

「【誇り高き戦士よ、森の射手隊よ】」

　広域展開する魔法円マジックサークル。

　何重もの翡翠色の円が輝きを放ち、その存在を誇示するかのようにまばゆい光粒と光条が足もとから立ち昇る。

　同じ魔導士達を震撼しんかんさせるほどの魔力が、彼女の身から発散されていった。

「【押し寄せる略奪者を前に弓を取れ。同胞の声に応こたえ、矢を番つがえよ】」

『!!』

　ぐるんっ、と女体型が顔と上半身を振り向かせた。

　莫大な魔力に反応し、広場の中心から這いながら猛進する。その巨軀の進撃を阻むのはフィン達でさえもかなわない。周囲の冒険者が転がるように進路上から避難していく中、誰だれもが前衛壁役ウォールを放棄した。

　迫りくる巨体と複数の食人花の大顎を前に、リヴェリアは柳眉を逆立てながら詠唱を続けていく。

「【帯びよ炎ほのお、森の灯火ともしび。撃ち放て、妖精の火矢ひや】」


『────────────────────────ッッ!!』



　食人花の足が大きく吠え、目標の魔力に飛びかからんとする。

　そして互いの距離が二〇Ｍメドルを切ったところで──リヴェリアは退避した。

　魔法円マジックサークルの中心から矢のように真横へ跳び、女体型の前面から消え失せる。当然のように光の円は消失し、魔法に装塡されていた魔力もただ空転しょうひするだけに終わった。

　あっさりと魔法を中断し、モンスターの突撃を回避する。

　側面へ逃げるリヴェリアを食人花の足が追う中、女体型の上半身は腑ふに落ちないように後頭部の緑髪を揺らした。

「──【雨の如ごとく降りそそぎ、蛮族どもを焼き払え】」

『!?』

　女体型が、震えた。

　中断された筈の詠唱が未だ続き、その美しい声音が空間に鳴り響く。

　モンスターが後方を振り返ると、広場の西側最奥、たった一人で山吹色の魔法円マジックサークルを展開するエルフの少女の姿があった。

　リヴェリアは囮おとりだ。

　彼女の抜きん出た魔力の出力を隠かくれ蓑みのにすることで、レフィーヤがモンスターの意識の外で魔法の構築を着々と進めていたのである。

　強力な魔導士を二枚用いた囮攻撃デコイ・アタック。

　一方の魔導士に敵の注意を引きつけることで、味方の援護も、盾も必要とせず、本命の魔導士が砲撃を放つ連携攻撃。

　囮リヴェリアの詠唱と重ねて響いていたレフィーヤの玉音の声が、最後の詠唱文を唱える。

「総員、退避だ！」

「でけえのが来るぞぉっ!?」

　フィンとボールスの呼びかけに全冒険者が射線上から撤退する中。

　モンスターを残し誰もいなくなった広大な視界へ、レフィーヤは砲撃を繰り出した。

「【ヒュゼレイド・ファラーリカ】!!」


『──────────────────────────────アアァァァッ!?』



　炎矢の豪雨が女体型に降りそそいだ。

　夥おびただしい紅蓮ぐれんの魔力弾がモンスターの全身を削り取る。花部を断たれた足が、ずたずたに切り裂かれた体皮が、触手が、爆砕しながら弾け飛んでいく。

　弧を描き殺到する矢の一斉射撃はおよそ十秒以上も続いた。万に届こうかと言うほどの膨大な火の雨はモンスターごと着弾地点である広場東部を炎の海に変え、街リヴィラの上空を再び爆炎の霧で染め上げる。

　全ての足を炎上させ、極彩色の上半身も焼け焦こげる女体型は、つんざかんばかりの絶叫を空に打ち上げた。

「たたみかけさせてもらおうか」

「お供します、団長！」

「──せぇーのッ!!」

　砲撃終了から、秒を待たず、三つの影が女体型に肉薄する。

　長槍を持ったフィンが、二刀の湾短刀ククリナイフを打ち鳴らすティオネが、そして大双刃ウルガを振り上げるティオナがモンスターへと跳躍した。

　神速の刺突が見舞われ、二振りの斬閃が交差し、破壊の一撃が黄緑おうりょくの体に叩き込まれる。

　繰り出される攻撃は止まらない。燃え盛る敵の体を解体しようと三人の第一級冒険者は旋風のようにモンスターの周囲を交差し合い、そして鎌鼬あらしのように傷を刻み込んでいった。食人花の足が何本も上半身から脱落し、その体皮が炎ごと弾け飛ぶ。


『アァァァァァァァァァァァァァァァァッ!?』



　悲鳴とともにぐらりと仰のけ反ぞる女体型は、フィン達の攻撃から逃れるように重心を後方へ傾けていく。

　そして次の瞬間、極彩色の上半身を下半身から切り離した。

「逃げた!?」

「あいつ、湖に飛び込む気!?」

　広場を越え、街の斜面へ転げ落ちていく女体型の上半身。

　島の断崖の上に築かれた街の東側は切り立った絶壁、飛び降りてしまえば下に広がる湖に真っ逆さまだ。

　切り離されたモンスターの下半身が炎に燃える中、広場の端から身を乗り出したティオナとティオネの視線の先で、極彩色の上半身が緑髪を振り乱しながら必死になって斜面を駆け下りていく。

「──【終末の前触れよ、白き雪よ。黄昏たそがれを前に風うずを巻け】」

　そこに、詠唱が響いた。

　女体型と同じように斜面を駆け下りるのは、翡翠色の長髪をなびかせるリヴェリアだ。

　疾走を続けるその足もとには、同色の魔法円マジックサークルが伴っている。

「【閉ざされる光、凍いてつく大地】」

『並行詠唱へいこうえいしょう』。

　本来ほんらい発動の失敗や魔力の暴発を防ぐため停止して行われる詠唱を、高速移動を実現しながら展開する離れ技わざだ。多くの者達に守られなければ戦闘もままならない魔導士が、この詠唱技術をもってすれば、高火力の移動砲台と化す。

　しかし一方で、『魔力』というどんな武器よりも難物じゃじゃうまな得物を扱いこなさなければならないこの技術を有する者は、上級冒険者の中でも圧倒的に少ない。それは両手で爆弾の処理を行いつつ戦闘を行うに等しいからだ。

　レフィーヤや他の多くの魔導士達が未だ辿たどり着けない領域にリヴェリアはいる。通常の走行と変わらない速度でモンスターを追う彼女は、完璧に魔力を自らの制御下に置いていた。

　魔法円マジックサークルを引き連れる彼女の足は敵よりも速い。上半身のみの女体型の体はそれでも二Ｍメドルは存在し、触手が残った両腕を昆虫のように交互にかきながら、這いつくばって斜面を移動している。

　風を切り翡翠色の光粒を纏いながら、彼我の距離を見る見る内に埋めていく。

「【吹雪ふぶけ、三度みたびの厳冬げんとう──我が名はアールヴ】！」

　そして、詠唱の終了。

　今度こそ己の魔法を構築したリヴェリアは、突き出た斜面の岩を蹴り、宙に身を躍らせながら杖を突き出した。

「【ウィン・フィンブルヴェトル】!!」

　三条の吹雪が発射される。

　扇状に広がる範囲砲撃は壊滅した街の店々や水晶ごと斜面を凍結させていった。そして砲撃の中心にいたモンスターも、一瞬で純白の霜と氷に吞のみ込まれる。


『────────ッッ!?』



　全身が凍結し悲鳴も碌に上げられない中、女体型は最後の力を振りしぼって、急斜面へと腕を振り下ろした。

　岩をも砕く衝撃の反動で空中を泳ぎ、凍てつきながらも断崖の境界線を越える。

　全身からこぼれていく、流星を思わせるきらめく細氷の尾。崖を落下し、女体型の口唇が安堵えみの形に歪んだ。

「左から回り込みなさい！」

「わかった！」

　が。

　凶暴な二頭の猛獣が、彼女を追って断崖から飛び降りた。


『────』



　リヴェリアの両脇を抜いたティオネとティオナが、一片のためらいもなく崖から身を投げる。

　垂直に切り立った断崖の壁を蹴りつけ、走り、冗談のように下方へ疾走してくる。

　モンスターからしてみれば、悪夢のような光景だった。

　褐色の女戦士アマゾネスが地の果てまで、絶壁の先まで追いかけてくる。

『ッッ!?』

　頭部を下にして湖へ落下する女体型は、なけなしの力で両腕の触手を繰り出す。

　迫りくる槍衾やりぶすまに対し、アマゾネスの姉妹は申し合わせていたかのように一挙、壁を蹴って大きく左右に分かれる。

　触手が視界の外を流れる中、ティオネは左斜めの角度からモンスターに斬りかかった。

「逃がすかぁ！」

　二刀の湾短刀ククリナイフを閃ひらめかし、女体型の両腕を切断する。

　最後の武器である触手を失い硬直するモンスターへ、今度は、右斜めの角度からティオナが突撃してくる。
















　その体を一杯に海老えび反りし、大双刃ウルガを背に溜め──渾身こんしんの振り下ろしを見舞った。





「いっっくよおおおぉ────ッ!!」






　大斬撃。


『────────』



　迸ほとばしった大双刃ウルガの破壊力に、モンスターは、木っ端微塵に砕け散った。

　体の破片が空中に飛散し、儚い紫紺の輝きとともにばっと灰化する。

　落下を続ける中、モンスターの死骸は跡形もなく大気中へ溶けて消えた。

「やりーっ！」

「馬鹿ばかティオナ！　魔石ごと吹っ飛ばしてどうすんのよ！」

「あ」

　声を上げ喜ぶティオナだったが、特殊なモンスターを調査できないことに憤るティオネに、間抜けな顔で固まる。

　現在進行で崖下を凄まじい勢いのまま落ちながら、がみがみという一方的な説教とへこへこという一方的な謝罪が交わされる。

「……アイズとレフィーヤ、大丈夫かなぁ」

　やがて、ティオナは湖に背を向けながら、顔を上げて呟いた。

　視線の先、レフィーヤの魔法の影響で今はぼんやりと赤く染まっている『リヴィラの街』。事情はよくわからなかったが、アイズと交戦していた赤髪の女は危うい雰囲気があった。それこそ遠目でもわかるほど。

　街の方角を見つめる彼女の髪が風圧によって縦に揺れる。街に残された親友と後輩を案じて不安がるそんな妹に、ティオネは明るい声を出した。

「リヴェリアと、何より団長がいるのよ？　平気に決まっているわ」

「……そうだねっ」

　何故なぜか自慢気にそう口にする姉の顔には、信頼の笑みが浮かんでいた。

　それを見たティオナも、くしゃっと破顔する。姉妹揃そろって彼女達は、遠ざかっていく断崖の頂上を見上げた。

　間もなく、どぼんっ、と。

　勢いよく湖に着水し、二人分の盛大な水飛沫みずしぶきが上がった。
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　破鐘われがねの啼き声が街の中から消える。

　食人花のモンスターが全滅する一方、アイズと赤髪の女は都市の西に戦場を移していた。

　東に向かって傾く斜面を駆け上がり、西端の街壁に迫る場所へ出る。街の最も高所である西部は平地が続いてるが、今やモンスターの侵攻に遭あったため、岩も、店舗も、水晶も押し潰され更地のような様相を呈している。

　火片が舞う紅の空から離れ、場は再び蒼い薄闇に包まれた。視界の奥の街壁にはモンスターが破壊した跡が刻まれている中、こちらも荒れ果てた街並みを進み、アイズ達は高速で行き交っていく。

「っ！」

「便利な風だな」

　剣の切れ味、速度ともに上昇させる【エアリエル】に赤髪の女は表情を変えず呟く。

　風の付与魔法エンチャントが彼女の階層主ばけものじみた強撃を弾き返す。振るわれる長剣のことごとくを縦横無尽の斬閃で打ち落とした。

　凄まじい剣戟けんげきの音を連続させながら、気流を纏うアイズと赤髪の女は斬り結ぶ。

　大きく《デスペレート》を打ちつけ、相手を押し返し、距離を保ったままその場からざざざざっと並走した。

「『アリア』──その名前をどこで!?」

　滅多にない感情の発露をするアイズ。

　相手を見据えるその顔には鬼気迫るものが浮かび上がっている。

　ティオナ達でさえ耳にしたことがない大きな声音に、横並びに走る赤髪の女は口を開いた。

「さぁな」

「っ……!!」

　アイズは柳眉を逆立て再び斬りかかった。

　目にも止まらない速さで銀刃が放たれる。瞬きする間に十をも超える攻撃が両者の間で乱舞し、剣身と剣身があまりの衝撃に軋んだ。銀の手甲が斜しゃに浅く斬り付けられ、赤い毛髪を数本断ち斬り、互いの肌に細い血の一線を刻んでいく。

　恐らくは『深層』のモンスターの長牙ドロップアイテムをそのまま武器にしたのか、柄と鉛色の剣身のみの長剣は野太刀のようでもあった。薄闇に鈍い残光を何度も描きながら、アイズの愛剣デスペレートと互角に打ち合う。

　──いや、敵はアイズの『風』を圧倒している。

　付与された風のサーベルを敵の長剣は高速で翻り何度も叩き落とした。纏った気流の鎧を超えて幾多もアイズの体をぐらつかせた。

【エアリエル】を遺憾なく使用しても、相手は一歩も引かず、純粋な白兵戦でアイズの猛攻を防いでは攻めかかる。見開かれる金の瞳に驚愕を宿しながら、それでもアイズは、その眦を吊り上げた。

　相手は何かを──『アリア』という名前を──知っている。

　早瀬のごとく胸の奥の心が逸はやる。柄つかを握りしめる手の力が増し、一段と剣速が上がった。

『戦姫せんき』という渾名あだなで呼ばれるに相応ふさわしい仮面を被り、アイズは視界から全てのものを取り除き、目の前の敵に剣を振るう。

「──人形のような顔をしていると思ったが」

　そして。

　激しい心の動きにより、常時より前のめりになったアイズの剣筋を、赤髪の女は見逃さなかった。

　緑色りょくしょくの左眼を細めた次には、その体がぶれる。

　大振りになったアイズの剣を躱かわし、風を引き千切る一撃を見舞った。

　すくい上げるような[image: 拳]砲。

　籠手ガントレットを失った左手が気流の鎧ごと腹部を強打し、細身の体を後方に殴り飛ばす。

「っ!?」

　強制的に後退させられ体勢を崩すアイズ。

　風も操あやつり速攻で姿勢を立て直す、それよりも早く。

　左手を流血させながら、赤髪の女が長剣を振りかぶり、眼前に踏み込んだ。

「──」

　ぞくっっ、と。

　アイズの全身という全身を悪寒が駆け巡った。

　眦を切り裂き、緑色の左眼を大きく開く敵は、一気に長剣を振り下ろす。

　アイズはあらん限りに目を見開き、風鎧エアリエルを最高出力、そして驚異的な速度で《デスペレート》を体の前に構えた。

　瞬間。


「──────ッッ!?」



　轟音が爆発した。

　超速の袈裟斬り。左斜めに斬り下ろされた長剣は《デスペレート》の防御と風の気流を突き抜け、アイズの身に衝撃を貫通させる。

　一瞬で敵の姿が目の前から遠ざかり、宙を飛ぶアイズは後方の瓦礫がれきに叩きつけられた。

「うっっ!?」

　激突した背中が瓦礫を盛大に砕く。

　肺から空気を引きずり出されたアイズの体は、神経が断線したかのように一瞬言うことを聞かなくなる。

　カランッ、と《デスペレート》が音を鳴らし、地面へと転がった。

「やっと終わりだ」

　剣身が爆発し粉々に砕け散った長剣を捨て、赤髪の女は疾駆する。

　地面に膝をつくアイズに向かって突撃し、その右腕を背に溜める。

　対応できない。

　顔を歪めるアイズ目がけ、籠手ガントレットに包まれた掌底が撃ち出された──次の瞬間。

「なにっ？」

　攻撃を防ぐ、激しい金属音が響き渡った。

　瞠目するアイズの目と鼻の先、交差する長槍ちょうそうと杖が、敵の掌底を寸前で止めている。

　槍と杖の先端を地面に埋め、凝然と視界の左右に控えるのは、小人族パルゥムの少年とエルフの麗人だった。

　まるで姫を守護する騎士のように、フィンとリヴェリアが、アイズの目の前に現れ敵の攻撃を受け止めている。

「フィン、リヴェリア……」

　アイズが掠れた呟きを落とすと同時、二人は交差した槍と杖を力任せに切り払った。

　右腕を押され後退する赤髪の女に、フィンが長槍を持って攻めかかる。

「アイズさん！」

「レフィーヤ……？」

　胸と背中に細い手が当てられる。

　横を向くと、駆け付けてきたレフィーヤがアイズの体を支えるように手を添えていた。

「レフィーヤ、アイズを治療しろ！」

「はい！」

　リヴェリアが振り返りながらアイズ達に指示を飛ばしてくる中、フィンと赤髪の女の戦闘は既に熾烈を極めていた。

　赤髪の女の戦鎚せんついのように振るわれる両腕に対し、フィンは小さな身なりを活かして地を這うように肉薄する。敵の視界の下方から鋭く槍を突き出し、かと思えば足もとを水平に薙ぎ払う。素早く小柄な小人族パルゥムの少年に、赤髪の女は非常にやりにくそうに上体を逸そらし、跳躍して、目まぐるしい攻撃を回避した。

「君がモンスターを統率していた調教師テイマーか？」

「……お喋しゃべりとは余裕があるな」

「なに、君ほどじゃない」

　普段温厚である少年の面差しは戦士の顔に変わっていた。

　鋭い眼差まなざしで敵を見上げ、容赦なく死角から槍を突き出す。その碧眼は彼我の間合いを随時見極め、時には距離を離し、時には大胆に懐へ飛び込み、常に機先を制する格好で優位な位置に自身の体を運んでいく。

　凄まじい速度で真正面から間断なく斬りかかるアイズとはまた異なった戦法に、赤髪の女は舌打ちを放った。武器を失っている彼女は攻めあぐね、そしてそれ以上に、フィンの立ち回りが上手うわてを行っている。

　冒険者の首を容易たやすく折ってのける怪力の徒手も、蹴りも全て空を切り、その小さな体には掠りもしない。

　堪たまらず長槍を摑み取ろうとするが、先読みされていたかのように穂先が逃げ、そこから連動するように石突きが振り上げられる。

　頰ほおを削った一閃に、女の顔が苛立ちに歪んだ。

「調子に──乗るなッ！」

「っ!?」

　振り上げられた左足が地面に打ち込まれ、爆発する。

　目を疑うような威力の踏鳴ふみなりによって岩盤は割れ、発生した衝撃は綿毛を飛ばすように小さな体を宙に浮かせた。

　地面から足が離れ、行動の自由を奪われるフィン。

　正面で浮遊している彼に向かって、赤髪の女は思い切り腰をひねり、裏[image: 拳]のごとく薙ぎ払いを放った。

「団長!?」

　レフィーヤの悲鳴とともに長槍ちょうそうが吹き飛ぶ。

　槍の柄えを真っ二つに折った女は、左眼を、見開いた。

　攻撃を回避したフィンが、天地逆転した体勢で眼前に浮いている。

　咄嗟に槍を地面に突き立てることで高度を稼ぎ、横一線に走った腕の上すれすれのところを転がるようにして飛び越え、躱かわしたのだ。

　逆様になった頭を地に向けるフィンは、瞳から光を消し、腰に備えた鞘からナイフを素早く抜刀する。

　右手を振り抜いた体勢で固まる赤髪の女へ、そのまま一気に、白刃を振り上げた。

「ぐっっ──!?」

　血飛沫が舞う。

　下方から伸びたナイフの斬り上げに胸を切られ、鮮血を飛ばす赤髪の女。

　ぐらりと体が後ろへ傾く彼女に──すかさずリヴェリアが側面から迫る。

「このッ……!?」

　顔を憤激に歪めながら女は迎撃を行った。

　姿勢を大きく乱しながらもその物凄まじい膂力で体をねじり、無理矢理剛腕ごうわんを振るう。

　漆黒の籠手ガントレットを繰り出した敵に、しかし片目を瞑つむるリヴェリアは、ぴたり、と。

　予定調和であったかのように接敵直前で足を止め、相手の反撃を空振りに終わらせた。

　付け加えるように手にしていた杖を振り、瞠目する赤髪の女の足もとを、軽く小突く。

　たったそれだけで、体勢は完璧に崩れ。

　彼女の体は、地面に引き寄せられた。


「────」



　そこへ。

　再び、フィン。

「──がっっ!?」

　振り抜かれた右[image: 拳]がその頰に叩き込まれ、赤髪の女は吹き飛んだ。

　小柄な全身をあますことなく使われた渾身の一撃に、彼女の体は宙を滑空し、すぐに地面を削って数十Ｍメドル先まで転がっていく。

　派閥の首領と副首領による黄金の連携に、レフィーヤの瞳はアイズともども言葉を忘れ、釘付けとなった。

「……」

「フィン？」

「指が折れた」

　無表情で右手を振るうフィンに、リヴェリアは目を見開く。

　彼女がそこから前方へ瞳を向けると、ぐぐぐっ、と赤髪の女が手をついて立ち上がるところだった。

「第一級……Ｌｖ．５、いや６か」

　左頰に殴打の跡を刻まれ胸からも流血する彼女は、忌々しそうに吐き捨てる。

　フィン・ディムナ、リヴェリア・リヨス・アールヴ。そしてここにガレス・ランドロックを加えたＬｖ．６の彼等かれら派閥首脳陣が、【ロキ・ファミリア】における最強戦力だ。

　アイズ以上の戦闘の経験値ばかず、そして培われた技と駆け引きが、純粋な数値以上の力を発揮して赤髪の女をも圧倒する。

「分が悪いか……」

　ぽつり、と呟き、女は脇目も振らず速やかに逃走した。

　目を見開くアイズは、体の痛みを耐えてその場から駆け出す。

「アイズさん!?」

　レフィーヤの叫びを後方に置き、フィンとリヴェリアも抜く。

　彼等の追走する気配が続いてくる中、アイズは赤髪の女の後を追った。

「……！」

　女はモンスターが破壊した街壁を抜けて街の外へ出た。

　岩と水晶が粉砕された破壊跡を越えてアイズも『リヴィラの街』の西方、島の中心部へと向かう。背中をリヴェリア達の制止の声が何度も叩いてくるが、止まれない。魔法エアリエルも発動して加速し、視界に移る血の色のように赤い髪の後ろ姿を猛追する。

　街を一歩離れると、そこには荒野と言うべき野原が広がっていた。でこぼことした不安定な地面に大小の岩が転がり、雑草と低木が生えている。月夜のような薄闇が辺りに満ちる中、背の短い青水晶が淡く発光していた。

　魔法の力も借りて激しく追い上げるアイズだったが、残り僅かと言えるほどの距離まで差を縮めたところで、赤髪の女は荒野を駆け抜け島の西端に到達した。

　ちらりとこちらを左眼だけで見やった彼女は、躊躇なく踏み切り、崖下へ。

　眉を歪めるアイズが崖際で急停止し身を乗り出すと、女は壁を走って湖に突き進んだ。フィンとリヴェリアがアイズの隣に駆け付けると、その姿は既に石の粒ほどもなく、暗い闇に紛れていく。

　ややあって、水飛沫が上がった。

「何てやつだ……」

　崖下を見下ろしながらリヴェリアが呟く。

　湖の底を泳いで移動しているのか、アイズ達がどんなに目を凝らしてもこの崖際からはその姿を視認できない。ここで行方ゆくえをくらませてしまえば追跡は不可能だ。

　それほどまでに18階層は広い。大草原、湿地帯、そして広大な森林。身を隠すところは至るところに存在する。闇雲に探しても、ほぼ間違いなく見つけられないだろう。

　このまま地上へ向かうのか、あるいは『下層』へ一時避難するのか。

　赤髪の女がどちらを選択するにせよ、その足取りは事実上もう追えない。

「……っ」

　レフィーヤが遅れて追い付いてきたのを脇に、アイズは唇を引き結んだ。表情は抑えられていたが、その右手がぎゅっと[image: 拳]を作る。

　眼下に視線を固定しながら、アイズは忘れて久しかったあの感情──悔しさを、胸の中に刻み込まれた。




　敗戦の後の無力感にも似た空気が、一人、少女の体を包み込む。

　階層の天井てんじょう、蒼い薄闇を生む水晶の薄明かりが、その金の髪を儚く濡ぬらしていた。
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　四炬よんきょの松明たいまつが音を立て揺らめいている。

　炎の灯りが石で造られた祭壇を照らし出す中、ウラノスは、神座に深く腰かけたまま静寂に身を委ゆだねていた。

　肘掛けに両腕を乗せ、フードの下から蒼い瞳を奥の階段へと向けている。

　ロキが立ち去ってからしばらく。

　彼はおもむろに、重く塞ふさがっていたその唇を開いた。

「フェルズ」

　祭壇に重々しく響く、名を呼ぶ声。

　誰もいない筈の暗闇に向かって投げられたその呼びかけに対し、応える者がいた。

「ああ、いるよ、ウラノス」

　ぼうっ、と松明の灯りが届かない祭壇の闇の中より浮かび上がるのは、黒一色のローブだった。

　全身が漆黒の外衣に包まれるその人物には僅かな肌の露出もない。影が凝縮したかのようなフードの奥は光の侵入を許さず、まるで見通せなかった。裾すそから覗のぞく手には同色の手袋グローブがはめられており、甲の部分には複雑な紋様が刻まれている。

　祭壇に通るその声も中性的であり、声音を聞いただけでは男性か、女性か、性別は判然としなかった。

「ロキの突然の訪問とは……見ていて冷や冷やしたよ」

「神の気まぐれは今に始まったことではない」

「それでも今回は訳が違っただろう。彼女に目を付けられるのは不味いぞ、ウラノス」

　ウラノスから見て左手、壁際の暗がりの奥から黒ローブの人物は歩み寄ってくる。

　フェルズ、と呼ばれた人物は祭壇に上がり、神座の直前で足を止めた。

「ロキとフレイヤ……この二柱の女神に要らぬ疑いをかけられるのは不味い。彼女達だけは敵に回してはいけない」

「わかっている」

　諫言かんげんするような口調で語りかけてくるフェルズに、ウラノスは表情を変えず返事をした。

　互いを除き誰もいない祭壇の中で、松明の音だけが彼等の沈黙の間を繫ぐ。

「先程の話、どう思う？」

「……怪物祭モンスターフィリアでの事件、食人花のモンスターか」

　ウラノスが視線を投げかける。

　彼の問いに、フェルズはフードの奥で顎を引く仕草しぐさをした。

「明らかに都市の秩序を乱す、いや、オラリオの崩壊を目論む者達がいる」

　そしてはっきりと、そのように返答する。

「ウラノス、貴方の言う神の気まぐれとは今回の件は一線を画している。私が確認しただけでも既に七体、正体不明のモンスターがこの都市の地下に潜伏していたのだから」

「例の地下水路か」

「ああ。どのようにして運び込んだのやら」

　神の思惑であるのか、それとも子ひとの手によるものなのかはわからないが、とフェルズは付け加える。

「都市の外の者の仕業か、あるいは自らを『邪神』と名乗っていた神の過激派集団……闇派閥イヴィルスの残党か」

「過去の亡霊か……」

　オラリオに存在した、秩序を嫌い混沌を望む神々の【ファミリア】。

　ギルドの意志のもと、当時の有力派閥が結託けったくして滅ぼした彼かの集団の生き残りが、あるいは暗躍している可能性がある、と。

　黒ローブの人物はそうほのめかした。

「怪物祭モンスターフィリアで何者かがガネーシャ達のもとからモンスターを放したのは、不幸中の幸いだったのかもしれない。あれのおかげで冒険者達が早く動いた……食人花のモンスターが被害を出す前に」

「ああ。怪物祭モンスターフィリアでの一件は、不発と見ていいだろう」

　ロキ達を始めとした冒険者やギルド職員が、美神なにものかの騒動の鎮圧に乗り出していたことで、遅れて現れた食人花の出鼻を結果的に挫くことになった。

　フェルズとウラノスは中途半端はんぱな数が出現した食人花の急襲を顧みて、そのように推察する。恐らくことを企くわだてていた黒幕が、地上の動きを察知するなり、慌てて地下のモンスター達を回収したのだろう。今頃いまごろは歯嚙みをしているかもしれない。

　己の側にフェルズを置きながら、ウラノスは正面を見つめて告げる。

「食人花のモンスターを操る存在……【ガネーシャ・ファミリア】以上の腕を持つ調教師テイマーが、一人はいる」

「信じられないよ……悪夢のようだ」

　そのウラノスの言葉に、力なくフードを左右に振るフェルズ。

　モンスターを統べる者がいることは、これまでの経緯を顧みても明らかであった。できることならば認めたくないと言うかのように溜息ためいきを堪こらえるフェルズを横目で一瞥し、ウラノスは再び前を向く。

　祭壇に再び静けさが訪れると、フェルズはややあって、ゆっくりと顔を上げた。

「ウラノス、あと、悪い報せだ」

　耳に入れておきたいことがあると言葉を紡いだ。

　そのローブの下から悲嘆を滲にじませながら、神の耳に知らせる。

「例の依頼を引き受けていたハシャーナが、殺された。つい先程、『リヴィラの街』から一報があった」

　その言葉に、ウラノスは目を閉じた。

　しばし両の瞼まぶたを瞑つむっていた彼は、視線を向け尋ねる。

「運び屋の少女はどうした？」

「わからない。少なくとも、地上に帰ってきてはいないようだ」

　そうか、とウラノスは双眸を一度伏せる。

　ともすれば沈痛な眼差しを浮かべる神は、顎を僅かに上げ虚空を見上げる。

　祭壇の天井は、ここが地下であることを忘れそうなほど高かった。

　松明の灯りも隅々まで届かない頭上の闇は、ウラノス達のこれまでの危惧の行方を暗に物語るかのように、音もなく渦巻いている。

　宙を仰ぐ神の蒼い瞳が細まった。

「では、やはり……あったのか」

　問いではない確認の声に、フェルズは「ああ」と頷いた。

「どうやらそのようだ。最初に聞いた時は耳を疑ったが」

　ローブを揺らすフェルズは、静かにその言葉を告げる。

「モンスターを変異させる謎の宝玉ほうぎょく……ダンジョンで、我々の知らない何かが起こっている」

　ウラノス達でさえ掌握し切れていない異常事態イレギュラー。

　あるいは──モンスターの上位存在が存在すると、フェルズはそのように示唆した。




　何かが水面下で動いている、と。

　黒いローブの人物の言葉は松明の弾ける音に吸い込まれ、かき消えていった。
















　風のような人だった。

　子供のように純粋で、まだ幼おさなかった自分よりも無邪気むじゃきで。

　人の悪意というものを知らず、知らされず。

　白い雲と一緒にたゆたう、あの青い空の流れのように。

　誰だれよりも自由な、風のような人だった。




　そして自分は。

　そんな風のように振る舞い、温かく、優しかった彼女が好きだった。

　屈託くったくのない笑みを浮かべる母親かのじょのことが、大好きだった。

　頭を撫なでる手付きを覚えている。

　頰ほおに添えられる指の温ぬくもりを覚えている。

　耳朶じだをくすぐってくる綺麗きれいな声音を覚えている。

　彼女が何度も語る、優しくて幸福な物語を、覚えている。




　彼女の胸の中、物語を聞き終えた自分が、抱きしめられながら振り返ると、無邪気な微笑ほほえみがあった。

　頰を染め、自分の顔にも笑みが浮かぶ。

　彼女は魔法使いだと、信じて疑わなかった。

　彼女の前では誰でも笑顔になれる。誰もを笑顔にすることができる。

　慈愛の眼差まなざしで見下ろしてくる彼女に、貴方あなたのようになりたいと、幼い声音が口にする。

　風のような貴方に、私もなりたいと。

『あなたはあなただから、私にはなれないよ？』

　首を傾かしげながら、自分とそっくりな声音で、彼女はそう言った。

　そういうことじゃないよ、と丸い頰が膨らむと、彼女は何がおかしいのかころころと笑った。頰を膨らませていた自分も、その笑みに引き寄せられるように相好そうごうを崩す。

　優しく抱きしめ、抱きしめられ、顔に笑みを浮かべ合い、二人で笑い声を溶かしていく。

　やがて、彼女は振り返った。

　肩から顔を出すと、そこには青年が現れていた。

　黒い襟えり巻きに薄手の防具、そして鞘さやに収められた銀の長剣。

　彼の顔を見て、彼女は抱くのを止め、自分を胸の中から降ろす。最後に頭を撫で、ゆっくりと立ち上がった。

　自分に向けるものとはまた違う笑みを浮かべ、青年に微笑みかける。彼もぎこちなく笑って、何かを告げるように頷うなずいた。

　自分の寂さびしげな視線にも気付くと、青年はもう一度不器用に笑う。

　すまない、と父親かれは謝った。

　そして踵きびすを返し、母親かのじょを呼ぶ。

『行くぞ──アリア』

　自分を置き、二人は寄り添って、白い光の先へと行ってしまった。
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「……」

　夢の靄もやが、薄れていく。

　意識が白い森の中を抜けると、辿たどり着いたのは瞼まぶたの裏に溜たまる暗闇くらやみだった。狭間はざまを越えて、過去から現在へと時間が舞い戻ってくる。

　小さく肩が揺らされていた。ひやりとした冷たい空気も頰に感じ、意識がはっきりとした輪郭を象っていく。

　アイズは、ゆっくりと瞼まぶたを開けた。

「平気、アイズ？」

「……うん」

　ティオナの声に、間を置いて頷く。

　視線を上げると、彼女が横からこちらを覗のぞき込んでいた。

「休息レストの時間、終わるらしいよ。もうそろそろ出発するって」

「ん……」

　夢かこの残滓ざんしが残り、少々夢現ゆめうつつのような状態で返事をするその姿に、ティオナは苦笑する。

　頭を軽く振ることで、僅わずかに残っている眠気を飛ばし、アイズは今度こそ視線をはっきりと巡らせた。

　最初に飛び込んでくるのは揺れ動く魔石灯の光だ。携行用の照明の周りで円を作っているのは、フィン、リヴェリア、ティオネ、そしてアイズとティオナ。みな一様にして腰を下ろし、今では武器の整備や道具アイテムの確認を行っている。どうやら今の今まで眠りこけていたのは自分だけだったらしい。

　薄闇と、そして白濁色の壁面に囲まれている現在地は小規模の広間ルーム。アイズ達のもとを離れた場所ではレフィーヤが見張りを行っており、彼女の他ほかにも同派閥どうりょうであるもう一人の団員が立っている。

　アイズ達は、広大な迷宮の一角で休息レストを取っていた。




『リヴィラの街』で勃発した事件から、既に六日が経たとうとしている。

　あの騒ぎの後、アイズ達は一度地上へ帰還した。同時に、事件の中心にいた彼女達は様々な後始末に追われる羽目にもなっていた。

　負傷者の救護や地上撤収に際しての護衛は勿論もちろんのこと、事件の顚末てんまつをギルドや主神であるロキに報告した。街を襲った赤髪の女──調教師テイマーの情報も回そうとしたが、ロキの「まだ待って」という指示によって一時保留となっている。一方で女はハシャーナ殺害の犯人として、【ガネーシャ・ファミリア】の強い要望もあって指名手配──要注意人物一覧ブラックリストに記載されることとなった。

　アイズ達とルルネ以外に件くだんの調教師テイマーと遭遇そうぐうした者はいないため、モンスター奇襲の真相は、これまでがそうであったように異常事態イレギュラーと認識されつつある──フィンの口からボールスだけには伝えられたが──。ハシャーナ殺害及び『リヴィラの街』が壊滅しかけた話題も、今のところ上級冒険者達の間だけにとどまっていた。『中層』へ進出できない多くの下級冒険者達に知らせても余計な混乱を招くだけだという、ギルド側からの処置だ。

　そして彼等は、食人花のモンスターから摘出された大量の極彩色の『魔石』も有無を言わせず押収した。

　もみ消されるがごとく、事件のほとぼりは急速に冷めつつある。




「『リヴィラの街』、もう直され始めてたね。ほんと早いなー」

「あそこまで金根性が突き抜けていると、感心するわね……まぁ、助かるって言えば助かるんだけど」

　魔石灯を囲み迷宮探索の準備を進める傍かたわら、ティオナとティオネが思い出したように世間話をする。

　やることを済ませた後、再びアイズ達が18階層に赴くと、既に修繕されつつある──再興され始めている『リヴィラの街』の姿があった。あれだけ痛い目に遭ったにもかかわらず、上級冒険者達はそれぞれの店々を構えつつある。

　ボールス曰いわく『ここはダンジョンの重要な拠点だ！　オレ様達が一肌脱いでやらねえと、他の奴やつ等のためにもならねえだろう!?』と涙を頂戴する献身的な思いからということだが、ティオネの言う通り、図々しい金儲けが目的だろうことは透けて見えた。

　何より、ギルドの目が届かない『リヴィラの街』は、ある意味不良冒険者ごろつき達の楽園パラダイスだ。『開錠薬ステイタス・シーフ』を始めとした不法な道具アイテムが取り引きされている点からわかるように、非合法の売買がやりたい放題でもある。是非曲直ぜひきょくちょくはともかく、『リヴィラの街』の存在は多くの冒険者達から求められているのだ。

　ならず者達の街ローグ・タウンの名は伊達だてではない。

　彼等はこの都市の誰よりもたくましく、そしてしぶといのだ。

「食人花のモンスター……あの調教師テイマーも目立った動きは見せていないな」

「ンー、流石さすがに動きが派手だったからね。主神かみが手綱を握っているなら、自重するように言い含められているだろう。それに、あれだけの数のモンスターを新しく調教テイムすることは短期間じゃ不可能に近い。今回みたいなことはまず起きないと思うよ」

　まだ調教済みの尖兵モンスターが残されているとは思いたくないけどね、とフィンはリヴェリアの言葉に返す。

　食人花のモンスターの襲撃は以後なく、赤髪の調教師テイマーは鳴りをひそめているようだった。

　依頼書いひんの情報を調査するためハシャーナの向かったとされる30階層にアイズ達は足を運び、ざっと調べるも、得られるものはなかった。ハシャーナがどこであの宝玉を発見し持ち帰ったのか、結局わからずじまいである。無事生存しているルルネもまた、例の依頼人クライアントとは連絡が取れなくなったらしい。

「さて、そろそろ出発しようか。レフィーヤ、ラクタ、大丈夫かい？」

「あ、はい！　行けます！」

　現在、アイズ達は本来の目的であった資金稼ぎ、迷宮探索を再開させている。

　一度地上に戻った際、レフィーヤの他にもサポーターを一人加えての、計七名のパーティだ。

　現在地は37階層。

『下層』を越えた『深層域』だ。

　フィンの声にレフィーヤは頷き、Ｌｖ．３になったばかりのもう一人のサポーターであるラクタも緊張した面差しで了承する。『お勉強』という名目で軽く深層域に付き合わされている彼女の顔は、どこか硬い。

「アイズ、何も食べないでぐっすりだったけど、いいの？　あたし、食べ物まだちょこっと残ってるよ？」

「ありがとう、ティオナ……大丈夫だから」

　立ち上がり武器を装備し始める中、ティオナの心づかいをアイズはやんわりと断る。

　最後の探索を半日以上も続けていたアイズ達は、一度、37階層の片隅にあるこの『ルーム』で長時間の休息レストを取った。

　日帰りではなく、滞在を視野に入れた長期間のダンジョン探索では一時的な休憩レストは言わずもがな、冒険者達は体力回復に努めるため度々迷宮の中で宿営キャンプをする。

　その際に格好の休息地帯レスト・エリアとして選ばれるのが安全階層セーフティポイントなのであるが、そこまで移動するのは往々にして手間でもある。今のアイズ達のように、探索中の地点にとどまりたいというパーティはその階層内で安全地帯を確保して堂々と休息レストを取るのだ。

　今いるアイズ達の『ルーム』は出入り口が一つ、広さはない。周りの壁面は武器で破壊されて罅割ひびわれ、また破片が床に散乱している。

　ダンジョンは壁を始めとした地形が壊れると、その箇所の修復を優先する。つまり壁面が壊れている間はそこからモンスターが産まれてくることはないのだ。後は唯一の出入り口を交代で見張っていれば、モンスターの奇襲は防ぐことができる。

　魔石灯や寝袋などの野営道具をレフィーヤ達のバックパックにしまい、アイズ達は休息レストを行った『ルーム』から出発した。

「でも超硬金属アダマンタイトがあの『ルーム』から出てきた時は、びっくりしたなー。壁を壊してたらぽろって出てきて、すごい幸運ラッキーだったよね！」

「あの超硬金属アダマンタイトだけでも、結構なお金になりそうですよね」

「うん、ちょっと大双刃ウルガの代金おかねの足しになるかも！」

　休息レストを取るため壁を破壊していると偶然採掘さいくつしてしまった稀少金属レアメタルの存在に、ティオナは機嫌の良さを滲にじませている。彼女とレフィーヤの会話が隣で交わされているその一方で、アイズは、一人押し黙って内面に意識を落としていた。

『アリア』、という名前ことばと。

　あの赤髪の調教師テイマーの姿が。

　音を立ててぐるぐると頭の中で回っている。

（強かった……）

　強い、強かった。

　あの赤髪の調教師テイマーの実力を、激しく襲いかかってくるその苛烈かれつな姿を思い出しながら、アイズは何度もそう呟つぶやく。

　もし彼女を倒すことができていたら、何か聞き出せたかもしれない。

　何故なぜ『アリア』のことを知っているのか、わかったかもしれない。

（もっと、力があったら……）

　弱い。

　まだ弱い。

　アイズ・ヴァレンシュタインは、何て弱い。

　呪詛じゅそのように、アイズは己おのれのことをそう評し続ける。彼女より強ければ、よりこの手に力があったなら、心も体も脆弱ぜいじゃくではなかったのなら……黒く染まった泥濘ぬかるみからいくつもの言葉が浮かび上がってくる。

　自分はいつの間にか、牙きばを抜かれていたのだろうか。

　自分はたった一つの悲願ねがいを、僅かでも思い出の一つにしようとしていたのだろうか。

　無意識の内に、アイズの手は握りしめられていた。

　忘れていた心の奥底の瞋恚しんいの炎が、静かに彼女の身を焦こがす。

「……あの、アイズさん？」

　おそるおそる、レフィーヤが隣から声をかけてくる。

　彼女への返答は、その唇からこぼれることはなかった。

　広大な通路の奥、前方から大量のモンスターが出現する。

　アイズは《デスペレート》を抜剣し、足を勢いよく一歩前に進めた。

　遭遇エンカウントするモンスターの群れにパーティがにわかに動き出す中、彼女は風を切るように、一人で怪物のもとに歩んでいく。

　凄すさまじい咆哮ほうこうに肌を震わせられながら、レフィーヤの視線を背中に感じながら。

　アイズは凍いてついた相貌で剣を振り鳴らし、地を蹴けった。





[image: ]






　37階層は『白宮殿ホワイトパレス』とも呼ばれている。

　その名の謂いわれは白濁色に染まった壁面と、そしてあまりにも巨大な迷宮構造だ。上部これまでの階層とは度合スケールそのものが異なり、通路や広間、壁に至るまでの全すべての要素が広く大きい。アイズ達が休息レストに使用した小部屋など例外も存在するが、ほとんどの道や『ルーム』は幅十Ｍメドルを優に超えている。

　また円形の階層全体が城塞のごとく五層もの大円壁で構成されており、階層中心に次層への階段が存在する。冒険者達は大円壁の間にある開放的な通路やいくつもの段差を昇り降りして中心部を目指さなければならない。巨大都市オラリオに匹敵ひってきしようかというその範囲領域は、正規ルートが確立されているとはいえ、迷い込んだ瞬間二度と出てこれなくなるほどだ。

　頭の上に存在する空間も果てしなく高く、上級冒険者の視力をもってしても天井てんじょうを確認できないほどである。暗澹あんたんとした闇に塞ふさがれていることで薄暗さも際立っており、白濁色の壁面に等間隔で灯る燐光だけが冒険者達の横顔を照らす。

「やっぱり街リヴィラの事件からアイズ、ちょっと怖いわね。鬼気迫っているというか。そんなに調教師テイマーの女って強かったのかしら？」

「ん～、わかんないけどっ!!　あたしも前、行くね！」

「あ、こらっ、周りのやつら倒してから行きなさいよ!?」

　二十以上のモンスターの大群に襲われる中、ティオナが大双刃ウルガを振り回し強引ごういんに道を開け、アイズのいる前方へ駆け出していく。妹の分まで敵を受け持つことになったティオネは、遠ざかっていく背中に叫び散らした。

　37階層はその広大さもあってモンスターの数は40階層以上の領域では群を抜いており、次産間隔インターバルも非常に短い。モンスターが階層の各所に均等に散らばっていることが唯一の救いだが、気まぐれのように固まっている群れへぶつかってしまうと、第一級冒険者とはいえ手を焼くことになる。

　広大な通路内で前面から押し寄せるモンスター達に対し、ティオネやフィン、リヴェリアは二名のサポーターを守るように迎撃していた。

『ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「っ！」

　パーティ前方奥の敵を一手に引き受けるアイズは、巨身のモンスター『バーバリアン』の天然武器ネイチャーウェポンを回避する。両手に装備された棍棒こんぼうが地面に叩たたきつけられる中、アイズはサーベルの一振りで相手を灰に変えた。

　この階層ではいわゆる戦士系ウォーリアーのモンスターが多く出現する。猛牛ミノタウロス級の体格を誇る『バーバリアン』、19階層から現れる蜥蜴人リザードマンの上位種である『リザードマン・エリート』、黒曜石こくようせきの体を持つ『オブシディアン・ソルジャー』……人の体と同じ構造を持った中型級以上のモンスターが、白宮殿ホワイトパレスを跋[image: 扈]ばっこしている。

　白兵戦の特化型スペシャリストの顔ぶれが揃そろうこの階層は、魔導士達にとって鬼門だ。詠唱をする暇も許されず距離を詰められ襲われる羽目になる。『オブシディアン・ソルジャー』のように、あたかも魔除け石のごとく『魔法』が効きにくい──『魔法』の威力を減退させる──相手も存在するほどだ。純粋な魔導士であるレフィーヤはあわあわとしながら、フィンやリヴェリアの戦い振りを見守ることしかできなかった。

『ハアァッ！』

「！」

　その大顎あごを開け、長い舌を撃ち出してくる『バーバリアン』。

　ねじれ曲がった角を生やすモンスターの舌撃を切り払い、打ち上がる悲鳴ごと斬り伏せる。すかさずアイズは走り、ずんぐりした黒石の塊である『オブシディアン・ソルジャー』を両断した。

　アイズの足もとにモンスターの亡骸なきがらが、灰がうずたかく折り重なっていく。サーベルが銀の斜線を刻めばたちまち複数の相手が散り、血飛沫しぶきを飛ばした。

　意志の炎に燃える金の瞳ひとみはどこまでも敵を求めた。眦まなじりを吊り上げ彼女は円を描くように足を捌さばき、旋風のごとく、四方のモンスターをまとめて横一線に斬り飛ばす。

　円状に断末魔が巻き起こった。

「流石に腰が引けるなぁ……リヴェリア、何も話を聞いていないのかい？　一度辛酸しんさんを舐なめさせられたくらいで、ああにはならないだろう」

「駄目だ。『何でもない』の一点張りで、何も話そうとしない」

　フィンが困ったように目を細め、リヴェリアはその心労を語るように盛大に嘆息する。

　もはや手持ち無沙汰ぶさたに陥おちいる彼等の視線の先で、金髪金眼の少女はティオナとともに時間をかけず残った敵を殲滅せんめつしていった。

「今、灸きゅうを据えても意味はなさそうだね……やれやれ」

「あの、団長、リヴェリア様……アイズさん、大丈夫なんでしょうか？」

「ああいった状態の時は、大抵たいてい空腹になれば治まるが……腹を空かせた素振りを見せたら、すかさず[image: 餌]付えづけをしてみろ。落ち着くかもしれん」

「は、はいっ」

　勝手知ったる様子で話すリヴェリアに、レフィーヤは汗を流して頷く。

　ティオナやティオネ、そしてレフィーヤは連日のアイズの様子に心配そうな色を表情に出していたが、リヴェリアとフィンが「今はまだ放っておけ」と頃合ころあいを窺うかがうよう語るので、その言葉を信じることにした。過ごしてきた時間で言えば、ティオナ達より、フィン、リヴェリアの方がアイズとの付き合いは長いからだ。

　レフィーヤ達が戦利品を回収し、その場を後にする。一行は階層の奥へ進み、最も内側の大円壁を越え階層の中心部で探索を続けた。

　37階層には闘技場コロシアムと呼ばれる、一定数を上限にモンスターが無限のごとく湧わき出る大型空間も存在する。アイズが一度単身で乗り込もうとした際には流石に止めたが、以降は無難な探索が続いた。

　アイズも仲間レフィーヤ達を危険に晒さらす真似まねはせず、積極的にモンスターと戦闘をこなすものの、行動そのものはパーティの一員に沿ったものだった。戦闘が終了すれば、普段の感情の乏しい表情を纏まとい、ティオナ達の会話にもはっきりと受け答えをする。

　唯一その剣の冴さえだけが、普段とは異なっていた。

「もう相当モンスター達を倒してるし、結構お金も溜まったんじゃない？　ダンジョンに五日くらいもぐって探索してるしさぁ」

「そう、かな……」

「地上で普通に換金すれば、三〇〇〇万くらいはいくんじゃないの？　レフィーヤ、今いま持ってる証文しょうもんはどのくらいの金額？」

「待ってください、えーと……『リヴィラの街』で買い取ってもらったものだけだと、一〇〇〇万ヴァリスには届かないくらいです」

　話題を探すようにして、ティオナが明るくアイズに話しかける。アイズとティオナはもともと代剣レイピアと大双刃ウルガの借金のためにダンジョンへ赴いたのだ。当初の目的を今更のように思い出したアイズは、そこでふと引き寄せられるように白兎しょうねんの謝罪ことも思い出したが、頭を振って思考から追い出した。気にかける暇はないとそう言い聞かせる──その一方で、今の自分が彼の目の前に出る瞬間を想像すると……まるで宝物を汚すかのような思いに囚われてしまい、どうしてか、怖かった。

　目を伏せがちにするそんなアイズの横で、ティオネがレフィーヤに確認を取る。

『魔石』や『ドロップアイテム』で荷物が一杯になると、その度に『リヴィラの街』へ戻って買取り所で証文と交換し、処理している。

　地下の買取り額は非常に低いので、価値の高い戦利品だけを優先的に手もとに残して地上で換金し、それ以外の品はどしどし『リヴィラの街』で買い取ってもらうのだ。持ち切れない戦利品は証文に変えてしまった方が資金確保の効率はいい。

「あ、ルーム」

　Ｌｖ．３、あるいはＬｖ．４にカテゴライズされるモンスターを順調に撃破しながら進んでいくと、やがてこれまでより大規模な『ルーム』に辿り着いた。

（ここは……）

　広間の中にいた大量のモンスターと交戦する傍ら、アイズはルームの周囲を窺った。

　階層中央部付近ということもあって、幅も高さも凄まじい。白宮殿ホワイトパレスの中でも見覚えのある広大な間まに、彼女は最後に床を見下ろし、その金の瞳を細める。

　と、そこへ。

　ビキリ、と。

「あれ、どこから？」

「壁よこじゃないわ。床したよ」

　複数の『リザードマン・エリート』を大双刃ウルガでまとめて薙なぎ払うティオナの疑問に、同じく湾短刀ククリナイフで敵を仕留めるティオネが答える。

　亀裂音が響くのは四方の壁からではなく、足もとの地からであった。蜘蛛くもの巣に似た罅割れを広げながら、次には十以上ものモンスターが一斉に地中より産まれ出る。

　肉も皮も存在しない、白骨だけの姿。

　肋あばらや骨盤が剝むき出しになっており、全身の骨格は随所で鎧のように鋭く隆起して、尖とがっていた。それぞれが骨の剣や骨の斧おの、骨の盾を最初から装備して現れたのは、骸骨のモンスターである。

『スパルトイ』。

　37階層に出現する、バーバリアン達と同じく戦士系ウォーリアーのモンスターだ。

「フィン、私が行く」

「あ、アイズ!?」

『スパルトイ』はこの階層の中でも最上級トップクラスの戦闘能力を誇る。

　その全身白骨がらんどうの外見とは異なり、力は強く、動きも速い。何より様々な骨の武器を装備して使いこなすその姿は、あたかも腕のいい冒険者どうぎょうしゃを前にしているようですらある。

　Ｌｖ．４に相当する強敵に対し、アイズはパーティの中から飛び出した。他のモンスターと未いまだ交戦しているティオナ達を背後に置いて、《デスペレート》を振り鳴らし、数の多寡も気にせず『スパルトイ』の群れへと接敵する。

「っ！」

『ガッッ!?』

　盾を押し出し剣を溜める迎撃態勢の個体に、真正面から銀のサーベルを振り下ろした。

　盾ごとまとめて切断されたスパルトイが地に崩れ落ちる中、横から鋭く踏み込んできた槍使いランサーの攻撃を躱かわす。続けて振り下ろされる斧も回避、一際ひときわ大きいモンスターが繰り出す大剣をサーベルで横から叩き、すれ違いざま強烈な一閃を胴体へと見舞った。断たれた上半身が地面に倒れ込む。

『オオ、オオオッ！』


『────ッッ!!』



「……っ！」

　瞳のない無数の漆黒の眼窩がんかがアイズ一人に向けられる。

　骨を震わせ威嚇を放つモンスター達は、まるで獲物に対し団結を呼びかけているようにも見て取れた。

　武器の扱いを心得えており、更に連携まで用いて周囲から襲いかかってくる骨の凶戦士達を、アイズは鋭く見据えながら戦闘に臨んだ。





[image: ]






　僅かな油断も許さず、自身へ緊張感を課しながらモンスターの集団と剣を交えること五分。

　残る最後のスパルトイへ、アイズは大上段から《デスペレート》を振り下ろした。

『グォオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　頭頂ずちょうから股下まで一直線に縦断されたモンスターは断末魔の後、破壊された『魔石』の後を追うように灰へと変わる。

　スパルトイ達を全滅させたアイズは、ヒュンッと剣を振り鳴らし、切っ先を地面に向ける。

　辺りには滑らかに切断された骨の一部パーツが数え切れないほど散乱しており、未だ上半身に付着している魔石が紫紺の輝きを散らしていた。

　十を超すモンスターの亡骸の中心で、アイズは一人、戦闘の余韻に身を預けるように無言でたたずんだ。

「結局一人でやっちゃったし……」

「ちょっと苦戦でもしてくれると、もっと可愛かわいげも出てくるのにね……」

　どこか非難がましい言葉と、皮肉めいた溜息ためいきをティオナとティオネがそれぞれ口からこぼす中、アイズは先に戦闘を終わらせていた彼女達のもとへ向かった。

《デスペレート》を鞘に収めて歩んでいくと、レフィーヤともう一名の団員とすれ違う。

「……アイズさん、お疲れ様です」

「うん……後はお願い、レフィーヤ」

　眉まゆを下げながら笑いかけてくるレフィーヤに、アイズは背後のスパルトイの戦利品収拾を任せた。

　もう一人のサポーターにも声をかけ、彼女達にモンスターの魔石処理をお願いする。

「はいはい、お疲れアイズ～！　回復薬ポーションいる？　万能薬エリクサーは？　アイズの大好きな小豆あずきクリーム味のジャガ丸くんはどう!?」

「そもそも、傷一つ付けられてないんだから、回復薬ポーションも何も必要ないわ」

　気を取り直したように明るく、ティオナが自らも歩み寄って迎えてくる。

　姉に軽く突っ込まれる中、彼女はまるで戦闘をこなし消費したアイズの腹ちからを見越していたかのような、絶好な時機タイミングで、ジャガ丸くんという名の[image: 餌]付けを行った。

　微妙に声の調子が高い。

「大丈夫、ティオナ。ありがとう。……最後のは欲しい」

　休息レストの前から何も入れてなかったせいか、くぅ、とその細い臍へその辺りから音が鳴る。

　アイズはきりっと顔を構えながらも、少々耳を火照らせながら、ティオナからジャガ丸くんを受け取った。

　保存状態が整っていなかったようで、腐りかけていたことがわかると、しゅんと落胆の反動も大きかったが。

「何はともあれ、あらかたモンスターは片付けたな……。この後はどうする、フィン？」

　大きな一戦を終え、リヴェリアがフィンを見下ろす。

　くまなくとは言わずとも37階層は一通り踏破した。階層中央付近であるここから先に進むとなると、必然的に38階層へ向かうことになる。

　迷宮は階層を一つ下がるごとに危険度が増す。心もとない手もとの物資の量、そして武器の損耗具合も顧みた上で、彼女はパーティのリーダーに意見を仰あおいだ。

「ンー、そろそろ帰ろうか？　今回はお遊びみたいなものだし、ここで長居して、帰りの道でダラダラと手を煩わずらうのも面倒だ。リヴェリア、君の意見は？」

　フィンもリヴェリアと同意見だったようで、撤収の潮時だと口にする。

　ダンジョン攻略に本腰を据えた『遠征』でもないのだから、無理にとどまる理由もないと語る彼に、リヴェリアは頷いた。

「団長の指示なら従うさ。……お前達、撤収するぞ！」

「「はーい！」」

　リヴェリアの指示にティオナとティオネが返事をし、サポーター業に精を出しているレフィーヤ達からも「わかりましたー！」と声が返ってきた。

　地上への帰還を宣言され、どこか危ういアイズのことも含め心配事が解消されるとなって、気が抜けたのか。

　ティオナは面白おもしろおかしそうに──あるいは場を明るくするように──話を始める。

「それにしてもさぁ、もし今頃いまごろベートが一緒に来てたら、絶対やかましいことになってたよね～。あの狼男ええかっこしい、アイズの前では途端にはり切っちゃうんだもん！」

「あの宴会の後、酔いが醒さめた後にそれとなくアイズに拒絶されたことを伝えたら、凄い勢いでへこんでたわよ」

「うっわァー!?　超見たかったー！　何で教えてくれなかったのティオネ～！」

　そんなティオナに、ティオネも澄ました顔を浮かべつつ、口もとを小さく和らげていた。

　妹の話に乗るように同僚ベートをいじって盛り上がる。ちなみに、彼はまたしてもティオナの策謀で今回の探索にも加えさせてもらえなかった。

　レフィーヤ達に『魔石』と『ドロップアイテム』の回収を任せながら、彼女達を中心に弛緩しかんした空気が流れていく。

　しかし、そこで不意に。

「……フィン、リヴェリア。私だけまだ残らせてほしい」

　アイズがそう申し出た。

　驚いてばっと振り返るティオナとティオネ。

　彼女達の視線を浴びながら、その感情に乏しい表情は顔色一つ変えず、むしろ確かな意志を窺わせていた。

　常ならば大抵、状況に流されるがままであるアイズのその主張に──思った以上に深刻な硬い意志に──流石に驚いたのか、フィンは軽く瞠目どうもくする。

　リヴェリアはというと、片目を瞑つむり彼女のことをじっと見つめた。

「食糧も分けてくれなくていい。みんなには迷惑をかけないから。お願い」

　最後には懇願するように、アイズは階層への居残りを彼等に願う。

「ちょ、ちょっと～！　アイズ、そんなこと言う時点であたし達に迷惑かけてる！　こんなところにアイズ取り残していったら、あたし達ずっと心配してるようだよ！」

「私もティオナと同じ。いくらモンスターのＬｖ．が低くても、深層に仲間一人を放り出す真似なんてできないわ。危険よ」

　アイズの申し出に、ティオナは堪たまらず迫り寄った。ティオネも眉をひそめてゆっくりと彼女の後に続く。そしてその態度は彼女達のアイズに対する想おもいの裏返しだった。

　真心から心配してくる姉妹に、アイズは何も言い返せない。

「何でアイズはそんなに戦いたがるの？」

　そして、眉を下げるティオナのその問いに、答えることもできなかった。

　自分のことを友と言ってくれる彼女の悲しそうな表情に、アイズは、押し黙ってうつむくことしかできない。

　優しい彼女の思いやりに、無言を貫くことしかできない。

　アイズが何も言ってくれないと悟ったのか、ティオナはそれならばと、彼女を強引に引き止めるように、思い浮かんだことをとにかく片っ端から射手隊のごとくまくし立てた。

「アイズはすっごく別嬪べっぴんなのに、もったいないよ～。もうちょっと女の子しようよ～。アマゾネスのあたしの方がお洒落しゃれでどうするのよぉー」

「私は……そういうのは、いいよ」

「なんでぇ？　強い雄……お気に入りの男とか見繕わないの？　アイズのその綺麗な顔は飾りなの？」

「あんた、自分でもしないことを押し付けるのは止めなさい」

　やり過ぎだとばかりに呆あきれるティオネが突っ込みを入れる中、一歩離れて見守っていたリヴェリアは息をつく。

　彼女はフィンに振り向いた。

「フィン、私からも頼もう。アイズの意思を尊重してやってくれ」

「「リヴェリア!?」」

　まさかというティオナとティオネの斉唱が響き渡る。

　アイズもまた内心で驚いていた。

　リヴェリアには、必ず戒められ、反対されると思っていたからだ。

「ンー……？」

　そしてフィンも、リヴェリアの真意を問うようにその美しい顔を見上げる。

「この子が滅多に言わない我がままだ。聞き入れてやってほしい」

「そんな、子を見守る親みたいな気持ちじゃあ動けないよ、リヴェリア。ティオナ達の言っていることの方がもっともだ。パーティを預かっている身としては、許可できないな」

「甘やかしている自覚はあるが……さて」

　吐息とともにリヴェリアはアイズのことを見やる。

　彼女に迷惑をかけているという自覚があるアイズはこの時、途端に申し訳なくなった。

　そんなアイズの胸の内を知ってか知らずか、リヴェリアは自嘲するように眉と唇を曲げる。

　フィンに視線を戻し、告げる。

「私も残ろう」

　アイズのサポーターを担うと言外に伝えるリヴェリア。

　その翡翠ひすい色の瞳を見つめ返すフィンは、顎に手を添え、もったいぶるように頷いた。

「わかった、許可するよ」

「えぇ～、フィン～。説得してよ～」

　ほとほと不服そうな顔をするティオナが抗議の声を上げる。

　フィンは苦笑して言葉を続けた。

「リヴェリアが残るなら万が一にも間違いは起こらないだろうしね。逆に僕達の方が、帰りの道で危険な目に遭うかもしれないけど」

「私は攻撃と回復を器用になんかこなせませんからね、団長」

　思い人の決定には逆らおうとしないティオネの声音にも、少々の棘とげがあった。責めるとまではいかなくても、不満そうな響きがある。

　肩をすくめるフィンはそれを全て受け止め、ややあってアイズとリヴェリアがこの階層にとどまることが決定した。

　遠くから事態を察していたのか、作業を終えたレフィーヤが慌てた様子で戻ってくる。

「アイズさん、ここに残るんですかっ？」

「うん……我儘わがまま言って、ごめんね」

「あ、その、えっと……じゃ、じゃあっ、私も残ります！　絶対に足手纏いにはならないのでっ、サポーターをやらせてください！」

「あ、それならあたしも残るー！　何だ、簡単じゃん！」

「物資が残ってないって言ってんでしょ。二人分ならまだしも、三人も四人も分け合う食料と水は、アイズ達にも私達にも残ってないわよ」


「「うう～～～～～～～～っ……」」



　ティオネの指摘に、レフィーヤとティオナの首が仲良く惨むごたらしく折れた。

　物資や治療用の道具アイテムの関係から、この階層に三人以上が残るのは難しい。アイズの不壊剣デスペレートを除いた武器の状況もそろそろ怖いものがある。

　レフィーヤとティオナは泣く泣く退くのだった。




　アイズの周りで騒いでいる三人の娘を、外からリヴェリアが眺めていると。

　フィンがすっと彼女に近付いた。

「で、さっきの提案の本意は何だい？」

　小声で問いかけてくる彼に、リヴェリアはちらりと視線をやる。

「まさか言葉通りではないだろ？」

「……今あの娘こを止めたとしても、後回しになるだけだ。いずれどこかで、きっと何かをやらかす。目の届かないところで破裂されるくらいなら……目の前で大いに爆発させた方がいい」

「なるほどね」

　お見逸それするよ、と笑うフィンは瞼を閉じた後、流し目を送る。

　アイズへの過保護はいりょを冷やかしているようにも見えるその姿に、何か言いたげな視線を浮かべるリヴェリアは、結局何も言い返さなかった。

「例の調教師テイマーが現れることはないと思うけど、どうか気を付けてくれ。僕の手持ちの精神力回復薬マジック・ポーションは全て置いていく。……アイズの独断もうしでを許したのは君だ、君が彼女の分まで責任を負わなくてはいけない」

「わかっている……そして、すまない、ありがとう」

【ファミリア】の副団長として──むしろ年長者としての在り方を説くフィンに、リヴェリアは頷くとともに礼を告げる。少年の小鞄ポーチから取り出された試験管を受け取り、彼女はアイズのもとに歩み寄った。

　フィン達が撤退の準備を整えるのを見守り、ややあって、彼等と別れる。

『ルーム』に存在するたった一つの出入り口の前で、去り際にティオナと、そしてレフィーヤが、何度もアイズへ激励の言葉を送った。




「……ありがとう、リヴェリア」

　二人だけしかいなくなったルームで、アイズは口を開いた。

　隣り合っているリヴェリアは見返すこともなく、淡々と答える。

「これっきりにしてほしいところだが、今更だな。あまり手をかけさせるなとだけ、愚痴を言わせてもらおう」

「……ごめん」

　リヴェリアの前では、あらゆる意味で自然体の自分となっている、とアイズは自覚があった。

　フィンや主神ロキを前にする時とは違う、それこそティオナ達の前にいる時とも異なる、赤裸々に近い自分だ。

　彼女の小言にも、自分の謝罪にも、心を通い合わせているような二人だけの繫つながりが確かにある。

　上手うまく言葉にはできないが、それは仲間に寄せる信頼とも少し違った、温かい何かだ。

「……」

　暗い広間の中で、何をするわけでもなくしばらく沈黙を重ねる。

　モンスターの雄叫おたけびは遠かった。この広大な『ルーム』に近付こうとする気配は何もなく、不自然とも思える静寂がアイズとリヴェリアのもとに流れ込んでくる。

　防具と戦闘衣バトル・クロスを包む階層の空気は肌寒い。頭上が高く、燐光りんこうも乏しい37階層には体をひやりとさせる冷気があった。

　寒気さむけを喚起するダンジョンの吐息に、首筋を撫でられる。

「……？」

　動こうとしない自分を怪訝けげんに思ったのか、リヴェリアがその翡翠色の瞳を向けてくる。

　彼女の視線を肩で感じながら、それでもアイズは動かなかった。

　先程までのように、階層の隅々を探索しようなどとは露ほどにも思っていない。ましてやモンスター達がこの場所にやって来るのを待っているわけでもない。

　この階層に、この『ルーム』に残った理由は別にある。

　自分の考えが正しければ、恐らく──。

　思考を働かせるアイズが、息を凝らしその時を待ち続けていると、不意に。

　小さな、本当に僅かな震動が、身に付けているブーツを揺らした。

　──やはり。

「来た」

「なに？」

　アイズは柳眉を鋭く構え広間の中心を見据える。リヴェリアが問いただそうと口を開きかけたが、彼女も気付いたようだった。

　地面が揺れ、少しずつその震動は大きくなっていることに。

「まさか……」

　リヴェリアの呟きが落ちるのと同時、『ルーム』の中心の地面一帯が隆起する。

　そして──ビキッ、と。

　岩の悲鳴とともに、夥しい亀裂が生じた。

　地割れのごとく、大地が割れる。周囲に走り抜ける裂け目はとどまることを知らず、次には目を疑うような漆黒の巨体が地面を破り、遥はるか頭上までその身を伸ばしていく。

　巨体に引っかかった岩と土砂が揺れ落ち、土石流のように降りそそいだ。広間の揺れは一向に収まらない。鼓膜が潰つぶれるような轟音ごうおんをまき散らしながら、やがてそれは完全に姿を現す。

　アイズ達の視線の先で、その漆黒のモンスターは闇に塞がった天を仰いだ。

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　果てしない産声を上げるのは超大型、『リヴィラの街』に出現した食人花の女体型にも劣らない鴻大こうだいなモンスター。そして全身から放たれる圧倒的な威圧感は、女体型を倍するほどと言っていい。

　他ならない階層主。

　37階層に君臨する『迷宮の孤王モンスターレックス』。

　Ｌｖ．６、『ウダイオス』。

「そうか。もう、三ヶ月経ったか……」

　一定周期の次産間隔インターバルを必要とする『迷宮の孤王モンスターレックス』は一度撃破されると、時が満ちるまで迷宮に姿を現さない。約三ヶ月前、他ならない【ロキ・ファミリア】が全戦力をつぎ込んで打ち倒した存在に、リヴェリアはその巨軀きょくを見上げながら半ば呆然ぼうぜんとこぼす。

『スパルトイ』をそのまま巨大化させたかのような骸骨のモンスター『ウダイオス』は、全身が漆黒に染まっている。黒い骨格は見ているだけで中に吸い込まれそうであり、不気味とも剣吞けんのんとも取れる鋭い光沢を帯びていた。

　下半身は地面に埋めたまま、骨盤から上のみの体はそれだけで高さ十Ｍメドルに迫るほどで、前のめりに折れ曲がる背骨──無数の椎骨ついこつが震えながら意思を持ったように波打っている。頭部には鬼オウガを彷彿ほうふつさせる二本の角を生やしており、闇が充満する巨大な眼窩がんかの奥では、朱色の怪火かいかが小さく揺らめいていた。

　巨軀の中心、胸部内部では、規格外の大きさの魔石が太く分厚い胸骨と肋骨に守られるように存在している。

　臓器と呼べる器官が存在しない中で、眩まばゆい紫紺の輝きを放つあの巨大な結晶が、階層主の心臓のようでもあった。

「リヴェリア、手を出さないで」

　予想通り出現した階層主に対し、アイズは腰の鞘から《デスペレート》を抜き放つ。

　次の階位ステージへ移行する絶好の機会。

　既に打ち止めとなった己の器を昇華させるため、階層主という強大な相手を単身で撃破する。神々さえも認める偉業を成し遂げ、アイズはアイズの限界を超克する。

　より強く、もっと強く、もう誰にも負けず屈しないように。

　弱い己から脱却するために、更なる力を手に入れるために。

　脳裏に浮かぶ赤髪の女の姿を、目の前の漆黒のモンスターに重ね合わせ、アイズは金の瞳を吊り上げた。

「アイズ、本当に一人でやるつもりか？」

　歩み出すアイズの背に、リヴェリアが強張った声を飛ばす。

　上下の顎骨がくこつを開口し、凄まじい咆哮ほうこうを放ってくる『ウダイオス』を前に、アイズは剣の銀光を静かに散らした。

「大丈夫」

　絶対の決意を胸に、彼女は唇を開く。

「すぐに終わらせるから」

　黒骨の巨身が震えた。

　射程圏内へと一人足を踏み入れたことで、凶悪な戦意が解放される。

　全身の骨格を軋きしませ、臨戦状態へと移行する最強の敵を前に。

　アイズは地を蹴って、その無謀な戦いへと身を投じた。
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　一直線、敵のもとへ駆け抜ける。

　唯一の武器にして数々の死闘をくぐり抜けてきた戦友デスペレートを右手に提さげ、アイズは見上げるほどの大巨軀の懐ふところへ、真正面から疾走した。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　突貫してくるアイズに、ウダイオスは大気を震わす雄叫びを上げる。

　揺らめく朱色の怪火ひとみで金色の影を睨ねめ付け、剝き出しの長骨が黒く照る歪いびつな左腕、その巨大な鈍器どんきを背に溜めた。

　大気を抉えぐり取りながら、矮小わいしょうな影に向かって、横薙ぎの一撃を繰り出す。

「【目覚めよテンペスト】!!」

　押し寄せる一撃必殺に対し、アイズは超短文詠唱を唱えた。

　瞬く間に風の気流が防具ごと体を包み込む。伴って速力が増したアイズは、叩きつける左足で地面を爆発させ、一気に加速した。

　ぐんと体を前に倒し、ウダイオスの左腕が体を捉とらえる前に懐に入り込む。攻撃スイングの範囲外である至近距離、視界の死角へとかき消える速度で侵入されたモンスターは、一瞬アイズの姿を見失う。

　一方で空洞の肋あばらを眼前にするアイズは、跳んだ。

　宙を貫き接近するのは敵の左脇中段。腕が薙ぎ払われたことでがら空きになった左の胸部目がけ剣を構える。更に剣身に付与される風の出力を上げ、威力と射程リーチを底上げした。

　腰をひねり、右手の《デスペレート》を左肩に溜め、お返しとばかりに音速の横斬りを放つ。

『ウゥゥッ!?』

「！」

　胸骨内部に存在する巨大な『魔石』、肋あばらの隙間すきまを狙ねらって滑り込ませようとした風剣の一撃を、第五肋骨が上下動することで阻んだ。いきなり己の中枢ませきを奇襲してきたアイズに、ウダイオスは索敵と反応を一瞬でしてのけ防衛行動を取る。

　──惜しい。

　切り裂くことはおろか掠かすり傷も走らない漆黒の肋骨を横目で見やりながら、アイズは無表情で呟く。

　中枢ませきに罅の一つでも入れることができたなら、相手の動きは格段に鈍る。そうそう好機チャンスは訪れないだろうが狙えるものなら果敢に攻め込むべきだ。

　体の左脇を抜けてウダイオスの後方に出るアイズは地面に着地し、すかさず反転する。

　隙すきだらけの背後、背骨を晒す階層主へ斬りかかった──次の瞬間。

　走るアイズの地面あしもとから、伸び上がる槍のごとく漆黒の柱が放出された。

「っ！」

　顎の下から突き上がる鋭い一撃を、上半身の動きだけで回避する。

　耳朶を掠める漆黒の柱によって金の長髪が乱れる中、続いて地面より射出された五本の矛ほこからアイズは素早く横手へと逃げた。

　地面を破って現れる槍衾やりぶすま、あるいは剣山は執拗にアイズを追いかけ、眼下から攻撃を加える。

　──これだ。

　旋回能力が乏しい階層主ウダイオスに、大人数の攻略隊パーティでさえも一気に攻めかかることができない理由。

　この地面から放たれる無尽蔵の逆杭パイルによって、敵を近付けさせないのだ。迂闊うかつに飛び込もうものなら相手を連続で串刺しにする剣山は、ウダイオスの攻守一体の武装である。

　上半身しか出現させていないウダイオスは、下半身を無意味に床に埋めているわけではない。いや、正確にはウダイオスに下半身は存在しない。

　巨大な根を地中へ張り巡らせる大樹のごとく、骨盤から夥おびただしく派生した体の一部パーツをこの広間全域の床へ広げているのだ。つまりアイズの足もとには、ウダイオスが設置した剣山の地雷が数え切れないほど埋まっている。

　まさに戦う相手はこの広大な『ルーム』そのものと言っていい。射出される逆杭パイルは空間の足場じめん全土──全戦域を攻撃範囲に置いている。

　ウダイオスの目の前に進んだが最後、逃走しようものなら出入り口は漆黒の剣山で塞がれる。骸骨の王は、殺戮さつりくを終えるまで敵を『ルーム』から逃がしはしない。

『ルゥオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

「くっ!?」

　巨体に見合った鈍重さで振り返る上半身とは相反するように、恐ろしい速度で射出される剣山が途切れることなくアイズに襲いかかる。今や既にアイズの周りには無数の漆黒の柱が立ち並んでいた。

　まるで『こっちに来い』と囁ささやかれているように漆黒柱の群れがアイズの動きを誘導する。連続の回避行動を強しいられるその体は、気付けばウダイオスの正面に連れ戻されていた。

　眼窩の奥の怪火を眼光炯々けいけいと輝かせ、階層主は容赦なく両腕で攻撃を開始する。地面からの逆杭パイルと頭上より押し寄せる剛腕、その激しい天地からの挟撃に対し、顔を苦渋に歪ゆがめるアイズは風を纏いながらどうにか切り抜けていく。

「アイズ！」

　手を出さないでと懇願されているリヴェリアが外から叫んだ。

　ルームの出入り口付近、未だウダイオスに捕捉されていない彼女の足もとは嵐あらしの前の静けさのように沈黙を守っていたが、戦闘の趨勢すうせいを見守るその心中は穏やかではない。

　本来ならば三十人以上ものパーティで攻略に乗り出し分散する筈の逆杭パイルの攻撃が、全てアイズ一人に殺到してしまっている。魔法の恩恵によって並ならぬ速度を得ていようが、あれでは捕まるのも時間の問題だ。

　杖つえを持ち一歩踏み出そうとしたリヴェリアの足を、しかしアイズの双眸そうぼうが制する。

　顔を向け、大丈夫だから、と訴えてくるその金色の視線に、リヴェリアの顔が何かを耐えるように歪む。

「……っ！」

　すぐにリヴェリアから視線を外して前を向くアイズは、下方から伸びる槍衾を大きく避さける。

　逆杭パイルの長さや幅はそれぞれだった。足を止めるように鋭く突き出る一Ｍメドルにも満たない短槍もあれば、進路や動きを阻害するように伸びる三Ｍメドル以上もの太柱もある。形状も尖っていたり長方形であったりと種々雑多だ。

　逆杭パイルの連続発射は脅威だが、やはりそれと比べてもウダイオスの直接攻撃の威力は図抜けている。振り下ろされる度に直下の剣山を粉々に打ち砕くだき、床を平地にする絶大な掌撃しょうげき。風の鎧があるとはいえ直撃すれば一溜りもない。50階層、そして18階層で遭遇した女体型がこのモンスターの前ではやはり霞かすんで見える。その力も能力も、まさに迷宮の王を名乗るに相応ふさわしい。

　あっという間に足場を埋めつくしていく剣山をすれ違う度に切断しながら、アイズは横目でウダイオスの体を見据えた。

（狙うなら、関節……！）

　黒一色の巨軀の節々ふしぶし、文字通り肩や肘を始めとした関節には、『魔石』の輝きにも似た紫紺の光が瞬いている。

　皮も筋肉組織もないウダイオスの骨の体が動くのは、あの核関節かくかんせつの力によるものだ。膨大な魔力を放つ節々の核の力によって巨大な骨は縦横無尽に可動、そして一部パーツと一部パーツとを繫ぎ止めている。『スパルトイ』にも存在する──彼のモンスターの場合はより小さく光の粒ほどしか視認できない──核関節を打ち壊せば、敵の体は脱落し、大きく力を削ぐことができる。狙うは関節の数だけ存在する紫紺の輝きだ。

　敵の体力もまた無尽蔵、こちらの力が底をつく前に仕掛けなければ。思考に決着をつけ、アイズは防戦一方から攻勢へ転じようとする。

　精神力マインドをかき集め、その唇を開いた。

「風よ！」

　最高出力。

　風の鎧が気流を、厚みを、風圧を増し、アイズの体を極小の嵐へと変貌させる。疼痛とうつうを訴えていた全身が一層激しく軋む中、莫大な風の力を味方につけ、この日一番の加速を断行した。

『!?』

　視界の外へ消えたアイズにウダイオスの怪火の瞳が揺れる。

　敵の巨体の左手から、直角の軌道を描いて後方へと回り込む。頸椎くびを蠢うごめかせ朱色の怪火がその疾風の影を発見すると、モンスターは威嚇の声も惜しんで逆杭パイルの射出を行う。

　しかし、当たらない。掠りもしない。

　あまりにも遅過ぎる──アイズが、速過ぎる。

　逆杭パイルの射出速度を凌駕する圧倒的な速度。アイズがとっくに過ぎ去った場所を剣山は虚むなしく貫き、そして彼女の後を必死に追うように柱の発射が続いた。

　いくつもの地雷を後方に置き去りにするアイズが目指すのは、敵背骨、腰椎。

　真側面から急迫し《デスペレート》を構える。細い竜巻を宿すその銀のサーベルを、アイズは敵の腰の前を駆け抜けると同時に振り抜いた。

『ゴッッ!?』

　骨盤の真上、凄まじい腰への強打にウダイオスの上半身が右に流れる。その背骨が盛大にたわむ中、敵背部の左から右に抜けるアイズは、足と左手を地面に打ち込み、そして風を全開で逆方向に吹かせながら急制動をかけた。

　体が引きちぎれんばかりの衝撃に襲われながら、疾走の勢いを殺すことに成功する。そして間髪入れず地を蹴りつけ、地面を砕き、アイズは風の弾丸になって再びウダイオスの背骨に突っ込んだ。

　同じ攻撃を今度は右方向より──罅割れた腰椎の奥に見える核関節かくかんせつに向かって──叩き込む。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!?』

　腰椎の一椎を破壊され、均衡バランスを失った上半身が前のめりになり、地面へと倒れ込んだ。

　まるで平伏するように上半身を折り曲げるウダイオス。階層主対処の定法セオリー、地に落ちた巨大なモンスターにアイズは機を逃さんとばかりに躍りかかる。


『グウゥゥゥゥゥゥッ!?』



　ウダイオスは上半身を激しく揺り動かし近付けさせまいとする。更に倒れ込んだ体の側からでたらめに逆杭パイルの射出を行い、視認できない敵を退けようとした。

　そして、疾走するがままそれら全てをやり過ごしたアイズは、迎撃が手薄のモンスターの右肩に着地する。サーベルの切っ先を下に向け、隙間から覗く核関節へと、直下させた。

　剣先から伝わる硬質な感触。凄まじい強度を誇り、刃がそれ以上進まない紫紺の核に対し。

　アイズは、咆哮した。

「【吹き荒れろテンペスト】!!」

　剣身に大気流エアリエルを流し込み、暴走させる。

　刃が埋まった核関節は瞬く間に破裂──撃砕した。


『────────────────────────────────────ッッ!?』



　ウダイオスの顎骨がくこつから絶叫が迸ほとばしる。

　風の爆発とともに弾はじけ飛んだ関節から右肩がゆっくりと離れ、肩から先の上腕が轟音を立てて脱落する。

　右腕一本、丸ごとウダイオスは失うこととなった。

「何てやつだ……！」

　視線の先で巻き起こった光景に、リヴェリアは呻うめくように呟いた。

　大魔法による砲撃を行うでもなく、たった一振りの剣つるぎでウダイオスから腕を奪ったアイズに、戦慄せんりつに近い感情を抱く。

「っ！」

　手加減なしの魔法かぜの余波に自らも吹き飛ばされていたアイズは、地面に着地して駆け出す。

　このまま一気に敵の一部パーツを削り取らんと攻めかかろうとする中、苦痛と怒りに燃え狂うウダイオスの怪火ひとみが、疾走してくるアイズを睥睨へいげいする。

　階層主は逆杭パイルを連続で打ち出すと、自分の体を覆わせた。

「！」

　関節を守るように無数の剣山が節々の上で入り組む。

　敵も馬鹿ばかではない、アイズの狙いを悟って防御を固めにきた。恐らく体の回復に時間を費やそうとしているのだろう。

　中枢ませきから『魔力』が流し込まれれば大して時間をかけず核関節は復活する。一度本体から離れた一部パーツは、いくら核を直したところで修復は不可能であるが。

　敵はアイズが破損させた腰椎の核関節を回復させ、再び上半身を起こそうとしているのだ。

　無論黙って見ているわけにはいかない、アイズは剣山の上からまとめて敵の体を叩き斬ろうと肉薄しようとする、が。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

　地に伏せながら、ウダイオスが吠えた。

　まるで母胎ダンジョンに呼びかけるように地面へ手を当てて咆哮し、次には、王を守る雑兵のように大量の『スパルトイ』が地面から産まれ出た。

「っ!?」

　武器を携えた白骨の戦士達がアイズの行く手を阻む。高い跳躍で咄嗟とっさに飛び越えようとしたが、その寸前にすかさず接近され、蝶ちょうに群がる蟻ありのごとく次々と襲われた。止むなしに応戦する。

　そしてリヴェリアのもとにも、多くのスパルトイが地面より出現した。

「くっ!?」

　魔導士、後衛職であるリヴェリアに殺到するモンスターの群れ。

　産み出されたモンスターの数は二十近い。不意打ちとはいえ奇襲せっきんを許してしまった己の油断を呪のろいながら、彼女はその長い杖でスパルトイ達の猛攻を凌しのぐ。

　相性が悪い相手にもかかわらず杖術じょうじゅつで逆に撃破を重ね、更に『並行詠唱』で、敵の攻撃を躱かわしながら魔法を構築する。

『ゥゥ……』

　産み出された兵隊スパルトイにアイズ達が手間取っている内に、ウダイオスは一気に回復を終了させた。

　アイズが唇を嚙かむ先で剣山の守りを砕き、ぐらりと上半身を起こし上げる。

　右腕を消失させた漆黒の骸骨は、眼窩の中の炎を燃やしながら、一本の逆杭パイルを大地から召喚する。

　伸びて、伸びて、まだ伸びる。

　アイズとリヴェリアを瞠目させるほどの長大な漆黒の柱が、ウダイオスの眼前に現れた。

　蠢く漆黒の指骨しこつが摑つかみ、抜き取る、同色の柱──一本の剣。

　全長は六Ｍメドルほどか。

　アイズからすれば極厚の長剣。そしてウダイオスからしてみれば細枝にも満たない短剣。天然武器ネイチャーウェポンのごとき、黒大剣。

　その巨体に釣り合わない細く長い武器えものを左手に、モンスターはアイズのことを見下ろした。

　──何を？

　アイズも、そしてリヴェリアでさえも目にしたことのないウダイオスの行動。スパルトイ達と同じように武器を装備した階層主は、ゆっくりと左腕ごと振りかぶる。

　初見の攻撃に、周囲の雑兵を片付けながらアイズは身構える。一度距離を空けるか判断しかねていると──その光景が金の瞳に飛び込んだ。

　肩、肘、手首。

　それぞれの核関節が、燃え上がる流星のごとく煌々こうこうと発光している。ウダイオスの左腕から放たれるその禍々まがまがしい紫の光輝に、ぞっっ、とアイズの背筋がわなないた。

　左手を振り上げた体勢で固まっている階層主から、全力で、距離を取ろうとする。

　周囲のスパルトイの攻撃を風の鎧で受けるがまま、強引にその場から駆け出すと。

　ほぼ同時に、ウダイオスの左手が霞んだ。


「────」



　視認を許さない超速度で薙ぎ払われた、黒大剣。

　肩と肘、手首の核関節が光を炸裂さくれつさせたかと思うと、階層主ではありえない攻撃速度をもって武器が振るわれる。

　アイズの視界の隅で漆黒の影が過よぎり、次には、凄まじい爆風が起こった。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　地面から突き出ていた剣山と、スパルトイが、一瞬で消失する。

　直前のところで黒大剣の効果範囲内から逃れたアイズでさえ、その衝撃波に殴り飛ばされ地に叩きつけられた。

　薙ぎ払われた地面が焼け焦げ、煙を上げている。戦慄せんりつを隠せぬまま急いで立ち上がり、アイズはウダイオスの体に視線を走らせた。

　恐らくは核関節に大量の『魔力』をそそぎ込むことで使用可能の、ウダイオス渾身こんしんの斬撃だ。階層主の規格外の膂力りょりょくと『魔力』の爆発が合わさった一撃は、繰り出されれば剣の射程内のもの全てを粉砕し、風を纏ったアイズでさえ避よけ切れない。

　連続で放てないことが唯一の救いか。左手を振りかぶり再び『魔力』を畜力チャージしているウダイオスを見上げ、アイズは目を眇すがめる。

　右腕を吹き飛ばしたことが階層主の逆鱗げきりんに触れたのだ。武器を装備する暇も与えず攻囲する複数のパーティならばともかく、単独で襲いかかってくるアイズ相手なら黒大剣を精製し召喚することも可能だったのだろう──きっと素手の攻撃に『魔力』の爆発を用いれば反動と衝撃に負けて自壊するのだ──。

　ウダイオスの隠し球、今まで確認されることのなかった、本当の切り札。

　階層主が隠し持っていた力に対し、あたかも仮面の一部が剝落はくらくするかのように。

　アイズの相貌から、強い危機感が発汗という形で滲み出していた。

「アイズ、一度下がれ!?　距離を離せば剣は届かない！」

　後方から打ち寄せる吹雪の余波とともに、リヴェリアが呼びかける。

　詠唱を終えて口が自由になった彼女の忠告に、しかしアイズは従わなかった。

　剣の柄つかを握りしめ、頑かたくなになったようにウダイオスへ肉薄する。

「馬鹿者……！」

　痛罵の声を背で聞きながら、自ら懐ふところへ近付く。

　既に捕捉されているリヴェリアのもとにも逆杭パイルが射出され、同時にスパルトイが再び姿を現した。足止めされる彼女と物理的に分断されながら、アイズはウダイオスと戦闘を繰り広げる。

　袈裟けさに構えられた斜め一閃の斬撃。

　その構えから攻撃の角度と範囲を見極め、放たれる前より回避行動を取るが、真横の空間をびりびりと震わせる衝撃波に打たれアイズは顔を苦悶くもんに歪める。間を置かず轟音と地面の破片が飛び散った。

　斬りかかるべく接近するアイズにウダイオスは何度も剣山を生む。彼女を直接狙うのではなく、障壁のように五Ｍメドル以上もの柱を量産し進攻を妨害するのだ。何本も柱が集まった分厚い壁をアイズは一瞬で破れず、幾度も突撃は中断され、そしてそこへすかさず大斬撃が見舞われた。凄まじい風切り音とともに障壁ごとアイズを断ち切ろうとしてくる。

　敵は逆杭パイルと『魔力』の爆発を両立させることができる。厄介としか言いようがない。

　アイズは風の力が許すまま縦横無尽に駆け抜け、何度も後方を取ったが、スパルトイと剣山の壁に阻まれ先程のような決定打は通せなかった。漆黒の骨を何箇所にもわたって損傷させるものの、ウダイオスが核関節を始めとした致命傷を許さない。むしろそれ以外の防御を捨てて徹底させている。

　何度目とも知れない大斬撃を回避し、焦燥に駆られる中。

　もう一度突撃を敢行しようとしたアイズは。

　がくんっ、と。

　肉体から力が失われる音を聞いた。


「────」



　最高出力の風エアリエル、更に長時間の連続行使。

　その殺人的な過負荷に耐えかね、精神力マインドより先に、アイズの体が限界を迎えたのだ。

　真まっ赤かに染まり上がるような全身の疼痛が、警鐘を打ち鳴らす。断線したかのように体から力が抜け、目に見えてその動きが精彩を欠く。

　そして、ウダイオスはそれを見逃さず、勢いよく逆杭パイルを地上から射出した。

「っっ!?」

　こめかみに放たれた漆黒の槍。何とか回避するものの、纏っている気流が削られる。

　追い打ちとばかりに逆杭パイルの速射砲がアイズを急襲した。四方八方から剣山が打ち上がり風の鎧を何度か掠め、衝撃が体に伝わる。

　崩れた体勢によって剣山に捕まりかける中、死にもの狂いで逃れ続けていると──金の瞳は、それを見た。

　左手を背に溜める、ウダイオス。

　肩、肘、手首。三つの核関節を発光させた上での、薙ぎ払いの構え。

　現在位置は完璧かんぺきに敵の射程内だ。凍りつくアイズを、揺らぐ朱色の怪火が無慈悲に見下ろしている。

　思考が純白に染まり上がる中、逆杭パイルに殴られるのも構わず。

　幾重もの気流を体に纏い、アイズは全力で己の体を突き飛ばした。

　次の瞬間、

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「うっっ!?」

　捉えられた。

　黒大剣の切っ先が風の鎧を打ち破る。遮二無二しゃにむにに回避行動へ走った賜物たまものか、体に直撃することこそなかったものの、しかし衝撃だけでもアイズを殴り飛ばすには十分な破壊力だった。

　地面を削りながら、何十Ｍメドルもの距離を決河の勢いで吹き飛んでいく。纏っていた気流は弾け飛び、【エアリエル】が強制的に解除された。

　煙を巻き上げながら、ようやく止まった体。形容しがたい痛覚に全身を支配されながらも、アイズは瞼を開ける。

　視界は、真っ赤に染まっていた。

「アイズ!?」

　悲鳴を放つリヴェリア。

　震えながらゆっくり仰向あおむけの体を起こそうとしている少女の姿に、その美貌を歪める。

「──どけっ!!」

『ゲェッ!?』

　力任せの長杖に殴り飛ばされ、眼前のスパルトイの頭部が粉砕した。

　群がられていた最後のモンスターを撃破したリヴェリアは、アイズのもとへ駆け寄ろうとする。


『オォォォォォォォォォッ!!』



「っ!?」

　しかし、足もとから逆杭パイルが発射される。咄嗟に身を傾けたリヴェリアが顔を上げると、遥か前方ではウダイオスが眼窩の奥の怪火を彼女へと照準させていた。

　優先順位を倒れたアイズからリヴェリアに切り替えたらしい。漆黒の剣山に襲われる彼女は、その柳眉を吊り上げる。

「【終末の前触れよ、白き雪よ。黄昏たそがれを前に風うずを巻け】」

　吹き飛ばしてやる、と。

　素早く『並行詠唱』を行うリヴェリアは滅多に見せることのない激怒の表情を浮かべ、翡翠色の瞳でウダイオスを睨にらみ返した。一〇〇Ｍメドルは離れている距離など委細関係なく、逆杭パイルを躱し続けながら、魔法円マジックサークルを展開する。

　尋常ではない『魔力』の高まりに、階層主が恐れるように体を微動させる中──アイズは。

　勢いよく、その両眼を見開いた。

「リヴェリアッ!!」

　少女の叫びがリヴェリアを揺らし、魔法円マジックサークルをかき消す。

「手をっ、出さないでっ……！」

　上半身を起こし、吹き飛ばされようが離さなかった《デスペレート》を、杖のように地面へ突き立てた。

　額から溢あふれる血液で顔を染めながら、アイズはゆっくりと立ち上がっていく。

「……馬鹿を、言うなっ！　私にお前を見殺しにしろというのか!?」

「お願いっ、リヴェリア……！」

　柄つかを握る手を震わせ、地面から体を引き剝はがしながら請う。

　怒鳴るリヴェリアに対し、泣きそうな声で懇願した。

「お願い、だからっ……！」

　ぽた、ぽたっ、と割れた額から止めどなく血が流れる。

　地面に真っ赤な血溜まりを作り上げながら、アイズはその四肢で立ち上がった。

　リヴェリアが啞然あぜんと見つめる中、振り絞るように、詠唱を行う。

「【目覚めよテンペスト】……！」

　巻き起こる気流。

　風の加護を全身に宿し、アイズは再びウダイオスと対峙たいじする。

　戦意を欠片かけらも失っていない少女の姿に、モンスターもまた瞳の火を揺らめかせた。

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』

「っっ!!」

　咆哮ほうこうが上がると同時に疾駆する。

　意志の力で体が漏もらす呻吟しんぎんをねじ伏せ、ありったけの精神力マインドを風に。

　後先のことを捨て、アイズは決戦を仕掛けるべくウダイオスへ突貫した。

「アイズ……？」

　その光景に、リヴェリアは呆然とするように立ちつくす。

　雑兵スパルトイを鏖殺おうさつするがごとく蹴散らし、激しく舞うように逆杭パイルを避さけ、銀の剣を携え漆黒の骸骨へと斬りかかる。

　風の雄叫びを上げながら、アイズは己の命を削っていた。

（もっと……もっと！）

　突き動かされるように手が剣を振るっていた。

　何よりも速くなろうと足が地を蹴っていた。

　身を包む風に誓いを立てるかのように、心が叫んでいた。

（私は、もっと!!）

　重りのような四肢、喘ぎ苦しむ喉のどと肺、額から流れ出る熱い紅血。

　膝ひざを屈しようとする体に怒りの感情がこみ上げる。何故そんなに脆もろいのか、どうしてそこまで儚はかないのか。

　どうすれば、この心と体は。

　この決して折れない剣つるぎのように、この速く気高い風のように、強く在あることができるのか。

（もっと──強くならなくちゃ!!）

　視界が白く弾け、次には黒く染まっていく。

　目の前の強大な敵と死闘を繰り広げながら、ここではないどこかへと意識が向かっていく。

　胸の奥へ、心の奥底へと。

　深く、深く落ちていく。

（もっと、私は──!!）

　許せない。許せない。許せない。

　アイズは自分の弱さが許せない。

　弱いままでいる自分が、誰よりも何よりも許せない。

（絶対にっ──）

　アイズは、わかっている。

　これまでも、この先も。

　自分の進んでいく道には、多くの怪物モンスターの屍しかばねが積まれていくことを。

　斬って、斬って、斬り倒し。

　積み上げられていく骸むくろの山で頂いただきを作り上げ、その上を乗り越えて。

　そして、その先に。

　その遥か高みにいるのは──。

（──絶対に、取り返す!!）

　願望を。

　渇望を。

　悲願ひがんを。

「──うああああああああああああああああああああああああああああああああっっ!!」

　感情を吐はき出す術を忘れていた喉が、咆哮する。

　渇いた叫びが、手を、足を、全身を、限界の先へと駆り立てた。

　より速く、より鋭く、より刹那的な斬撃が、気圧けおされるウダイオスの体を断ち切っていく。

　そして渾身の一撃が、黒大剣の切っ先を破壊した。


























『グウゥゥゥゥッ!?』



　ウダイオスは確かに恐怖した。

　目の前の少女に、風を纏う孤高の剣士に。

　雑兵スパルトイを一瞬で殲滅し、剣山を斬り抜け、こちらへ幾度となく斬りかかってくるその姿に。

　血を流し、骨は罅割れ、その体は風前の灯火ともしびに至ろうかというにもかかわらず、逆巻くがごとく脅威を増す【剣姫】の斬撃に、畏おそれをなす。

　怪物をも上回る彼女の強大な意志を示すように、衰おとろえない剣の銀光が瞬いた。

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!?』

　漆黒の巨身が恐怖を追い出すように、雄叫びとともに震え上がる。

　渇望が力に転化した敵アイズの速度はもはや神速だった。大斬撃を放たんと『魔力』を溜めればすかさず核関節を破壊しようと疾風となり、迎撃するため畜力チャージの中断を余儀なくされる。極限状態ここに来てその瞬間的な判断も冴え渡り、逆杭パイルの剣山であろうが障壁であろうが全て先読みして往いなし、突破し、ウダイオスの攻守を上回るのだ。雑兵スパルトイなどもはや母胎ダンジョンからの生産が追いついていない。

　何よりも、斬撃が重い。

　ウダイオスの肋骨に亀裂を入れ、体中の核を脅かし、そして最も硬い黒大剣さえも砕いた。

　風の力が、限りない。

『ウウウウウウウウウウウウウウウウウッ！』

「っ!?」

　ウダイオスは賭かけに出た。

　広間全域の地中に展開していた骨状の一部パーツ、それを己の前方のみに集中させ、特大の逆杭パイルの山を一斉射出する。

　万を超える槍が集まった、点ではなく面の規模の範囲攻撃に、アイズは突撃を中止し大きく距離を離した。

　そして『魔力』の畜力チャージとともに、アイズの周囲を取り囲むよう、残り最後の剣山を打ち上げる。

「！」

　高さ一〇Ｍメドル、隙間なく幾重にも柱が重なった小さな半円形の壁。

　前方のみ開いたその檻おりはアイズの退路を断つ袋小路だ。

　懐に近付けさせまいと距離を置かせ、その上で攻撃可能な位置に誘導、包囲。一時的に射出可能な逆杭パイルを全て使い切ったウダイオスは、黒大剣を持つ左手を後方に引く。一点の破壊力と速度を重視した、突きの構えだ。

　半円形の袋小路に閉じ込められた今のアイズには前のみしか逃げ場がない、そして脱出するより早く黒大剣の一突が放たれる。

　肩と肘、そして手首。左腕の中で光り輝く紫紺の三つの核に──アイズは眦を決した。

　膝を限界まで溜め、宙返り。

　後方へと高く舞い上がる跳躍を経て、半円形の袋小路かべの上部最奥に、着壁。

　驚愕きょうがくに揺れる怪火ひとみと視線を合わせ、最大出力、悲鳴を上げる体に大気流を付与する。

　ウダイオスの咆哮、そして『魔力』の爆発とともに打ち出された黒大剣に対し。

　アイズは、一点突破の神風かみかぜを放った。




「リル・ラファーガ!!」




　漆黒の剣尖と風の螺旋らせん矢が衝突した。

　真正面からぶつかり合う必殺と必殺。ウダイオスの三つの核が新星のごとく莫大な輝きを放ち、アイズの気流が暴風を遥かに超す超規模で猛り狂う。

　紫紺の光輝と風の衝撃波が発生する中、二つの力は拮抗きっこうした。

（風よ、風よ、風よッ!!）

　アイズの叫びに呼応するように、風の出力が増す。

　徐々に押し返される黒大剣にウダイオスが怪火ひとみを揺らめかせ、そして更なる咆哮と『魔力』をつぎ込んだ。核の光が増し再び戻る拮抗状態に、今度はアイズの顔が歪む。

　風の力を上げる度、ばらばらに砕け散りそうになる己の体。刻一刻と破滅に近付く崩壊の足音に危惧を抱いた──次の瞬間。

「【集え、大地の息吹いぶき──我が名はアールヴ】！」

　玲瓏れいろうたる詠唱がアイズのもとに届いた。

「【ヴェール・ブレス】！」

「!!」

　気流ごと体を包み込む、温かな翡翠の光膜。

　視線を横に飛ばすと、そこには、ウダイオスとアイズのちょうど中間の地点で杖を構えるリヴェリアの姿があった。

　緑光の加護ヴェール・ブレス。リヴェリアの補助防御魔法だ。

　物理属性と魔力属性、両方の攻撃に対する抵抗力を上昇させ対象を守る光の衣ころも。付与魔法エンチャントとも似た効果は一定時間持続し、更に僅かだが体の傷も癒いやす。

　リヴェリアの支援によってアイズの体に小さな活力が戻る。見張られる金の瞳に「これくらいは寛容しろ」と翡翠色の瞳が憤然とした眼差しで訴えてきた。彼女と数瞬目めを合わせていたアイズはすぐに前を向き、その眦を吊り上げる。

　風の上に広がる光の衣の力によって、敵の攻撃の威力が減退している。これならば──とアイズはなけなしの力をそそぎ込み、大風エアリエルの力を激発させた。


「────────ッッ!!」



　瞬間、黒大剣の剣尖を破壊し、アイズの矢が打ち勝った。

　黒大剣を抉るように剣身の半分まで驀進ばくしんし、そこから一気に空中へと飛び出す。

　風の閃光せんこうは一直線にウダイオスの左肩へと突き進み、核関節ごと、爆砕した。


『──────────────────────────────────ッッ!?』



　ウダイオスの左腕が轟然と脱落する。

　後方で絶叫が上がる中、敵の肩を破砕したアイズの体からはあたかも力つきたように気流が消え、魔法が解除された。

　そのまま下降し、彼女は受け身も取れず地面へと墜落する。

「あっ……!?」

　音を立てて倒れ込むアイズの体。

　一瞬、未だ赤い視界を閉ざしたが、すぐに瞼をこじ開ける。

　地面を通じて悶え苦しむモンスターの振動が伝わってくる。満身[image: 創]痍である筈のアイズは、体を光の衣に包まれながら、ゆっくりと立ち上がった。

（……大丈夫）

　まだ、リヴェリアの魔法が生きている。

　だから。

　もう一度、力を振り絞ろう。

　あと少しだけ、死力ちからをつくそう。

　あの敵を倒して、あの敵を超えて。

　強くなろう。

　今の弱い自分と、決別するために。

「……【目覚めよテンペスト】」

　か細い声で、けれどはっきりとアイズはその言葉を紡つむいだ。

　風の鎧を纏い、背後を振り返る。

　両腕を失い叫喚を上げ続けている漆黒の大骸骨に、剣の柄つかを握り締めながら。

　アイズは一歩、足を踏み出した。





[image: ]






　その後の戦闘は、一時間に及んだ。

　雑兵スパルトイを受け持つリヴェリアに見守られながら、少女と迷宮の王はお互いに傷付きながら一進一退の攻防を繰り広げ、死闘を演じ続けた。

　そうして。

　少女の放った斬撃が、銀の光を描き、モンスターに致命傷を与える。


『オォォォォォォォォォォォッ────…………』



　破損した下顎、砕けた何本もの肋あばら、折れた頭部の角。

　全身の至る箇所に亀裂を走らせたウダイオスは、剝き出しの口内から掠れた絶叫を残響させながら、ゆっくりと地面に倒れていく。

　とうとう切断された腰椎から、漆黒の巨体が仰のけ反ぞるように傾き、どんっと煙を舞い上げて崩れ落ちた。

「……」

　血の固まった顔を夜凪のように静めながら、アイズはウダイオスへ歩み寄っていく。

　地中に繫がる骨盤と切り離されたモンスターに、もう逆杭パイルを打つ術はない。激闘を物語るように、あるいは散った白骨の戦士達に捧げられたように、いくつもの漆黒の墓標が地面から傾いて突き出ている。アイズは、無数の黒い柱を縫い、モンスターの胸部に飛び乗った。

　両腕を失ったウダイオスの怪火ひとみは今にも燃えつきようとしていた。暗い眼窩の奥で朱色の火が小さく揺らめき、己の胸の上にいるアイズを力なく見つめる。アイズが乗る堅牢な胸骨は既に罅割れ、その下に存在する巨大な『魔石』は眩かった輝きを忘れている。今は消え入るような薄光を帯びていた。

　アイズは無言で《デスペレート》を両手に持ち、刃の先端で天を衝つく。

　風の渦を巻く銀の剣つるぎ。大上段に構えたその一撃を、静かに、足もとへ振り下ろした。


『──────』



　罅割れた胸骨が割れ、風の斬撃が『魔石』へと到達する。

　表面が砕けた紫紺の大結晶に亀裂が走り抜け、そして甲高かんだかい音を立て飛び散る。

　次の瞬間、ウダイオスの全身が崩れた。漆黒の骨が灰へと変わり、ざぁっと波のように地面へ広がっていく。

　周囲の漆黒の墓標もまた、音を立て、跡形もなく崩れ落ちた。

「……」

　全てが終わった戦場で、アイズは右手の剣を力なく下げる。

　広間の薄闇に包まれる中、儚い金の髪の光と、曇ることのない剣の銀の輝きが、きらめく。

　大量の灰、怪物の屍の上に立つ彼女は、ゆっくりと頭上を見上げた。

　額から出血した顔を、そして胸当てを血まみれにしながら。

　言葉もなく、魂が抜けたかのように、闇に塞がれた天井を仰ぎ続けた。

「……」

「……リヴェリア」

　剣を鞘に収め、地面に降り立つアイズのもとに、リヴェリアが近付いてくる。

　アイズが叱られる子供のように視線を小さく横に揺らす中、足を止めた彼女は、何も言わず手をその傷付いた額に添えた。

「じっとしていろ」

　何かを言いかけようとしたアイズの口を、リヴェリアの唇の紡ぐ詠唱文が塞ぐ。

　発動する回復魔法。額に添えられた手を中心に温かな緑光が生まれ、アイズの傷を癒していく。額に触れる指と、その光にアイズは瞼を一度閉じた。

　やがて傷を治癒し終えると、リヴェリアは一級品防具でもある己の聖布ふくを破き、押し付けるようにしてアイズの血の汚れを拭ふいていく。

　多少、いやかなり強く拭ってくる聖布に、アイズは片目を瞑り、頰をぶにぶにと押されながらなされるがままになった。

「……」

「……」

　顔をあらかた拭うと、リヴェリアは手を下げて視線を合わせた。

　自分より背の高いエルフの瞳を、アイズは黙って見上げる。

「何があった」

　叱るでもなく、咎とがめるわけでもなく、ただ尋ねてきた彼女に、目を見開く。

　何かを訴えるようなその透明な眼差しに、アイズは胸を詰まらせた後、うつむき、静かに話し始めた。

　事情を聞かれても口を割らなかった、『リヴィラの街』での出来事。

　あの赤髪の調教師テイマーとの間であったことを、全て。

「あの人、私のことを……『アリア』って」

　そう告げた瞬間、リヴェリアは目を大きく見張った。

　声をなくし、動揺を隠すように口もとを右手で押さえ、黙考する素振りを見せる。

　時間を置いて、やがて手を離したリヴェリアは、ようやくアイズが変貌した理由を察したかのように、小さく嘆息した。

　そして少女のことを見つめる。

「アイズ、私は頼れないか？」

「！」

　顔を上げ、口ごもるアイズへもう一歩近付いたリヴェリアは、その金の髪を撫でた。

　目の前で見つめてくる、母親のような瞳と仕草しぐさ、そして温もり。アイズは耐えることができず目を伏せる。

「私は……いや、ティオナやレフィーヤ達も、お前のことを家族のように想っている」

　その温かさは、アイズの内側に染しみ渡った。

　頑なに引き結ばれていた鎖が解ほどけ、胸を包み込む。心の奥底で燃え上がっていた黒い炎が静かに鎮められていく。

　髪を梳すく優しげな指が、アイズの胸を叩いた。

「お前はもう一人じゃない。忘れるな」

「……うん」

　リヴェリアの、愛と言えるものに触れ、アイズは揺れた瞳を隠し、頷いた。

　頰を淡く染め、やがておずおずと、彼女の顔を見上げる。

「リヴェリア……」

「何だ？」

「……ごめんなさい」

　ふっ、と。

　リヴェリアの唇が綻ぶ。

　ぱしんっ、と軽く叩はたかれたアイズは、頭を両手で押さえきょとんとしてしまう。

　何度も頂いてきた[image: 拳]骨おしかりを除いて、彼女が決して取らないような行いだったからだ。

　目を丸くするアイズに、リヴェリアはもう一度微笑む。

「魔石の量も大概だが、ドロップアイテムも大量に発生してしまったな。アイズ、手伝え」

「……わかった」

　ウダイオスの灰に埋もれる魔石へと歩むリヴェリアの後を、アイズは付いていった。

　二人で中々苦労しながら戦利品を収拾し、解体し、レフィーヤ達が残していったバックパックに詰める。

　リヴェリアが荷物を担かつぎ、二人で広間を後にした。




　翡翠色の長髪と、金色の長髪を揺らす彼女達は。

　母子のように並んで、帰路につくのだった。
















　ウダイオスを撃破し、37階層を後にしたアイズ達は、三日間ほどの時間をかけてダンジョンの『上層』に到達しようとしていた。

　最短ルートを選択し、消耗したアイズを庇かばいリヴェリアが戦闘を円滑にこなしていったため、『深層』から『下層』、『中層』まで脱出するのは比較的速やかだった。また18階層の『リヴィラの街』でゆっくり休息レストを挟んだこともあり、疲労の影も薄い。

　アイズ達は現在、6階層を進んでいる最中だった。

「アイズ、本当にあのドロップアイテムを預けてしまってよかったのか？」

「うん……私は、大剣はあまり使えないし」

　リヴェリアの問いかけにアイズは答える。

　話の内容は『リヴィラの街』に置いてきた、『ウダイオスの黒剣』の件である。

　モンスターを撃破した後に魔石と一緒に残ったドロップアイテムの中で、アイズを散々苦しめたあの長大な黒大剣も、灰となって消えず戦利品として収拾できたのだ。激しい戦闘で切っ先を始めとした部分は破損し、ちょうど冒険者が扱える程度の剣身サイズにはなっていたが。

　この戦利品を持ってアイズ達が『リヴィラの街』に入ると、街は一種の騒ぎに包まれた。階層主ウダイオスの未確認のドロップアイテム──入手条件は一対一しょうすうで追い込むこと──の報しらせに、大いに沸いたのである。

　過去、鍛冶師スミスを目指していた経歴があるボールスなどは、上級鍛冶師ハイ・スミスの一級品装備にも劣らないその研ぎ澄まされた怪物の武装ドロップアイテムを見て、感涙したほどだ。

　武器狂ウェポンマニアの彼に必ず武器ものにしてみせると拝み倒され、アイズは次回探索に備えた保管という体ていで、託たくしたのである。

「それに、またあの調教師テイマーに襲われるかもしれないから……強い武器があると、心強いって」

「全く、本当にものは言いようだな……」

　自分に巡り帰っているではないか、とボールスが口にしていた台詞せりふをリヴェリアは吐息とともにこぼす。

　今頃いまごろ、黒大剣をさすりながらへらへらと笑う彼の顔が目に浮かぶようだった。

「……？」

「どうした、アイズ」

　やがて5階層に到達し、しばらく進んでいると。

　アイズは広間ルームの中でぽつねんと転がっている、冒険者の姿を発見した。

「人が倒れてる」

「モンスターにやられたか」

　眉まゆを曇らせるリヴェリアとともに、アイズは冒険者に歩み寄る。壁面が薄緑色に染まる広い『ルーム』の中央にその人物はうつ伏せで倒れていた。

　近付くにつれ、アイズの瞳ひとみが驚きに染まっていく。

　下級冒険者を思わせる軽装に、まだ成熟し切ってない細身の体、そして処女雪しょじょゆきのような白髪。

　倒れていた冒険者は、まさに、アイズが再会を望んでいた白兎しょうねんだったのだ。

「外傷は無し、治療および解毒の必要性も皆無……典型的な精神疲弊マインドダウンだな」

　膝ひざをついて少年の体を診断したリヴェリアは、拍子抜けしたように結論を出す。

　彼女のすぐ後ろで呆然ぼうぜんと、あるいは食い入るようにその白髪を見つめていたアイズは、ぽつりと思わず呟つぶやきをこぼす。

「この子……」

「何だ、知り合いかアイズ？」

「ううん、直接話したことはないけど……あの、前に話したミノタウロスの……」

「……なるほど。あの馬鹿ばか者がそしった少年か」

　リヴェリアには以前、酒場であった出来事を打ち明けている。

　ベートの行いに対し嘆息たんそくする傍かたわら、得心したように彼女は少年へ視線を戻した。

　そしてアイズは、以前から謝罪したいと願っていた思いに加え、今の少年の姿を見て、胸の中で感じるがままの言葉をこぼす。

「リヴェリア。私、この子に償つぐないをしたい」

「……言いようは他ほかにあるだろう」

　以前に「お前はどうしたい？」と彼女に尋ねられた際の、そのはっきりした答えを伝えたつもりであったが、「硬すぎる」と溜息ためいきをつかれてしまった。

　あれ？　とアイズは瞬きをしてしまう。

「まぁ、この場を助けるのは当然の礼儀として……」

　こくこくと頷うなずくアイズがリヴェリアと一緒に少年を見下ろしていると。

　エルフの彼女は何かを考え、ちらり、と横目でこちらを見やってきた。

「……アイズ、今から言うことをこの少年にしてやれ。償いなら、恐らくそれで十分だ」

「何？」

　アイズが尋ねると、彼女は気軽そうに告げる。

「起きるまで、膝を使って寝かせてやるんだ」

　再び、アイズは瞬きをした。

「……そんなことでいいの？」

「確証はないがな。だが、この場を守ってもやるんだ、これ以上つくす義理もないだろう。……それに、お前のなら喜ばない男はいないさ」

　自分のなら、と言うリヴェリアに、戸惑うアイズは正直な気持ちを伝える。

「よく、わからないよ……」

「わからなくてもいいさ」

　苦笑するように眉を下げる彼女に見上げられながら、アイズはそんなことで本当に平気なのだろうかと考え込む。しかしリヴェリアの言うことにはほぼ間違いがない。

　うーん、と感情の薄い表情の裏で軽い思考に耽ふけっていると、おもむろにリヴェリアが立ち上がった。

「私は戻る。残っていても邪魔になるだけだろう。けじめをつけたいのなら、二人きりで行え」

「うん。ありがとう、リヴェリア」

「ああ」

　礼を告げると、リヴェリアはその場を後にする。

　ここはもう『上層』だ。間違ってもアイズの身に危険が起こらないとわかっている彼女は、心配せず、むしろ気を利きかせてくれて離れていった。

　その後ろ姿を見送ったアイズは、再び倒れている少年の後頭部を見つめ、膝を折り。

　おずおずと、ちょこんと、その場に腰を下ろした。
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（さて、どう転ぶか……）

　杖つえと荷物を抱え、ダンジョンを進んでいくリヴェリアは少年と置いてきたアイズの顔を思い浮かべた。

　道に立ち塞ふさがる蛙かえるのモンスター、『フロッグ・シューター』を一瞬で追い払う。

（いい方向に転がってくれるなら喜ばしいが……）

　リヴェリアはアイズの心の状態を気にかけていた。

　赤髪の調教師テイマーと接触してからというもの、少女の心と体の均衡は上手うまく釣り合っていない。一度は単身階層主の撃破に駆り立てたほどなのだから。

　心の澱おりは取り払ってやったつもりだが、常と比べれば、やはりまだ若干じゃっかんは不安定な面があるだろう。

　アイズの心の動きを察しているリヴェリアは、少年と触れ合うことで、彼女が抱え込んでいる事柄から一時でも目が逸それてくれれば、と願っている。

「それに……」

　あの少年と接して、アイズの中に少なからず変化があることを、リヴェリアはなんとなしに気付いている。

　本当に彼女の盲目が改善されるかもしれないと、少し、期待もしていた。

「……まぁ、悪い方向には転ぶまい」

　まさか逃げられたりはしないだろう、と彼女は楽観的に呟いた。
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「……」

　細い腿ももにかかる重みは、どこか新鮮なものだった。

　少年に膝枕まくらするアイズは、今は瞼まぶたが閉じられているその顔を静かに見下ろす。

（……恥ずかしい、かな）

　いざ少年の頭を乗せてみると、初々しくも、少々の羞恥を感じる。

　自分と彼の体勢に頰ほおをうっすらと染めながら、アイズは軽く体を身動みじろぎさせた。眠りこける白兎しろうさぎには、振動が伝わらないよう、小さく、優しく。

「……」

　ダンジョンの真ん中で堂々と膝枕を見せつけてくるアイズ達に、何度かモンスターが襲いかかってくるが、衝撃を微塵みじんも発生させない手首の返しのみで、斬撃を見舞う。

　少年の護衛も続ける中、アイズはその体を下から上まで眺めた。

「……頑張って、るんだね」

　以前見かけた軽装とは、防具が変わっているだろうか。

　しかしそれも既に、掠かすり傷や欠けた跡など、使い込まれているのが見て取れる。恐らく毎日ダンジョンにもぐってモンスターと戦っているのだ。爪つめや牙きばにひっかかれている全すべての跡を目で数えて、アイズはそう察する。
















　微笑ほほえましいほど努力している姿に、純粋な少年の思いに触れて、心が透明になっていく。

　白い、とても白い。

　自分とは違う、その真っ白なひた向きさに、胸の内が洗われていくようだった。心の奥底の黒い炎の残り火が、この時、完全に姿を消した。

　自分では気付かない内に、アイズの唇が綻ぶ。

　純白な白兎に、癒いやされていく。

　少し撫でたくなってしまって、その兎のような髪や、額をそっと指でなぞった。

「……おかあさん？」

　柔く撫で続けていると、少年の唇が、開いた。

　その夢現ゆめうつつの呟きに、アイズの肩が揺れる。

（……君も、いないの？）

　心の内の声に、返ってくる言葉はなかった。

　金色の瞳が静かに伏せられる。

（似てるん、だね……）

　抱いてはいけない親近感と、少しの寂寥せきりょう感を覚えながら。

　アイズは、そっと白い前髪をよけながら、謝った。

「ごめんね。私は、君のお母さんじゃない……」

　直後、寝惚け眼まなこだった深紅ルベライトの瞳が、見開かれた。

　時間をかけて覚醒かくせいの光を宿していき、見下ろしているアイズの金の瞳と、真まっ直すぐ見つめ合う。

　視線を絡からめ、啞然あぜんと時を止めている少年の顔を、アイズは再びそっと撫でた。

　髪を梳すき、瞼に触れると、やがて彼はのろのろと体を起こす。

　腿の上から遠のく温もりが少しもったいないような気がしたけれど、諦あきらめる。

　彼は腰を下ろしたまま、アイズに振り返った。

「……幻覚？」

「……幻覚じゃないよ」

　間抜けな顔をして指さしてくる少年に、思わず、むっ、としてしまった。眉を少し斜めに上げて、普段は見せないような表情を作る。

　少し、それは、失礼ではないだろうか。

　この短い時間の間に色々なものをもらっていたアイズは、口を尖とがらせる思いで少年の顔をじっと見つめる。

（……あ、あれ？）

　深紅ルベライトの瞳と金の瞳を交差し続け、ぴくりとも身動ぎしない彼に、アイズはうろたえ始めた。

　何かしてしまったのだろうか。表情には大して浮かんでいないが、心の中では幼いアイズが頭を抱え、やがてぴょんぴょんと飛び跳ねながら慌てている。無言で石のように固まっている白兎しょうねんの髪が、長い耳のように一度揺れた。

　──そうだ、謝らなくちゃ。

　アイズがそう思い立ち、口を開こうとすると。

　少年は首から上がみるみる内に赤くなっていき。その様子に気付いた時には、あっという間に爛熟らんじゅくし過ぎた林檎ができあがっていた。

　少年の綺麗きれいな深紅ルベライトの瞳の中身が、まるで糸ミミズのようにぐちゃぐちゃになっている。

　いよいよ何かあったのかと、アイズが慌てながら尋ねようとすると──勢いよく、少年は立ち上がる。

　そして、




「──だぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」




　全力で、アイズから逃げ出した。


「…………」



　ぴょんぴょんと逃げる兎もかくやといった速度で、少年が広間から姿を消す。

　膝を貸していた同じ体勢で、固まったアイズは全く動けない。

　ゲエッ、ゲエッ、とどこからかモンスターの笑う声が聞こえてきたような気がした。




「……何で、いつも逃げちゃうの？」

　アイズは、ちょっぴり泣きそうになった。


























あとがき




　スピンオフシリーズ二冊目になります──が、既にキャラクターの数が相当なものになっています。本編で登場予定であるキャラクター達が続々とフライングスタートを決めていることに頭を痛めつつ、外伝作品の難しさというものを非常に痛感しております。

　我先にと出番を奪い合っているそんな彼等彼女等ですが、本編の方でも出てきましたら、温あたたかく見守って頂けると幸いです。




　話は変わりますが、本巻の打ち合わせの際、何故か担当編集様とゾンビがうじゃうじゃ出てくる某ホラーアクションアドベンチャーゲーム2の話で盛り上がりました。自分はゲームが下手で友人のプレイを隣で眺ながめていただけなのですが、代わりに攻略本を読み耽ふけってやたらとストーリーについて詳しかった記憶があります。

　その某ゲームには『男性主人公編・表』『女性主人公編・裏』などいわゆる登場人物切替ザッピングシステムが組み込まれているのですが、男性主人公編で使わなかった武器やアイテムを女性主人公編で使用することができる、そして逆も然しかり……ということが可能だったようです。

　本作品も男主人公の本編と女主人公の外伝、しかも物語の舞台を共有しているということもあって、遊び心に火がついてしまいました。「女主人公ヒロインが使わなかった武器を男主人公ヒーローに装備させましょう！」と二人でイェイイェイ言いながら打ち合わせをしていたような気がします。本編五巻と、この外伝二巻の二ヶ月連続刊行が決まった後のことです。

　本編五巻を呼んだ後に外伝二巻、あるいは本巻の後に五巻を読むと、ニヤリとして頂けるかもしれません。

　読者の方々が外伝も読んで頂いている前提で本編を進めないよう注意を払いつつ、今後も時折そのような場面を、よりさり気なく物語の中に挟めていけたらと思っています。

　それでは謝辞に移らせて頂きます。

　編集部の小瀧様、高橋様、本巻でも原稿を監督して頂いてお世話になりました。聞かせてもらっているアドバイスや感想の多くは、作品がこうして一冊の本として刊行される度に身になっていると日々実感しています。絵師のはいむらきよたか先生、美しいイラストで筆者の精一杯以上に作品を魅力溢あふれるものへ変えて頂き、非常に感謝しております。他にも作品を支えて頂いている多くの関係者の方々や読者の皆様にも、厚く御礼を申し上げます。

　今後もどうかよろしくお願いいたします。

　失礼します。


大森藤ノ









著者


大森藤ノ（おおもり ふじの）



　本編作品と並行して執筆する弊害、あるいは醍醐味なのかもわかりませんが、あちらでは一行で瞬殺された敵が、こちらの外伝では鬼のような強さをもって再登場します。あまりの強さにヒロインともども作者もビビりましたが、こうした別の側面をスピンオフの中では描けたらとも思っています。勿論モンスターばかりではなく、ヒロインの一面も。




イラスト


はいむらきよたか



　去年秋から左腕の不具合を発症してまして「ショートカットキー押しにくいな」とか吞気に思ってたのですが、この度めでたく『頚椎ヘルニア』の診断が。

…みんなも作業姿勢には気をつけよう！








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=5939

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）
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